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5．{ /  } 例文の一部について、比較する形を示す場合に使う。  
6．「Ф」 ゼロ、すなわちそこには形式がないことを意味する。  
7．下線 例文中、本論文の考察対象となる部分には下線を引く。  
8．波線   
例文中または本文中、考察対象となる部分の他に、強調したい形式がある場合用いる。  













第1章 序  論  
 
 
1.1 研究動機  
 
日本人の中国語学習者には (1)~(3)のように、中国語受動文の誤用がよく見られる (陶琴
2007、郭栩 2013、车纯莲 2012)。  
 
(1) 小时候我{ ×被 /○被迫  }学钢琴。  
(子供の頃、私はピアノを習わされました ) 
[车纯莲 2012:17]<使役受動> 
(2) { ×我被弟弟抢了玩具 /○我的玩具被弟弟抢了  } 
(私は弟に玩具を奪われた ) 
[车纯莲 2012:18]<持ち主> 





れる (佐治 1992、張麟声 2001、中村 2002、李彦 2009、宋春雨 2014)。そのうち、とりわけ
日本語の使役受動文、持ち主受動文、及び第三者受動文に関する誤用が挙げられる。  
 
(4) 私はこの事に{ ×感動された /○感動させられた  } 
[佐治 1992:234]<使役受動> 
(5) { ×田中さんの財布は /○田中さんは財布を  }すりにすられた。  
 [張麟声 2001:134]<持ち主> 














異なると差があるということなのである 2(池上他 2009:18-19)。  
 
(7) 私たちはその映画を見て{ ×感動させられ /○感動し  }ました。  
[近藤他 2008:299]<使役受動> 
(8) 教師：元気がありませんね。どうしましたか。  
タン：満員電車で{ ×私の財布が /○財布を  }取られました。  
教師：そうでしたか…。  
[池上他 2009:90]<持ち主> 
(9) リー：昨日、頭が痛くていで横になっていたんですが、外で道路工事を{ ×始めて /
○始められて  }、寝られませんでした。  
山田：あ、そうでしたか。  
[池上他 2009:92]<第三者> 










た。詳しくは、李麗萍 (2015)を参照のこと。  
2 日中事態把握の相違に関して、日本語母語話者は<主観的把握>を志向する傾向が強いの
に対し、中国語母語話者は<客観的把握>に傾く傾向が強いという従来の見方がある。こ
れについて、詳しくは池上 (2009a)、近藤他 (2007,2009,2010,2014)、梁爽 (2009)、守屋他

















(10) 被    自杀      其实  就      是      他杀。  
受動  自殺する  実は  絶対に  である  他殺  
(自殺したことにされたという意味の｢被自殺｣とは実は他殺である ) 
[名城新闻网 2014-05-16]<新型受動> 
(11) 我   是    在 不明真相       的 情况 下   “被    就业”     的！  








































ない (星 2011、陸艺娜 2011、王黎今 2012)。よって、従来の研究は、文法的あるいは意味的
に問題がある受動文については説明できるが、文法的にも意味的にも誤りとは言えない受





















































































































(12) テレビを見ていたのにお使いに行かされた。  
 [庵他 2001:133] 
(13) 植物は環境によってその形を変化させられてしまうというのも多くあります。  




できる。これについて、第 6 章で論じる。  
 
(14) 次郎は頭を太郎に殴られた。                                    
[仁田 1997:231] 
(15) 私は、花子にあめを口の中へ押し込まれた。                   
[山内 1997:122] 
(16) 太郎は母に死なれた。                                       
 [山内 1997:122] 
(17) 彼は (中略 )だから、昨日戻ったところを殺された、ということになりますかね。                  
[仁田 1992:327] 





するところである。また、 (18)のような無情物主語の持ち主受動文も考察の対象にする。  





(19) 私は彼に先に論文を発表された。               
[仁田 1997:231] 
(20) 風に吹かれて、ひらひらしている貼紙もある。               
[対訳  黒い雨] 
 






る。詳しくは第 4 章を参照のこと。  
 
(21) 手术  台  上  动手脚        患者  无奈      被    消费  
手術  台  上  小細工をする  患者  仕方ない  受動  消費する  
(手術時に (医者が )余計なことをするため、患者は (そう望んでいないのに )しかたな
く出費を強いられる ) 
 [广东电视台 2013-09-06]<他動詞  非意図性> 
(22) 中国人  又    一次  “被   幸福”  了    吗？  
中国人  また  一度   受動  幸福    完了  のか  
(中国人はまた (外国のメディアによって、幸福ではないのに )幸福であることにされ
たのたろうか ) 
 [腾讯网 2014-11-27]<形容詞  非事実性> 
(23) 鲁能      终于      没有  “被   冠军”，万幸  万幸。  
チーム名  とうとう  ない   受動  優勝者  幸甚  幸甚  
(魯能チームが最後に受動的に優勝者になっていないのが、誠に幸いであった ) 







(24) 东大      同学  刚刚        游行  回来，      就      被    集合      去    听    
東北大学  学生  したばかり  デモ  帰ってくる  すぐに  受動  集合する  行く  聞く  
学校  当局  的  堂皇            的  训话……  
学校  当局  の  堂々としている  の  訓話  
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、も
ったいぶった訓話を聞かされた )   
[対訳  青春之歌 ] 
(25) 方丹  被    自己  美好    的  想象  激动      着，  亮闪闪        的  眼睛  里  现  
人名  受動  自分  美しい  の  想像  感激する  持続  きらきら光る  の  目    に  浮べる  
出      了    泪  光。  
て来る  完了  涙  光  
(方丹は自分の夢に心を動かされて涙を浮かべた )   
[対訳  轮椅上的梦 ] 
(26) 倪藻  走    进    一个  宽敞            的、同样  昏暗  的  客厅，他   被     让     
人名  歩く  入る  一つ  広々としている  の   同様  暗い  の  客間   彼   受動   使役   
坐    在  一个  不    新      的  暗    红色  沙发    上。  
座る  に  一つ  ない  新しい  の  暗い  赤色  ソファ  上  
(倪藻は広々とした、やはりほの暗い客間に人り、彼は古びたエンジ色のソファに案
内された ) 





(27) 我  被    他  抱      着    两只腿，动弹  不得。    我  呆呆地      看    着    他。  
私  受動  彼  抱える  持続  両足     動く  できない  私  ぼんやりと  見る  持続  彼  
(両足にしがみつかれて動けないまま、私はぼんやりと彼を見ていた )  
[対訳  天云山传奇 ] 
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(28) 彰    被    他  的  儿子  把    自己  的  家产  花    干净      了。  
人名  受動  彼  の  息子  処置  自分  の  家産  使う  すっかり  完了  
(彰さんは子供に自分の家の財産をすっかり使い果たされた ) 
[黒田訳 2013:390] 
(29) 阿巧  不敢            做      声，心里    却        万分    怔忡……还是     刚才  
人名  する勇気がない  立てる  声   心の中  ところが  極めて  動悸     それとも  先  
被    她    看见    了    她    对  阿寿  做    了    两次  的  手势。  
受動  彼女  見える  完了  彼女  に  人名  する  完了  二回  の  手真似  
(阿巧は震え上って、声も出せなかった……それとも、さっき阿寿に手真似をした
のが見つかったのか、どちらとも見当がつかなかった )  
[対訳  霜叶红似二月花 ] 
(30) 苹果    被    削    了    皮。  
りんご  受動  剥く  完了  皮  





最後に、第三者受動文は主語名詞と述語動詞に関わる名詞 (句 /節 )の間に広義的な所有関
係が存在しない受動文である。(32)のように無情物主語のものもあることに注意されたい。 
 
(31) 我  坐庄，    又    被    他  自摸    了。  
私  親になる  また  受動  彼  つもる  完了  
((マージャンで )親になり、また彼につもられた ) 
[C.-T. James Huang 他 2009:140] 
(32) 秦  始皇     惹      了     孟姜女，刚          修        的  长城        被  
秦  始皇帝   逆らう  完了   人名     したばかり  修築する  の  万里の長城  受動   
哭    倒      了。  
























例の後、 [ ]の中に出所を明示する。  
 
1) 日本語  
a.日中対訳コーパス   [対訳  作品名 ] 
b.現代日本語書き言葉均衡コーパス｢小納言｣  [小納言  作品名 ] 
c.インターネット検索 :グーグルから検索する   [出所を明示する ] 
d.先行研究から用例を引用する   [論文の著者名、出版年と頁数を明示する ] 
                                                        
6 百度とは、中国の百度公司が提供している検索エンジンの名称である。中国語を中心と
した全文検索を提供しており、「中国の Google」の異名をとる(http://www.sophia-
it.com/content/%E7%99%BE%E5%BA%A6 2015/11/28 参照 )。 
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e.本稿による作例   [出典が明示されていない ] 
2) 中国語  
a.日中対訳コーパス   [対訳  作品名 ] 
b.北京大学汉语语言学研究中心语料库 (北京大学漢語語言学研究センター語料庫 )   
[北京  作品名] 
c.インターネット検索 : 百度から検索する   [出所を明示する ] 
d.先行研究から用例を引用する   [論文の著者名、出版年と頁数を明示する ] 






































1.5 本論文の構成  
 
 本論文は 8 つの章によって構成される。第 1 章では本論文の研究動機、研究の背景と目
的、研究対象及びその位置づけ、研究方法及び用語の定義について述べる。  
 第 2 章では先行研究を概観し、その問題点を指摘した上で、本論文の立場及び研究課題
を提示する。  























1.6 用語の定義  
 
 ここで、本論文で用いる「主語 /行為主体 /述語」、「使役 /使役動詞 )」及び「結果 /結果補語」
という用語について説明しておく。  
 


































しばしば指摘されている (刘月华他 1991、范晓 2006)。范晓 (2006)は (33)のように、述語 VP
に二つの動詞「吓 (驚かす )」、「住(止まる )」がある場合、一方は主要動詞であり、他方は結
果を表す副次動詞であるとしている 8。  
 
(33) 咱们    可    别            被    他  给    吓      住      啊。  
私たち  必ず  てはいけない  受動  彼  助詞  驚かす  止まる  感嘆詞  
(あいつに驚かされてはいけない ) 
[刘月华他訳一部修正 1991:452] 















2) 使役、使役動詞  
「使役」とは、二つの出来事間の関係を単一の節によって明示的に表すための言語的手






①  The relation between the two events is such that the speaker believes that the occurrence of 
one event, the “caused event,” has been realized at t2, which is after t1, the time of the “causing 
event.” 
(二つのイベントの関係について、話者は、被使役事態が起こった時間 t2 は、使役事態が
起こった時間 t1 の後である、と信じる。 ) 
②  The relation between the causing and the caused event is such that the speaker believes that 
the occurrence of the caused event is wholly dependent on the occurrence of the causing event; 
the dependency of the two events here must be to the extent that it allows the speaker to ente rtain 
a counterfactual inference that the caused event would not have taken place at that particular 





























津 1997:164、Lindsay 1997:193-195)。それぞれ例を挙げると、以下のようになる。  
 
①  形態的使役 : a. ～させる  b. -dir(トルコ語 ) 
②  分析的使役 : a. make/cause/compel/force+(to) do;  
b.使 (使う )/叫 (呼ぶ)/让 (譲る )/令 (命じる )+NP+VP(使役兼語式 10) 





10 兼語式に関する先行研究は、「NP1+V1+NP2+VP2」という形式における V1 の動詞、つ
まり「使役動詞」についての認定において一致する意見が見つからないが、本論文は楊凱
栄 (1989:166)と同様、胡附 ,文炼 (1990)の意見に従い、以下 1)-4)という四つの条件を満たす
ものを「使役兼語式」とし、その使役動詞 V1 として 5)のような動詞が挙げられる。  
 
X CAUSE Y 
① .[ x DO SOMETHING ] CAUSE [ BECOME [ y BE ]]  
② .[ x DO SOMETHING ] CAUSE [ BECOME [ y DO ]] 
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④  ゼロ形式の使役 : a. The noise of the traffic worried me. <英語> 
                (直訳 :交通の騒音が私を悩まさせた ) 
                  b. 泪水模糊了她的眼睛。<中国語> 
                (直訳 :涙が彼女の目をぼやけさせた ) 
                  c. Tränen verschleierten ihre Augen. <ドイツ語> 




主語+VP+NP2 目的語」という形式を取るが、NP2 目的語が VP の表す動作･行為の対象ではなく、
主体であるという点においては、普通の他動詞とは本質的に異なる(彭利贞 1996:105)。  
本論文は彭利贞 (1996)と同じ立場を取り、動詞のうち、①、②、④の形式を取るものを
「使役動詞」、③の形式を取るものを普通の語彙的「他動詞」と呼び分けることにする。た
だし、中国語の「使 /叫 /让 /令」は先行研究に従い、「使役標識」と呼ぶこともある。  
さらに、彭利贞 (1993)によると、中国語では、④b のような「使宾动词 (使役動詞 )」は意
味的に見ると、主に以下の五つに分けられる。  
                                                        
1) V1 が使役の意味を表す。  




4) V1 の動作と VP2 の動作との結び付きが強く、原因と結果の関係にある。  
5) 使役兼語式における「使役動詞」  
使 (～させる ) 促使 (促す ) 迫使 (余儀なくさせる ) 致使 (至らせる ) 逼 (迫る )  
强迫 (むりやりにさせる ) 托(託する ) 委托 (頼む ) 唆使 (唆す ) 派 (派遣する)  
打发 (よこす ) 差(よこす ) 催 (せかす ) 请 (～てもらう ) 请求 (お願いする)  
求 (せがむ ) 要 (～てほしい ) 劝 (すすめる ) 鼓励 (励ます ) 命令 (命令する)  




1) 人間の心理あるいは感情を表すもの  
可怜 (哀れむ ), 恶心(嫌がらせる ), 愁 (悩ませる ), 急(いらだたせる) 
2) ある動作を表すもの  
活动 (動かす ), 休息(休ませる), 闭 (閉まらせる ), 交流(交流させる), 
关 (閉まらせる ), 迁移 (移らせる ), 留 (留まらせる ), 动摇 (動揺させる ) 
3) ある変化を表すもの  
变化 (変化させる ), 改善 (改善する ), 增长 (増大させる), 降低 (下がらせる ),  
恢复 (回復させる ), 扩大 (拡大する ), 冷却 (冷却させる), 振奋 (奮い立たせる ) 
4) ある状態を表すもの  
分裂 (分裂させる ), 开始 (開始する ), 陶醉 (陶酔させる), 解放 (解放する ),  
发展 (発展させる ), 歪曲 (歪曲する ), 集合 (集合させる), 颠倒 (転倒する ), 
分解 (分裂させる ), 落实 (実行する ), 暴露 (暴露する ), 激怒 (怒らせる ) 
5) ある変化とある状態の両方を表すもの  
感动 (感動させる ), 繁荣 (繁栄させる ), 累 (疲れさせる), 完善 (完全なものにする ), 
激动 (感激させる ), 端正 (正しくする ), 暖 (暖まらせる), 稳定 (安定させる ) 
满足 (満足させる ), 孤立 (孤立させる ), 松 (柔らかくする ), 兴奋 (興奮させる ) 
彭利贞(1993:127-129) 
 
 1)-5)のような動詞は本論文では中国語の使役動詞の一種となる。  
 











る (刘月华他 1991:447)。中国語の補語は数が多く、活用範囲が広い。刘月华他 (1991)によれ
ば、補語は以下の六種に分けられる。  
 
1) 結果補語 :a.看见 (見て目に入る )  b.站在我面前 (私の目の前に立っている ) 
2) 方向補語 :a.拿来 (持って来る )  b.走进剧场(劇場に入った ) 
3) 可能補語 :a.出得来 (出て来られる )  b.忘不了 (忘れられない ) 
4) 様態補語 :a.辛苦得很 (とても骨が折れる)  b.写得很认真 (まじめに書いてある )  
c.急得哭了起来 (せっぱ詰まって泣き出した )  
d.压得粉碎 (押しつぶされて粉々になった ) 
5) 数量補語 :a.看过几次 (何回読んだ )  b.走了三天了 (行ってから 3 日になる ) 
6) 介詞フレーズ補語 :a.生于 1881 年 (1881 年に生まれた ) b.驶向目的地 (目的地へ向かう) 
刘月华他 (1991:447-531) 
 
これら六種類の補語のうち、1)、2)、4)の c と d、5)及び 6)の b はいずれも使役事態の結
果事態、つまり「変化 (Change)」または「結果状態 (State)」を表すことができるため、本論




の二つに分けられる 12。刘月华他 (1988:300)によると、「完了」を表す「了 1」はいくつかの
動詞につくと、(34)のように動作の受け手に対して何らかの結果 (例 :「壊された、なくなっ
た」など )が生じることを表す、いわゆる「補語寄り」の用法を有する。  
 
(34) 小妹  不小心        打    了    一个  杯子。<打了≒打破> 
妹    うっかりする  壊す  完了  一つ  コップ  










 [刘月华他訳 1988:300] 
 
「了 2」の表す変化は多種多様であり、主に以下の六つが挙げられる。  
 
 1) 事柄が「未発生」から「発生」になること :上课了 (授業が始まった ) 
  2) 動作が「未完了」から「完了」になること :作业写完了 (宿題はやり終えた ) 
  3) 動作が「進行」から「停止」になること :火车停了 (汽車が止まった ) 
  4) 事物の性質･状態に変化が生じたことを表す :张滨觉悟过来了  
(張濱は自覚するようになった ) 
  5) 願望に変化が生じたを表す :他又想去了 (彼はまた行きなくなった ) 
  6) 数量の変化を表す :他三天没回家了 (彼は三日間家に帰っていません )  
刘月华他 (1988:301-307) 
 
 さらに、文末の「了」が完了の意味を表していれば、それは普通「了 1+了 2」である  (刘
月华他 1988:312)。例えば、 (35)のようなものである。  
 
(35) 经过  几个月  的  努力，这    头      野    象  基本上  被    驯服    了。  
通す  数ヶ月  の  努力   この  助数詞  野生  象  ほぼ    受動  馴らす  完了  
(数ヶ月の努力の末、この野生の象はほぼ馴らされた) 
 [刘月华他訳 1988:312] 
 
中国語では、動詞述語にアスペクト助詞「了」がつくと、(36)-(37)のように自然な受動文
になるとされている (刘月华他 1991:312、木村 2000:23)。これはまさに、受動文文末の「了」
はただ「動作の完了」を表すだけではなく、「変化」をも表すためだと考えられる。  
 
(36) 董大贵  被    小燕  真挚  诚恳的  态度  感动      了。  





(37) 他  的  房子  被    地痞      烧    了。  































第2章 先行研究及び研究課題  
 
 







後に、2.2.4 でまとめを行う。  
 
2.2 先行研究  
 





文的特徴に関する代表的なものとして、森田 (1977)、前田 (1989)、丁 (2004,2005)、高見他




































(1) 小心       “被   会员”  和  “被    消费”。  
気をつける  受動  会員    と    受動  消費する  
(会員にさせられ、消費させられることに注意する )  







(2) 倪藻  走    进    一个  宽敞            的、同样  昏暗  的  客厅，他   被     让     
人名  歩く  入る  一つ  広々としている  の   同様  暗い  の  客間   彼   受動   使役   
坐    在  一个  不    新      的  暗    红色  沙发    上。  
座る  に  一つ  ない  新しい  の  暗い  赤色  ソファ  上  
(倪藻は広々とした、やはりほの暗い客間に人り、彼は古びたエンジ色のソファに案
内された ) 
a.使役能動文 :(史太太 )让他坐在一个不新的暗红色沙发上  
         (史太々が彼に古びたエンジ色のソファに座らせた ) 
[対訳一部修正  活动变人形 ] 
(3) 东大      同学  刚刚        游行  回来，      就      被    集合      去    听    
東北大学  学生  したばかり  デモ  帰ってくる  すぐに  受動  集合する  行く  聞く  
学校  当局  的  堂皇            的  训话……  
学校  当局  の  堂々としている  の  訓話  
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、も
ったいぶった訓話を聞かされた )  
a.使役能動文 :(老师 )叫东大同学集合去听学校当局的堂皇的训话  
      (先生が東北大の学生を学校当局の訓話を聞くよう集合させた ) 














2.2.2 新型受動構文に関する先行研究  
 
インターネット上において 2007 年に起きたある事件がきっかけとなり、この新しい
「被+X」構文 13が 2008 年から盛んに使われるようになったと言われている(王学群
2012)。これによって、新型受動構文に関する研究は研究者の関心を集めている。これま
でさまざまな角度から、研究がなされてきた。  
 まず、新型受動構文の構文的特徴に関する代表的な研究として、彭咏梅 ,甘于恩 (2010)、
郑庆君(2010)、沈家煊 (2010)、刘杰 ,邵敬敏 (2010)、张建理 ,朱俊伟 (2010)、林璋(2010)、王
寅 (2011)、池昌海 ,周晓君 (2012)、王学群(2012)、张媛(2012)、施春宏 (2013)、杨炎华(2013)




XV･A･N(P)という意味構造を持つという見解 15がある一方、NP1 受動者+被+(NP2 動作主+VP+)16XV･




                                                        
13 この新型構文の呼び名に関しては、いまだに統一していない。「被 V 双」 (彭咏梅 ,甘于
恩 2010、任荣华 2011)、「被+XX」 (郑庆君 2010、汪敏峰 2011、杨炎华 2013)、「被 XX」
(沈家煊 2010、刘杰 ,邵敬敏 2010、张建理 ,朱俊伟 2010、刘红妮 2010、刘宗开 2011、王春
杰 2012、吕佩 2013、马静 2013)、「被+X」(陈文博 2010、池昌海 ,周晓君 2012、杨巍
2012)、「被 X」(何洪峰 ,彭吉军 2010、徐来娟 ,杨炳钧 2012)、「新被字句」 (方林刚 2011、赵





識の一つである。これ以外の受動標識として、「叫 /让 /给 (与える )」などがある。「叫 /让 /
给」は、「される」という受動の意味及び「させる」という使役の意味の両方を表すこと
ができるが、どちらの意味を表すかは文脈によって決まる。  
15 王寅 (2011)、杨朝丹(2011)、张媛 (2012)などが挙げられる。  
16 ここでの ( )は、明示しないことを意味する。  
17 何洪峰 ,彭吉军 (2010)、陈文博(2010)、池昌海 ,周晓君(2012)、杨巍 (2012)、陈长书







(死んだというのは事実ではない )を表す認定類及び、 (5)のような非意図性 (手術を受けた
くない)を表す強迫類がある (王淑华 ,杨仁君 2011:47、池昌海 ,周晓君 2012:60、杨巍




(4) 最近，章子怡  也  遭遇    “被    死亡”。  
最近   人名    も  遭遇する  受動  死亡する  
(最近、章子怡も (生きているのに )死んだことにされた ) 
[法律常识 2010-08-27]<認定類  非事実性> 
(5) 看病         “被   手术”？患者  心  慌慌  
      診察を受ける  受動  手術     患者  心  慌てる  
      (病院で (そう望んでいないのに )手術を受けさせられた?患者は不安がっている ) 
[民生论坛 2013-04-24]<強迫類  非意図性> 
 

















(6) 千名  学生  遭遇    “被    信用卡”          到手      已      欠    50 元   年费  
千人  学生  遭遇する  受動  クレジットカード  入手する  すでに  負債  50 元年会費  




(7) 北京  房价      物价  高涨      不    止，    居民  消费  被    增长。  







 陈长书 (2012)は新型受動構文が「原因 -动作 -结果 (原因 -動作 -結果 )」といった使役事態を
表し、「X」がその中の「结果 (結果 )」を表すと述べている。また、施春宏 (2013)は新型受動
構文がある「操控事件 (支配する出来事 )」を被るといった「蒙受事件 (被る出来事 )」19、言
い換えれば、主語指示物が「X」に関連する出来事を受けることを表し、「X」がその中の
「施为事件 (実行する出来事 )」を表すと分析している。陈长书 (2012)のいう「结果 (結果 )」
と施春宏 (2013) のいう「施为事件 (実行する出来事 )」は異なるもののように見えるが、第
4 章で論じるように、両者はともに主語指示物の行う活動 (動的な動き及び静的な属性･状
態を含む )を表す。  
 また、张媛 (2012)は通常の受動構文の表す事態を典型的な他動事態とし、「X」が自動詞、
名詞、形容詞である新型受動構文の表す事態を図式で表しているが、他動詞による新型受
                                                        
19 施春宏 (2013:18)は、新型受動構文の表す事態を、 [E 蒙受 A+被+[E 操纵 B+V+[E 施为~X~ ]]]と
表示している。そのうち、E は事態、A は影響を受けるもの、B は事態を支配するもの、



















(1995,1996,1997)、柴谷 (1978,1997)、山内 (1997)、村上 (1997)、仁田他 (2000)、山下
(2001)、影山 (2006)、高見他 (2000a,2000b,2000c)、高見 (2011)、川村 (2012)などが挙げられ
る。また、事態把握の面からの研究としては、主に堀川他 (2003)、町田 (2004,2005,2007)、





ては、邵敬敏 (1983)、李临定(1986)、李珊 (1993)、闫娇莲(2008)、柴东英 (2012)などが挙げ
られる。さらに、第三者受動構文に関する研究は、そのほとんどは数例を挙げることにと










































































2.3 本論文の課題  
 
2.3.1 本論文の立場  
 

















































































者によって異なる。構文特徴によるもの (寺村 1982)もあれば、意味特徴によるもの (三上
























まとも  斜格昇格型  





































どうかによって下位分類を行っている。表 2-1 からわかるように、寺村 (1982)以来の分類
は、すべて受動構文は能動構文と対立したものであるという前提に立っている。  
 一方、中国語の通常の受動構文も日本語のように「直接被动 (直接受動 )」と「间接被动
(間接受動 )」に分けることが可能ではあるが (李人鉴 1980、黄伯荣 ,廖序东 2002、廖真辉
2002)20、この分類は広く認められてはいないようである。受動標識の「被 /叫 /让 /给」があ
                                                        













に分けられるのが一般的である (刘月华他 1991:641、李珊 1993:1-2、林晓玫 2007:14)。通
常の受動構文においては、受動標識のうち、「被」がもっとも典型的であり、唯一の受動


































文」という )に対応する。  
 











































(8) 花子が太郎に殴られた。  
a.対応する能動文 :太郎は花子を殴った  
[仁田 1997:231] 
(9) 源氏物語は紫式部によって書かれた。  
a.対応する能動文 :紫式部は源氏物語を書いた  
[日本語記述文法研究会 2009:218] 
(10) 山本は仏像の魅力に強く惹きつけられた。  






















(11) この国は海に囲まれている。  
a.対応する能動文 :?海はこの国を囲んでいる  
[志波 2015:35] 
(12) 優勝者には主催者からメダルが贈られた。  













(13) テレビを見ていたのにお使いに行かされた。  
a.元の能動文 :(私は )お使いに行った  
b.使役能動文 :(母は私を )お使いに行かせた  
[庵他 2001:133] 
(14) 子どもにクリスマスプレゼントを買わされた。  
a.元の能動文 :(私は )クリスマスプレゼントを買った  
b.使役能動文 :子どもは (私に )クリスマスプレゼントを買わせた  
[庵他 2000:301] 
(15) 私は父に上着を脱がせられた。  
a.元の能動文 :私は上着を脱いだ  
b.使役能動文 :父は私に上着を脱がせた  
[丁 2005:228] 
(16) 我々は人員の不足に悩まされている。  
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a.元の能動文 :我々は人員の不足に悩んでいる  
b.使役能動文 :人員の不足は我々を悩ませている  
[志波 2015:29] 
(17) ドキュメンタリー番組を見て、自らの生活を反省させられた。  
a.元の能動文 :(私は )ドキュメンタリー番組を見て、自らの生活を反省した  
b.使役能動文 :ドキュメンタリー番組を見て、自らの生活を反省させた  
[日本語記述文法研究会 2009:251] 
(18) 二人の話によると、遭難の報が営林署の巡回員{ ○に依って /×に /○の行動によっ
て  }走らされたのは､六日夜、つまり一昨夜の九時ごろであった｡ 
a.元の能動文 :遭難の報は営林署の巡回員に依って走った   
b.使役能動文 :営林署の巡回員は遭難の報を走らせた  
[対訳  あした来る人 ] 
(19) 植物は環境によってその形を変化させられてしまうというのも多くあります。  
a.元の能動文 :植物の形は環境によって変化する  







情物の両方を含む )の意図性と関わらず、使役者 (無情物を含む )が原因となって生じたも
のである。こういった主語指示物の意図性は使役受動構文にとって、重要な要因となる。  
使役受動文は元の動詞による能動文の表す事態を含み、対応する使役能動文が存在す






















(20) 次郎は頭を太郎に殴られた。  
a.元の能動文 :太郎が次郎の頭を殴った                                        
[仁田 1997:231] 
(21) 居眠りをしていた田中さんが、佐藤さんに肩に触れられて、目を覚ました。  
a.元の能動文 :佐藤さんが田中さんの肩に触れた               
 [日本語記述文法研究会 2009:243] 
(22) 毎月の給料から税金を天引きされているサラリーマンからすれば、どうしてそんな
ことができるのか、腹立たしさを通り越して、ただあきれるばかりだ。  
a.元の能動文 :サラリーマンの毎月の給料から税金を天引きしている         
[山内 1997:122] 
(23) 私は、花子にあめを口の中へ押し込まれた。  




a.元の能動文 :五人の子供が君の側で泣き立てる                               
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 [山内 1997:122] 
(25) 私は田中に前妻と結婚された。  
a.元の能動文 :田中が私の前妻と結婚した                                      
[山内 1997:122] 
(26) 太郎は母に死なれた。  
a.元の能動文 :太郎の母が死んだ                                             
 [山内 1997:122] 
(27) 彼は (中略 )だから、昨日戻ったところを殺された、ということになりますかね。  
a.元の能動文 :彼が戻ったところを殺した                                      
[仁田 1992:327] 
(28) 私は非常に素直に言った。泣いているのを見られても平気だった。  
a.元の能動文 :私が泣いているのを見る                    
[山内 1997:123] 
(29) 正岡子規は、俳句と短歌の改革者として、名前を知られている。  
a.元の能動文 :私たちは、俳句と短歌の改革者として、正岡子規の名前を知っている  
[日本語記述文法研究会 2009:246] 
(30) パパロッテイは世界中のファンから高く美しい声を愛された。  
a.元の能動文 :世界中のファンがパパロッテイの高く美しい声を愛した  
[日本語記述文法研究会 2009:245] 
(31) そのチームは相手チーム{ に /によって  }守備の隙をつかれた。  
a.元の能動文 :相手チームがそのチームの守備の隙をついた   
[日本語記述文法研究会 2009:242] 
(32) 鈴木は、受験前の不安で、胸を締め付けられるように感じた。  
a.元の能動文 :受験前の不安が鈴木の胸を締め付けた      
[日本語記述文法研究会 2009:246] 
(33) 名前を盗まれた橋をみたことがある。  
a.元の能動文 :誰かが橋の名前を盗んだ                
[対訳  日本戦後名詩百家集 ] 
(34) 敷地は広く､まわりを高いコンクリートの塀に囲まれていた｡ 
a.元の能動文 :高いコンクリートの塀が敷地のまわりを囲んでいた    
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 [対訳  ノルウェイの森 ] 
(35) その物質はほとんどの部分を水素と酸素で構成されている。  
a.元の能動文 :水素と酸素がその物質のほとんどの部分を構成している          
 [陳潔羽 2013:68] 
 
 (22)を除いて、以上挙げた例文はすべて「不可譲渡」の持ち主受動文である。所有関係
の譲渡可能性及びその下位分類については、第 6 章では詳しく述べる。 (20)-(35)に示すよ
うに、持ち主受動文は対応する能動文が存在しないが、元の能動文からわかるように、主
語名詞と述語動詞に関わる名詞 (句 )とが広義的な所有関係にあれば、自動詞 ((21)、(24)-





 続いて、本論文では、第三者受動構文としての例文を見てみよう。  
  
(36) そうかしら。信じないわ。あなたはわりあい女から騒がれる方だと思うわ。  
a.元の能動文 :女は騒ぐ                     
[対訳  青春の蹉跌 ] 
(37) 私は彼に先に論文を発表された。  
a.元の能動文 :彼は先に論文を発表した                    
[仁田 1997:231] 
(38) 僕は雨に降られた。  
a.元の能動文 :雨が降った                          
[仁田 1997:231] 
(39) 風に吹かれて、ひらひらしている貼紙もある。  
a.元の能動文 :貼紙がひらひらしている                     


















































ら影響を受け、述語になる動詞 (句 )、形容詞 (句 )及び名詞 (句 )の前に非事実性または非意
図性の意味 (中国社会科学院语言研究所词典编辑室 2012:52)を表す「被」が用いられ、
2008 年から使用されるようになった構文のことである。非事実性とは、「NP1 主語+X 述語」
の表すことが事実ではないということである。また、非意図性とは、「NP1 主語+X 述語」の




(40) 去  领    结婚证   才   知道  被 结婚。  
行く  受け取る  結婚証明書  やっと  わかる  受動  結婚する  
(結婚届を出しに行った時に、やっと結婚していることにされていることがわかっ
た ) 
a.元の能動文 :(民政局 )认定 (实际上没有结婚的我 )结婚了  
[凤凰网 2013-04-18]<自動詞  非事実性> 
(41) “被        相亲”  “被    结婚”  “被    离婚”   80 后      的   婚姻  谁   做主  
受動  見合いをする  受動  結婚する  受動  離婚する 1980 年後  の  婚姻  誰  決める  
(お見合いをさせられ、結婚させられ、離婚させられ  1980 年以後生まれた人たちの
婚姻は誰が決めるの？ ) 
a.元の能動文 : 80 后相亲、结婚、离婚  
b.使役能動文 :(父母 )强迫 /叫 (不想相亲、结婚、离婚的 )80 后相亲、结婚、离婚  
[新华网 2012-08-23]<自動詞  非意図性> 
(42) 北京  房价      物价  高涨      不    止，    居民  消费  被    增长。  
地名  住宅価格  物価  騰貴する  ない  止まる  住民  消費  受動  上がる  
(北京の住宅価格と物価が騰貴して止まらないため、住民の消費額は増加させられ
た ) 
a.元の能動文 :居民消费增长了  
b.使役能動文 :北京房价物价高涨不止，这使得居民消费增长了  
[地产中国网 2010-11-24]<自動詞  非意図性> 
(43) 他们  完全    是     “被” 媒体     悔婚。  
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彼ら  完全に  のだ    受動  メディア  婚約を解消する  
(彼らは (婚約を解消していないのに )メディアに婚約を解消したとされているのだ ) 
a.元の能動文 :媒体认定 (实际上没有悔婚的 )他们悔婚了  
[华体网 2009-12-16]<他動詞句  非事実性> 
(44) 哈尔滨  女子  建设银行  卡      1 万元   莫名    “被   消费”  
地名    女性  銀行名    カード  １万元  不思議に  受動  消費する  
(ハルビン女性の建設銀行カードにある 1 万元は (本当は使われていないのに銀行員
によって )使われたことにされた ) 
a.元の能動文 :(银行工作人员 )说 (没有被消费的 )1 万元被 (哈尔滨女子 )消费了  
[东北新闻网 2013-12-05]<他動詞  非事実性> 
(45) 手术  台  上  动手脚        患者  无奈      被    消费  
手術  台  上  小細工をする  患者  仕方ない  受動  消費する  
(手術時に (医者が )余計なことをするため、患者は (そう望んでいないのに )しかたな
く出費を強いられる ) 
a.元の能動文 :患者消费了  
b.使役能動文 :(医生 )强迫 /叫 (不想消费的 )患者消费了  
[广东电视台 2013-09-06]<他動詞  非意図性> 
(46) 中国人  又    一次  “被   幸福”  了    吗？  
中国人  また  一度   受動  幸福    完了  のか  
(中国人はまた (外国のメディアによって、幸福ではないのに )幸福であることにされ
たのたろうか ) 
a.元の能動文 :(外国媒体 )说(实际上不幸福的 )中国人很幸福  
[腾讯网 2014-11-27]<形容詞  非事実性> 
(47) 女生      送    关怀，独苗      男孩   “被   幸福”。  
女子学生  送る  配慮   一人っ子  男の子  受動  幸福  
(女子学生 (全員 )が至れり尽くせりの配慮をしたためクラスで唯一の男子は幸せに思
った ) 
a.元の能動文 :独苗男孩感觉很幸福  
b.使役能動文 :女生送关怀，这使得独苗男孩感觉很幸福  
[江苏新闻网 2013-03-08]<形容詞  非意図性> 
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(48) 被    小三  和  被    人  当作    假想敌  的  女生  就      在    我们    身边。  
受動  愛人  と  受動  人  と思う  仮想敵  の  女性  絶対に  いる  私たち  身の回り  
((愛人ではないのに )愛人であることにされてしまう、あるいは仮想敵にされてしま
う女性たちが私たちの身の回りにいる ) 
a.元の能動文 :(别人 )说(实际上不是小三的 )女生是小三  
[北方网文化娱乐 2012-09-29]<名詞  非事実性> 
(49) 如果      申花     主场     未能       击败       陕西，      鲁能      就     
ならば   チーム名  ホーム  できない  打ち負かす   チーム名   チーム名   すぐ  
将        被    冠军。  
であろう  受動  優勝チーム  
(もし申花チームがホームで陝西チームを負かせなかったら、魯能チームはチャンピ
オンにならされるであろう ) 
a.元の能動文 :鲁能将成为冠军  
b.使役能動文 :如果申花主场未能击败陕西，这将使得鲁能成为冠军  
[搜狐体育 2010-10-23]<名詞  非意図性> 
 
(43)からわかるように、新型受動構文には、「媒体 (メディア )」のような使役者･動作主
















(42)、 (45)、 (47)、 (49)のように節で表されることもある。また、新形受動文は動作主の動
作を表す他動詞が言語化されないため、対応する能動文が存在せず、自動詞 ((40)-(42))で


















(50) 他  的  花招    被    我  识破    了。  
彼  の  ペテン  受動  私  見破る  完了  
(私は彼のペテンを見破った ) 
a.対応する能動文 :我识破了他的花招  
[張麟声訳 2001:125] 
(51) 九岁  的  妹妹  被    卖    给  了    别人。  
九歳  の  妹    受動  売る  に  完了  他人  
(九歳の妹が人に売られてしまった ) 




(52) 他  的  钱包  被    小偷  偷    去    了。  
彼  の  財布  受動  すり  する  行く  完了  
(彼の財布はスリに取られてしまった ) 
a.対応する能動文 :小偷{ ?偷去了他的钱包 /○把他的钱包偷去了  } 
[刘月华他訳 1991:646] 
(53) 我  的  衣服  被     钉子   挂          了    一个  大      口子。  
私  の  服    受動   釘     引っ掛かる  完了  一つ  大きい  穴  
(私の服は釘に引っかかって大きな穴が開いてしまった ) 
a.対応する能動文 :钉子 { ×挂了我的衣服一个大口子 /○把我的衣服挂了一个大口
子  } 
[刘月华他訳 1991:646] 
(54) 画家  住    在  一个  小      角落  里，门口     鸡  鸭    转    来     转    去，……  
画家  住む  に  一つ  小さい  隅    中   入り口   鶏  家鴨  回る  来る   回る  行く   
门    前  又    被    许多      晒    着    的  衣  裤      布单    遮    住。  
ドア  前  また  受動  たくさん  干す  持続  の  服  ズボン  シーツ  遮る  補語  
(画家は路地の奥に住んでいた。門口にはニワトリやアヒルが歩きまわり、…シャツ
だのパンツだのシーツだの、洗濯物が戸口をふさいでいる ) 
a.対応する能動文 :许多晒着的衣裤布单{ ×遮住了门前 /○把门前遮住了  } 
[対訳一部修正  棋王 ] 
(55) 他  被    这    种  病    整整  折磨  了    两年。  
彼  受動  この  種  病気  丸々  苛む  完了  2 年  
(彼はこの病気にまるまる 2 年さいなまれました ) 
a.対応する能動文 :这种病整整折磨了他两年  
[李臨定 ,宮田訳 1993:277] 
(56) 被    误会      是      一件   很      痛苦    的  事情  
受動  誤解する  である   一つ  とても  苦しい  の  事  
(誤解されることはとても苦しいものである ) 
a.対応する能動文 :(别人 )误会自己  
















(57) 东大      同学  刚刚        游行  回来，      就      被    集合      去    听    
東北大学  学生  したばかり  デモ  帰ってくる  すぐに  受動  集合する  行く  聞く  
学校  当局  的  堂皇            的  训话……  
学校  当局  の  堂々としている  の  訓話  
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、も
ったいぶった訓話を聞かされた )   
a.元の能動文 :东大同学集合去听学校当局的堂皇的训话  
b.対応する使役能動文 :(学校当局 /老师 )叫东大同学集合去听学校当局的堂皇的训话  
[対訳  青春之歌 ] 
(58) 方丹  被    自己  美好    的  想象  激动      着，  亮闪闪        的  眼睛  里  现  
人名  受動  自分  美しい  の  想像  感激する  持続  きらきら光る  の  目    に  浮べる  
出      了    泪  光。  
て来る  完了  涙  光  
(方丹は自分の夢に心を動かされて涙を浮かべた )   
a.元の能動文 :方丹激动着  
                                                        
21 従属節は、大きく補足節、連体節、副詞節の三つに分かれる。複文の分類について、
詳しくは益岡他 (1992:181-214)を参照。  
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b.使役能動文 :自己美好的想象使方丹激动着  
[対訳  轮椅上的梦 ] 
(59) 好久      没    被    冻      醒      了  
長いこと  ない  受動  凍える  醒める  語気助詞  
(長いこと寒さで目を覚ましたことはなかった ) 
a.元の能動文 :(我 )冻醒了  
b.使役能動文 :(天气冷)使我冻醒了  
[百度贴吧 2012-08-23] 
(60) 敌人  已经    被  { 民兵 /民兵  的  进攻  }消灭      了。  
敵   すでに  受動  民兵  民兵  の  進攻   殲滅する  完了  
(敵はすでに{ 民兵に /民兵の進攻によって  }殲滅させられた ) 
a.元の能動文 :敌人消灭了  
b.使役能動文 :民兵 (的进攻 )使敌人消灭了  
[刘月华他訳 1991:648] 
(61) 设想      一下，  如果  当时  父亲  被  { Ф/上级 /上级  下    令  }  留      在  了     
想定する  てみる  もし  当時  父    受動    上司  上司   出す  命令  留まる   に  完了   
中央  苏区，          那        他  的  革命  生涯，将        会            走           
中央  ソビエト根拠地  それでは  彼  の  革命  生涯   まもなく  するであろう  歩く   
出    另外  一条    道路  来。  
出る  別の  ひと筋  道    て来る  
(考えてみると、あのとき、父が{ 上司のために /上司に命じされたため  }中央ソビエ
ト根拠地に留まっていたならば、革命家としての生涯は別の道をたどったことだろ
う )   
a.元の能動文 :父亲留在了中央苏区  
b.使役能動文 :(上级 /上级下令)使父亲留在了中央苏区  
[対訳  我的父亲邓小平 ] 
(62) “不。”  她    简单  地  吐    出      一个字，又    用      细长    的  手臂  
いいえ   彼女  簡単  に  出す  て来る  一言     また  用いる  細長い  の  腕   
掠          开    了    前额  上  一绺  被    汗水  湿    了    的  头发。  





a.元の能動文 :头发湿了  
b.使役能動文 :汗水使头发湿了  
[対訳  轮椅上的梦 ] 
(63) 这    是      无疑            的，  敌人  的  第一、  二、    三、    四次   
これ  である  疑いを入れない  のだ  敵    の  一回目  二回目  三回目  四回目  
“围剿”  不是      实实在在  地  被  { 我们 /我们  的  进攻  }粉碎      了    吗? 
包囲討伐  ではない  本当      に  受動  我々  我々  の  進攻   粉砕する  完了  か  
(これは疑いのないところである。敵の一回目、二回目、三回目、四回目の「包囲討
伐」はまぎれもなせよく{ 我々に /我々の進攻によって  }粉砕されだてはないか ) 
a.元の能動文 :敌人的第一、二、三、四次“围剿”粉碎了  
b.使役能動文 :(我们 /我们的进攻 )使敌人的第一、二、三、四次“围剿”粉碎了  
[対訳  毛泽东选集一 ] 
(64) 倪藻  走    进    一个  宽敞            的、同样  昏暗  的  客厅，他   被     让     
人名  歩く  入る  一つ  広々としている  の   同様  暗い  の  客間   彼   受動   使役   
坐    在  一个  不    新      的  暗    红色  沙发    上。  
座る  に  一つ  ない  新しい  の  暗い  赤色  ソファ  上  
(倪藻は広々とした、やはりほの暗い客間に人り、彼は古びたエンジ色のソファに案
内された ) 
a.元の能動文 :倪藻坐在一个不新的暗红色沙发上  
b.使役能動文 :(史太太)让倪藻坐在一个不新的暗红色沙发上  
[対訳一部修正  活动变人形 ] 
(65) 他们  请求  进去        参观，    立刻    被    让    进    客厅。  
彼ら  願う  入っていく  見学する  すぐに  受動  使役  入る  客間  
(中に入って見学させていただくようお願いした後、すぐに客間に入らせていただ
いた ) 
a.元の能動文 :他们进了客厅  
b.使役能動文 :(管理者)让他们进了客厅  
















ただし、 (60)-(61)、 (63)のように、使役者である有情物「民兵 (民兵)/上级 (上司 )/我们
(我々)」が「民兵的进攻 (民兵の進攻 )/上级下令 (上司が命じた )/我们的进攻(我々の進攻)」
に置き換えられても基本的に意味が変わらないことから、形式上使役者が有情物であって
も、実はその有情物による何らかの行動などを表し、 (58)-(59)のような無情物使役者に等
しいということがわかる 22。また、述語動詞に関しては、自動詞 ((57)、 (64)、 (65))であれ







                                                        
22 三宅 (2004:21)によると、中国語において、 (60)b、 (63)b のように、「使」による使役能
動文における主語名詞句 (例 :民兵、我々 )は、実はメトニミー的にそれに関連するある事態











(66) 我  被    他  抱      着    两只腿，动弹  不得。    我  呆呆地      看    着    他。  
私  受動  彼  抱える  持続  両足     動く  できない  私  ぼんやりと  見る  持続  彼  
(両足にしがみつかれて動けないまま、私はぼんやりと彼を見ていた ) 
a.元の能動文 :他抱着我的两只脚  
[対訳  天云山传奇 ] 
(67) 你      被    小偷  偷    过    手机  吗？  
あなた  受動  泥棒  盗む  経験  携帯  か  
(あなたは、泥棒に携帯を盗まれたことがある?) 
a.元の能動文 :小偷偷过你的手机吗？  
[于康訳 2012:1] 
(68) 女子  被    儿子  吵  醒      将    其  残忍  杀  死  
女性  受動  息子  騒ぐ  醒める  処置  彼  残酷  殺す  死ぬ  
(女性は息子に騒がれて目が覚めたので、彼を残酷に殺した ) 
a.元の能動文 :女子的儿子吵  
[华东在线 2015-04-16] 
(69) 刘世奇……被    徐良  抄              了    他  的  店房。  
人名     受動  人名  家宅捜査をする  完了  彼  の  宿泊先の部屋  
(劉世奇は徐良に彼の宿泊先の部屋を捜査され、差し押さえられた ) 
a.元の能動文 :徐良抄了刘世奇的店房  
[于康訳 2012:7] 
(70) 彰    被    他  的  儿子  把    自己  的  家产  花    干净      了。  
人名  受動  彼  の  息子  処置  自分  の  家産  使う  すっかり  完了  
(彰さんは子供に自分の家の財産をすっかり使い果たされた ) 




(71) 她    被    树枝  挂      破    了    衣服。  
彼女  受動  枝    掛ける  破る  完了  服  
(彼女は、枝によって服を破られた ) 
a.元の能動文 :树枝刮破了她的衣服  
 [于康訳 2012:5] 
(72) 苹果    被    削    了    皮。  
りんご  受動  剥く  完了  皮  
(リンゴは、皮を剥かれた )  
a.元の能動文 :(有人 )削了苹果的皮                                       
[于康訳 2012:2] 
(73) 帆布    篷  裂      了    几条      大      口，    舵楼    坏      了    半边，左舷  
ズック  苫  裂ける  完了  いくつか  大きい  裂け目  操舵室  壊れる  完了  半分   左舷  
被    桥洞          的  石  壁  擦      去      了    一片    皮……  
受動  橋脚間の空洞  の  石  壁  擦れる  ていく  完了  一切れ  皮  
(カンバスは数カ所で大きく裂け、操舵室は半分がこわれ、左舷の鉄板が一枚、橋
の石の壁でこすれてはがれていた ) 
a.元の能動文 :桥洞的石壁{ ?擦去了左舷的一片皮 /○把左舷的一片皮擦去了  } 
[対訳  霜叶红似二月花 ] 
(74) 阿巧  不敢            做      声，心里    却        万分    怔忡……还是      
人名  する勇気がない  立てる  声   心の中  ところが  極めて  動悸       それとも   
刚才  被    她    看见    了    她    对  阿寿  做    了    两次  的  手势。  
先    受動  彼女  見える  完了  彼女  に  人名  する  完了  二回  の  手真似  
(阿巧は震え上って、声も出せなかった……それとも、さっき阿寿に手真似をした
のが見つかったのか、どちらとも見当がつかなかった ) 
a.元の能動文 :她刚才看见了阿巧对阿寿做了两次的手势  
[対訳  霜叶红似二月花 ]               
 










動詞 ((68))でも他動詞 ((66)-(67)、 (69)-(74))でも述語になるのである。ただし、 (74)のよう
に、本論文では、主体 -活動関係を持つため、日本語と同様に、持ち主受動構文の周辺に
位置付けておく。  
 続いて、本論文では、中国語の第三者受動構文としての例文を見てみよう。  
  
(75) 侯    老太    气愤  地  说，  等    警察  来    这段  时间  里，  一     不    留   
苗字  老婦人  怒る  に  言う  待つ  警察  来る  この  間    に   すると  ない  つける  
神  被    小偷  跑      了。  
気  受動  すり  逃げる  完了  
(侯ばあさんは、警察を待っている間ちょっと油断した隙にすりに逃げられちゃった
と怒って言った ) 
a.元の能動文 :小偷跑了  
[南方都市报 2014-06-12] 
(76) 我  想      逃，    没   逃        脱，   被   他们  抓        回去，又   打。  
私  したい  逃げる  ない  逃げる  離れる  受動  彼ら  捕まえる  ていく  また  殴る   
后来    到    了    河南  才      被    我  逃      出来      了。  
その後  着く  完了  地名  やっと  受動  私  逃げる  出てくる  完了  
(私は逃げたかったが、逃げきれず、また彼らに捕まえられて殴られた。やがて、河
南に着いてからやっと私が逃げることができた ) 
a.元の能動文 :我逃出来了  
[魔方格 2015-06-09] 
(77) 我  坐庄，    又    被    他  自摸    了。  
私  親になる  また  受動  彼  つもる  完了  
((マージャンで )親になり、また彼につもられた ) 
a.元の能動文 :他自摸了  
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[C.-T. James Huang 他 2009:140] 
(78) 我  反正          是    不    赛        了，  被    人    作    了   交易，倒  
私  いずれにせよ  のだ  ない  試合する  完了  受動  他人  する  完了  取引  逆に  
象        是      我  沾        了    便宜。  
のようだ  である  私  こうむる  完了  うまい汁  
(いずれにせよぼくは出ないよ。人の取り引きに便乗するみたいだものな ) 
a.元の能動文 :(别 )人作了交易  
[対訳  棋王] 
(79) 这个  单位  有    了     这样       一位  先    是      工作人员  后  是  退休人员   
この  機関  いる  完了  このような  一人  初め  である  職員  次  である  退職者  
最后  临死  前  几个月  被  “落实      政策”从“历史  反革命”又    变成    了  
最後  臨終  前  数ヶ月  受動  実行する  政策  から  歴史  反革命   また  となる  完了  
“离休    老    同志”的  人士，确实    是    这个  单位“倒      了    血   楣”。  




a.元の能動文 :(政府 )落实政策  
[対訳  活动变人形 ] 
(80) 话音    未     落，    车轮  猛      地  撞        在   一个  土坎  上，我   被   
話し声  ない   落ちる  車輪  激しい  に  ぶつかる  に   一つ  土手  上   私   受動   
剧烈    地  颠      了    一下，    忽地  摔          了    出去，  跌    在  地上。  
激しい  に  揺れる  完了  ちょっと  突然  投げつける  完了  ていく  転ぶ  に  地面  
(そう叫んだとたん､車椅子は地面のでっぱりに乗り上げて私は宙に放り出された ) 
a.元の能動文 :(车 )颠了一下  
[対訳  轮椅上的梦 ] 
(81) 秦  始皇     惹      了     孟姜女，刚          修        的  长城        被  
秦  始皇帝   逆らう  完了   人名     したばかり  修築する  の  万里の長城  受動   
哭    倒      了。  





a.元の能動文 :(孟姜女 )哭了  
[月亮岛教育 2015-04-17] 
(82) 今天  我  掏        钱  买    水   喝。  刚       掏        出来    五块  钱  被    风  
今日  私  取り出す  金  買う  水  飲む  たところ  取り出す  てくる  五元  金  受動  風  
给    刮    跑          了    找    不到      了。  
助詞  吹く  いなくなる  完了  探す  できない  完了  
(今日は水を買う時に 5 元を取り出したところ、風に吹かれてしまって、探し当てら
れなかった ) 
a.元の能動文 :风刮了 (起来 ) 
[百度知道 2014-08-29]  
(83) 但是  夏天  风  太      大，    广告  旗  很      容易      被    风  吹    得     
でも  夏    風  すぎる  大きい  広告  旗  とても  やさしい  受動  風  吹く  助詞  
卷        起来。  
反り返る  立ち上がる  
(夏は風が強いから、のぼり旗は巻き上がってしまうことが多い ) 








は (82)-(83)のようにその行為主体が無情物、特に自然現象を表すものに限られる。  
第三者受動文は、対応する能動文が存在せず、 (75)-(83)の元の能動文からわかるよう
に、主語名詞と述語動詞に関わる名詞 (句)との間に広義的な所有関係が存在しない。自動
詞の述語 ((75)-(77)、 (80)-(83))は多いが、他動詞 ((78)-(79))でも述語になるのである。ま


























第3章 本論文の理論的枠組み  
 
 
















場合である。Goldberg によると、「構文」とは以下のように定義されている。  
 
C が形式と意味のペア<Fi, S i>である時に、Fi のある側面あるいは S i のある側面が、C
の構成部分から、または既存の確立した構文から厳密には予測できない場合、かつその
場合に限り、C は一つの「構文」である。  






























C2 inherits from C1 (C2 が C1 を継承する ) 
C1 dominates C2 (C1 が C2 を支配する ) 
C1 motivates C2 (C1 が C2 を動機づける ) 










として従えることがある。例えば、英語表現 Something happened./Someone did something. 
などは一つの具象化された表現例であるとともに、スキーマ度の高い表現であるとも言え
る。多くの場合、Something や Someone に当たる変項に the truck や John などの具体的指
示対象を入れたり、happened や did something を moved, kissed Mary などに置き換えたり
することで、より情報性の高い表現 (The truck moved(トラックが動いた )/John kissed 








言語モデルのことをいう (坪井 2002:250)。Langacker(2000)によれば、使用基盤モデル (図 3-
                                                        
23 使用基盤モデル (usage-based model)は、また「動的使用基盤モデル (dynamic usage-based 















図 3-3 使用基盤モデル(Langacker 2000:11 より 一部修正 ) 
  
 すなわち、図 3-3 の左側 1)では、言語体系 L に慣例的言語単位 [A]がすでに存在してお
り、それから逸脱した拡張 (B)が、言語使用状況 U に生じている。(B)は [A]を直接的に具体
化した事例ではないため、[A]のカテゴリーに属さない非適格な表現と判断されるであろう。
しかし、拡張事例である (B)が繰り返し使用されることにより言語体系 L に次第に取り込











A, B 言語単位  [A] 慣例的な言語単位 A  (B) 非慣例的な言語単位 B 



































①  LOVE IS JOURNEY (恋愛は旅である ) 
a. Look how far we’ve come. (ごらんぼくらの愛が乗り越えてきた幾山河を ) 
b. We’re at a crossroads. (二人は岐路に立っている ) 
c. We’re stuck. (ぼくらは行き詰まってしまった) 
d. It’s been a long, bumpy road . (長いでこぼこ道だった ) 
e. Our marriage is on the rock. (ぼくらの結婚は暗礁に乗りあげている ) 
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f. We’ve gotten off the track. (ぼくらは脱線してしまった) 
























②  全体 -部分：   電話  (>電話器) を取った  
容器 -中身：   やかん  (>水 ) が沸騰する  
製作者 -産物：漱石  (>作品 ) を読んだ  
原因 -結果： 八時間寝た  (>眠った ) 
   野村 (2002:35) 
goal path source 
起点領域 (旅 :空間的移動 ) 
対応づけ (写像 ) 
goal path source 















3-5 のように示すことができる。  
 
 


















電話  椅子  


























伝達の連鎖を取り出したものが、行為連鎖 (図 3-7)と呼ばれている。  
 
 







図 3-7 行為連鎖(同上 ) 
 
この認知モデルに即して考えると、John broke the window という、二つの参与者からな




図 3-8 プロトタイプ的他動事態 (谷口 2005:34 より 一部修正 ) 
  
 ビリヤードボール･モデルは事態の参与者間によるエネルギーの伝播という視点から文































































③  rodent → rat → large brown rat → large brown rat with halitosis  
Langacker(2008)[山梨他 (訳)2011:73] 
 














④の a と b は同じく、「親」と「子」という二つの参与者からなる事態を表すが、概念
化者である話者は両者のいずれかを前景にするのか、という点においては異なる。すなわ
ち、④a では「親」が前景化されるのに対し、④b では「子」が前景化される。  
2-2)記号合成  










図 3-10 合成記号 lipstick maker の合成経路 (Langacker (2008)[山梨他(訳 )2011:78]より) 
 
認知文法は、ある言語表現の意味は、合成される意味構造だけではなく、合成経路と前
景化･背景化の関係にある二つの要素も含んでいると主張している。 lipstick と maker は
lipstick maker の直接構成要素であり、合成経路においても lipstick maker は、構成要素は
lipstick と maker に分析することができる。以上のことからも、合成構造と構成要素の近
接性の観点から LIPSTICK と MAKER は、非常に際立っている構成要素であると言える。
また合成構造 MAKER のレベルにおいて、構成要素である MAKE と -ER は背景化されて












































                                                        
24 ここでいう「モノ」は物理的な物体のみに限られず、また、「関係」は必ずしも複数の




















例えば、前置詞の above と below は、同じ概念内容を持ち、垂直軸に並ぶ二つの対象間
の相対的な位置関係を表し、同じ関係をプロファイルしている。しかし、関係を有する参
与者に与えられる際立ちの程度には違いがある。より高い位置の参与者 X の位置を特定










































































    C =概念化者  
    R =参照点  
    T =ターゲット  
  D =ドミニオン  

























る /自殺させられる )」、「被就业(就職したことにされる /就職させられる )」など主に自動詞 25
から構成された「被+X」構文、いわゆる新型受動構文の新用法がよくインターネットや新
聞に現れるようになった (王学群 2012)。  
 
(1) 我   是    在 不明真相       的 情况 下   “被    就业”     的！  
      私 である で 真相を知らない の 状況 下  受動   就職する の  
      (本当のことを何も知らされないまま (就職していないが )就職していることにされ  
      たのだ ) 
[南方都市报 2009-07-20] 
(2) 在    监视  下   上吊     自杀       和珅     原     是     “被    自杀”  
      ある  監視  下  首をつる  自殺する 人名 なんだ  である 受動 自殺する  









                                                        
25 先行研究では、「被就业 (就職していないのに就職したことにされる )」、「被捐款 (寄付し







把握を明らかにする。最後に 4.5 では結論を述べる。  
 
4.2 先行研究  
  
インターネット上において 2007 年に起きたある事件 26がきっかけとなり、新型受動構文









見られ、また、品詞から見ると、動詞 (自動詞と他動詞 27)のみならず、形容詞及び名詞 (代名
詞、数量詞、字母詞などを含む )も可能である (彭咏梅 ,甘于恩 2010、林璋 2010、王寅 2011、
池昌海 ,周晓君 2012、杨巍 2012、施春宏 2013)ということである。もう一つは、当該構文の
ほとんどは、「X」に「着 /了 /过」という助詞や結果補語 (例 :「得」補語 )など何も付いていな
い形で現れる (何洪峰 ,彭吉军 2010、王淑华 ,杨仁君 2011)ということである。  
また、新型受動構文の意味構造に関しては、一致する意見がいまだに見当たらない。NP
受動者+被+XV･A･N(P)という意味構造を持つという見解 (王寅 2011、杨朝丹 2011、张媛 2012)が
ある一方、NP1 受動者+被+(NP2 動作主+VP+)XV･A･N(P)という意味構造を持つという指摘 (何洪峰 ,
彭吉军 2010、陈文博 2010、池昌海 ,周晓君 2012、杨巍 2012、陈长书 2012、施春宏 2013、
杨炎华 2013 など )もある。すなわち、前者は新型受動構文の「XVi･A･N(P)」がすべて他動詞































 陈长书 (2012)は新型受動構文が「原因 -动作 -结果 (原因 -動作 -結果 )」といった使役事態を
表し、「X」がその中の「结果 (結果 )」を表すと述べている。また、施春宏 (2013)は新型受動
構文がある「操控事件 (支配する出来事 )」を被るといった「蒙受事件 (被る出来事 )」、言い
換えれば、主語指示物が「X」に関連する出来事を受けることを表し、「X」がその中の「施
为事件(実行する出来事 )」を表すと分析している。陈长书 (2012)のいう「结果 (結果 )」と施

























実線のサークル=参与者   点線のサークル=見えないエネルギー  二重線の矢印=事態の状態変化  
太線のサークル=tr       サークルの中の曲線=変化      サークルの中の直線=非変化または状態 
太線の部分=profile        実線の矢印=エネルギーの伝達方向   点線の矢印=メタファーチェーン 






3)名詞による新型受動構文 (例 :被墙了 ) 
能量发出者  能量接受者  
4)形容詞による新型受動構文 (例 :被幸福 ) 
能量接受者/感事 能量  能量发出者  
能量发出者  能量  能量接受者  
1)通常の直接受動構文 (例 :被打了一顿 ) 2)自動詞による新型受動構文 (例 :被就业 ) 
变化 
































新型受動構文は NP 受動者+被+XV･A･N(P)という意味構造を持つという見解 (王寅 2011、杨朝
丹 2011、张媛 2012)がある一方、NP1 受動者+被+(NP2 動作主+VP+)XV･A･N(P)という意味構造を
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持つという指摘 (何洪峰 ,彭吉军 2010、陈文博 2010、池昌海 ,周晓君 2012、杨巍 2012、陈长
书 2012、施春宏 2013、杨炎华 2013 など )もある。本論文は基本的に後者に賛成し、その理
由としては以下の二つが考えられる。ただし、修正するところは、明示されない他動詞の
種類及び否定の意味の挿入といった二箇所である。つまり新型受動構文の意味構造は
<NP1(X に関連する主体 )>+(没 /不 /无 (否定副詞 )+XV･A･N(P)+)被+「NP2(V の動作主 )」+(VP 认
定成、为 /強迫 /弄得、成+)XV･A･N(P)28であると主張する 29。  
第一に、置き換え操作によって、新型受動構文「NP1+被+XV･A･N(P)」の表す意味は通常の
受動構文「NP1 受動者+没 /不 /无 (否定副詞 )+XV･A･N(P)+被+NP2 動作主+VP+XV･A･N(P)」のそれと同
じであることがわかる。  
 (3)、(4)からわかるように、明示されない他動詞は、池昌海 ,周晓君 (2012)及び杨炎华 (2013)
で指摘された「认定 (見なす )」類 (例 :(1))、「强迫 (強迫する )」類 (例 :(2))以外 30、「弄 (手に持
って遊ぶ、いじる )」という動詞 31も挙げられる。  
 
(3) 女生      送    关怀，独苗      男孩   “被   幸福”。  
女子学生  送る  配慮   一人っ子  男の子  受動  幸福  
(女子学生 (全員 )が至れり尽くせりの配慮をしたためクラスで唯一の男子は幸せに       
思った) 
[江苏新闻网 2013-03-08] 
                                                        
28 ここでは< >はその中の成分が省略できることを意味し、「 」はほとんど現れないこと





30 李伟大 (2010)によると、認定類の動詞は认为(と思う)、判定 (判定する )、处理 (処理す
る )、看作 (見なす)、列入 (～の中に入れる)などであり、強迫類の動詞は要求 (要求する)、
强制 (強制する )、强行 (強行する )、安排 (手配する )、规定 (規定する )、内定(内定する )など
ある。また、杨炎华 (2013)によれば、認定類の動詞は认作 (と認める)、评为(と評定す
る )、判定 (と判定する )、传成(と伝える )などであり、強迫類の動詞は强迫(強迫する )、逼










(4) 如果      申花     主场     未能       击败       陕西，      鲁能      就     
ならば   チーム名  ホーム  できない  打ち負かす   チーム名   チーム名   すぐ  
将        被    冠军。  
であろう  受動  優勝チーム  














(1’)a. 我“被就业”了  
b. 我被学校说成就业了  
c. 我没有就业而被学校说成就业了  
(2’)a. 和珅“被自杀”了  
b. 和珅被皇帝强迫自杀了  
c. 和珅不想自杀而被皇帝强迫自杀了  
(3’)a. 男孩被幸福了  
     b. 男孩被{ ×说成 /×强迫 /○弄得感觉  }很幸福了  
                                                        
32 林璋 (2010)は、この「否定的」と「被害」は、中国語の動作主主語受動文(本論文でい
う新型受動構文の認定類 )の特徴となり、その後続出する同パターンの言い方 (本論文でい
う新型受動構文の強迫類 )に受け継がれていると述べている。  
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   c. 男孩本来没有觉得很幸福因为全班女生送关怀而被弄得感觉很幸福了  
(4’)a. 鲁能被冠军了  
     b. 鲁能被{ ×说成 /×强迫 /○弄成  }冠军了  
     c. 鲁能凭实力无法成为冠军因为申花没有击败陕西而被弄成冠军了  
 
 以上のように、(1’)a、(2’)a、(3’)a、(4’)a という簡単な新型受動表現は意味的に通常の受








構造は「NP 受動者+被+XV･A･N(P)」ではないと言える。  




(5) 单廷秀  父子  被    杀，  定      是      你     作为。  
      人名    父子  受動  殺す  きっと  である  あなた  仕業  
      (単廷秀父子の殺害は､おまえの仕業にちがいない ) 





(1’){ ○我“被就业” /×就业我  } 
                                                        
33 林璋 (2010)も基本的に同じ意見を述べている。  
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(2’){ ○和珅“被自杀” /×自杀和珅  } 
(3’){ ○男孩“被幸福” /♯幸福男孩  } 
(4’){ ○鲁能“被冠军” /♯冠军鲁能  } 
(5’){ ○单廷秀父子被杀 /○杀单廷秀父子  } 
 




は妥当ではないことを示唆している。   
 以上の考察から明らかなように、新型受動構文は否定の意味、動作主名詞及びその動作
を表す元の述語動詞が明示されず、その結果の意味を表す結果句･結果節の一部しか表さ
れない。形式上、述語の位置に入るものは動詞 (句)のみならず、形容詞 (句 )及び名詞(句 )も
可能であり、述語にその他の成分が後続しなくてもよい。  
 

















(結婚する )」は主語の「我 (私)」が行う活動である。同様に、(7)の「80 后被结婚 (1980 年以
後生まれた人たちが結婚させられる )」では、「结婚 (結婚する )」は主語の「80 后 (1980 年以
後生まれた人たち )」が実行する動きである。つまり、新型受動構文は行為主体が主語に立
つ受動構文であると考える 34。  
 
(6) 去  领   结婚证   才  知道  被 结婚  
行く  受け取る  結婚証明書  やっと  わかる  受動  結婚する  
(結婚届を出しに行った時に、やっと結婚していることにされていることがわかっ       
た ) 
[凤凰网 2013-04-18] 
(7) 被        相亲”  “被    结婚”  “被    离婚”   80 后      的   婚姻  谁   做主  
受動  見合いをする  受動  結婚する  受動  離婚する 1980 年後  の  婚姻  誰  決める  





ことができる。すなわち、 (6)のように「非事实性 (事実ではないこと )」を表す「被认定
(「NP1+X」ではないが、「NP1+X」だとされる )」類及び、(7)のように「非意愿性 (意志では
ないこと )」を表す「被强迫 (NP1 が X したくないが、やむを得ず X させられる )」類であ
る。  
本章では、便宜的にそれぞれ A 類、B 類といい、「非事実性」と「非意図性」との両者を
一括して「話者の否定的判断」と呼び、そして以下のように定義する。  
 
1) A 類 (認定類 )：被认定  
  A 類の表す非事実性とは、「NP1+X」の表すことが事実ではないということである。  
2) B 類 (強迫類)：被强迫  






B 類の表す非意図性とは、「NP1+X」の表すことが事実ではあるが、それが X に関連
する主体 NP1 の意図によるものではないということである。  
3) 話者の否定的判断  





的判断」という否定の意味も有している (林璋 2010:14、王淑华 ,杨仁君 2011:59、王学群
2012:275、尚来彬 2010:80)。こういった否定の意味を持つため、新型受動構文の「被」は
「被动标记 (受動標識)」というよりもむしろ「否定标记 (否定標識)」と呼んだほうがよいと
いう見方すらも見られる (王淑华 ,杨仁君 2011:59)。  
共時的な使用実態を見れば、A 類は B 類より多く (杨巍 2012)、基本的な用法であり、B
類はそれからの拡張であると考えられる。一方、通時的な面から見れば、これは「被+X」
構文の最初の用例 35と言われる｢被自殺 (受動標識+自殺する )｣と深くかかわる社会的事件、
つまり、当事者である李国福は他殺だが、政府に自殺と判断されたということによると考
えられる (cf.杨巍 2012、李麗萍 2014)。また、経済性の観点から見れば、B 類は「被+强迫
(強迫する )+X」に置き換えられても基本的に意味が変わらないのに対し、A 類はそれと同
義かつ簡潔である表現が存在しない (同義の直接受動表現が存在するが、それは複文にな
る )ため、B 類より多く使用されているのではないかと考える (cf.杨巍 2012)。B 類は、「NP1+X」
という事実の否定から「NP1 が X したくない」という関連主体の意図性の否定へと拡張さ
れたものであり、｢否定｣という意味及び「被害･不如意」というニュアンスはその拡張を動
                                                        
35 「被+Xvip」、つまり自動詞による新型受動構文の最初用例として挙げられるのは、「被
自杀 (受動標識+自殺する )」、「被就业 (受動標識+就職する )」、「被吵架 (受動標識+喧嘩す
る )」などである。しかし、本論文ではインターネットから収集した例文から、最初にネ
ット流行語としての「被+X」構文の最初用例は「被自杀」であることがわかる。この
「被自杀」について、林璋 (2010:14)は以下のように述べている。  
 
この“被自杀”の成立には、次のような三者がかかわる。まず、A という人が死亡し
た。次に、A の死亡を B が自殺と断言する。今度は C が、A は“被自杀”とコメント
する。つまり、C は受動文を使うことによって、B の判断を否定的にとらえるのであ
る。そして、B の判断で A が「被害」を被るということも前面に出ている。 
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機付けていると思われる 36。  





(8) 郭美美  之  母   自   曝         炒股    发家       郎咸平  “被        采访”  
人名   の  母  自ら  暴露する  株の売買  家を富ます  人名  受動  インタビューする  
(株の売買によって金持ちになったと郭美美の母は自ら暴露した。郎咸平は (本当は       




沈家煊 (2010:94)は新型受動構文の中には、 (8)「被采访 (受動標識+インタビューする )(被
(说成 )被采访 (インタビューされたことにされた ))のような隣接している二つの「被」が一
つになっていると考えられる類も存在すると指摘している。この類も非事実を表すため、
本論文では A 類に入れることにする。本論文は意味的に「被」を一つしか持たない、非事
実性を表す新型受動構文を普通 A 類と呼び、二つ持つものを特殊 A 類と呼ぶことにする。
すなわち、普通 A 類は、(6)の｢被结婚 (結婚していることにされている )｣のように一つの「被」
の意味しかない。一方、特殊 A 類は、(8)の｢被采访(インタビューされたことにされた )｣の
ように二つの「被」の意味を有している。本論文は、字面上も「被」一つしかない特殊類
は実は二つの「被」が一つになっているためであるという沈家煊 (2010)の説に従う。例文を
調べる限り、意味的に「被」を二つ持つものは少数であり、A 類 (例 :(8))にのみであり、B




                                                        






意図性を表す B 類を普通 B 類、「原因」という無意図性を表す B 類を特殊 B 類と呼ぶこと
にする。換言すれば、B 類の「非意図性」は被使役者の意図性の性質によって、強制類で
は被使役者の意図に反する「反意図性」と、原因類では被使役者の意図の有無またはその
意図の如何に関わらない「無意図性 /非意図性」との二つに分けられる。  
 
(9) 如果      申花     主场     未能       击败       陕西，      鲁能      就     
ならば   チーム名  ホーム  できない  打ち負かす   チーム名   チーム名   すぐ  
将        被    冠军。  
であろう  受動  優勝チーム  




普通 B 類と特殊 B 類との区別は、使役者 (出来事を含む )の当該事態への関わり方、ある
いは使役者の意図性の有無にある。すなわち、 (7)のように「強制」という普通 B 類では、
使役者「両親」が、強制の形で主語 NP1 の被使役者「1980 年以後生まれた人たち」に関わ
り、当該事態「1980 年以後生まれた人たちが結婚する」を意図的に生じさせているのに対


















(9)のように NP2 またはそれに関連する事柄 (申花チームがホームで陝西チームを負かせ
なかった )が原因となって「NP1 が X する･になる」という出来事(魯能チームがチャンピオ











るものだと考えられる。また、認定類は受動の二重性によって普通 A 類と特殊 A 類に分け
られ、強迫類は意図性の有無によって普通 B 類と特殊 B 類に分けられる。  
 
























品詞別を見ると、他動詞しか二重受動の用法、つまり特殊 A 類を持たない。また、B 類









A 類  
(「NP1+X」非事実性 ) 
B 類  
(「NP1+X」非意図性 ) 
普通 A 類  
(一重受動 ) 
特殊 A 類  
(二重受動 ) 
普通 B 類  
(強制類 ) 








4 のようになる。  
 
 










すと、図 4-5 のようになる。  
 
     1)非能格自動詞              2)非対格自動詞  
 




を表す普通 B 類にはならないと思われる。  
 













 第一に、新型受動構文は<NP1(X に関連する主体 )>+(没 /不 /无 (否定副詞 )+XV･A･N(P)+)被+
「NP2(V の動作主)」+(VP 认定成、为 /強迫 /弄得、成+)XV･A･N(P)38という意味構造を持つ。そのうち、
否定の意味、動作主名詞及びその動作を表す元の述語動詞が明示されず、その結果の意味
を表す結果句の一部しか表されない。つまり形式上、述語の位置に入るものは動詞 (句 )の







A 類に分けられ、強迫類は意図性の有無によって普通 B 類と特殊 B 類に分けられる。  
 











                                                        



















4.4.1 認定類の事態把握  
 
 まず、普通 A 類である「她们天天都在被怀孕 (彼女たちは毎日(妊娠していないのにメデ
ィアによって )妊娠したことにされてしまう )」の「被怀孕」が表す事象構造は認知モデルに
よって表示すると図 4-8 のようになる。  
 
(10) 周迅  王菲  谢娜！她们      天天  都      在        被    怀孕  
人名  人名  人名   彼女たち  毎日  みんな  している  受動  妊娠する  
(周迅、王菲、謝娜、彼女たちは毎日 (妊娠していないのにメディアによって )妊娠        
愛人  彼女  tr 
関係  
N 























(11) 哈尔滨  女子  建设银行  卡      1 万元   莫名    “被   消费”  
地名    女性  銀行名    カード  １万元  不思議に  受動  消費する  
(ハルビン女性の建設銀行カードにある 1 万元は (本当は使われていないのに銀行員       









(非事実性 )  
メディア  
(動作主体 )  
彼女たち  
(行為主体 )  






特殊 A 類の新型受動文である (11)「1 万元 (没有被女子消费却 )被(银行工作人员说成被女
子 )消费了 (1 万元は (本当は女性に使われていないのに銀行員によって )使われたことにさ
れた )」の「被消費」が表す事象構造は図 4-9 になる。  
 
 図 4-9 特殊 A 類の新型受動構文の事象構造  










ではなく、コトあるいは事態参与者である、という拡張的な他動事態 (Extensive transitive 
relation)を表す 39。言語化に際して、話者はこのような拡張的な他動事態の一部しか明示し
                                                        
39 ここでいう「典型的な他動事態 (Prototype transitive relation)」と「拡張的な他動事態





(仮事実 )  
女性  
(動作主体 )  
事態参与者  
(非事実性 )  
銀行員  






  lm tr 
Cause 
(働きかけ ) 












(12) 在    监视  下   上吊     自杀       和珅     原     是     “被    自杀”  
      ある  監視  下  首をつる  自殺する 人名 なんだ  である 受動 自殺する  
      (なんだ和珅が(自殺したくなかったが )監視の下で首をつって自殺させられたのか ) 
[例(2)再掲 ] 
 





 図 4-10 普通 B 類の新型受動構文の事象構造   




被害受け身文も中立受け身文も共に、デフォルト的な tr、 lm 配列から逸脱した認知的
際立ちを課すことを示すという機能は共有しており、両者の相違はベースとなる事態に
あると言える。中立受け身文は P-transitive relation をベースとした受け身文であるのに




























 続いて、特殊 B 類の事態把握を見てみよう。  
 
(13) 北京  房价      物价  高涨      不    止，    居民  消费  被    增长。  
地名  住宅価格  物価  騰貴する  ない  止まる  住民  消費  受動  上がる  
(北京の住宅価格と物価が騰貴して止まらないため、住民の消費額は増加させられ
た ) 











































(14) 被    小三  和  被    人  当作    假想敌  的  女生  就      在    我们    身边。  
受動  愛人  と  受動  人  と思う  仮想敵  の  女性  絶対に  いる  私たち  身の回り  




















(15) 女生      送    关怀，独苗      男孩   “被   幸福”。  
女子学生  送る  配慮   一人っ子  男の子  受動  幸福  















(非事実性 )  
他人  
(動作主体 )  
女性  
(属性主体 )  
被害   愛人  






































(使役事態 )  
男子  
(利益) 






















詞 (句)及び名詞 (句 )も可能となる。  
以上述べたことを要約すると、次のようになる。  
 




(2) 新型受動構文は<NP1(X に関連する主体 )>+(没 /不 /无 (否定副詞 )+XV ･A･N(P)+)被+







2) 事態把握  









第 6 章で述べるように、日中対照の観点から見ると、認定類の新型受動構文は主体 -活動関
係にある持ち主受動構文であると考えられるが、強迫類の新型受動構文は使役受動構文で
あると考えられる 40。  
  












第5章 日中語の使役受動構文に関する対照研究  
 
 








(1) サイトを見ようとしたら強制的に会員登録させられました。  
[detail.chiebukuro.yahoo.co.jp › ... › 携帯電話  › 携帯サイト  2014/12/13 参照 ] 
(2) 生産するために消費させられているわけですからね。  
[https://books.google.com.hk/books?isbn=4931376371- 2014/12/13 参照 ] 
(3) 小心       “被   会员”  和  “被    消费”。  
気をつける  受動  会員    と    受動  消費する  
(会員にさせられ、消費させられることに注意する )  
[www.jryh.com.cn/html/2... 2010-11-17 2014/12/13 参照 ] 
 













(4) 倪藻  走    进    一个  宽敞            的、同样  昏暗  的  客厅，他   被     让     
人名  歩く  入る  一つ  広々としている  の   同様  暗い  の  客間   彼   受動   使役   
坐    在  一个  不    新      的  暗    红色  沙发    上。  
座る  に  一つ  ない  新しい  の  暗い  赤色  ソファ  上  
(倪藻は広々とした、やはりほの暗い客間に人り、彼は古びたエンジ色のソファに案
内された ) 
a.使役能動文 :(史太太 )让他坐在一个不新的暗红色沙发上  
[対訳一部修正  活动变人形 ] 
(5) 东大      同学  刚刚        游行  回来，      就      被    集合      去    听    
東北大学  学生  したばかり  デモ  帰ってくる  すぐに  受動  集合する  行く  聞く  
学校  当局  的  堂皇            的  训话…… 
学校  当局  の  堂々としている  の  訓話  
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、も
ったいぶった訓話を聞かされた )  
a.使役能動文 :(老师 )叫东大同学集合去听学校当局的堂皇的训话  


















係を明らかにする。最後に 5.6 では本章の要点をまとめる。  
 
























(6) 彼女は、2 歳の妹が継母にお金持ちの家に行かせられたので、悲しんでいる。  
a.元の能動文 :彼女の 2 歳の妹がお金持ちの家に行った  
 108 
 
b.使役能動文 :継母が彼女の 2 歳の妹をお金持ちの家に行かせた  
[丁 2005:231] 
(7) 彼はまだ 40 年も 50 年も生きられる命をある一人の男によって断絶させられた。  
a.元の能動文 :彼の 40 年も 50 年も生きられる命が断絶した  























5.2.2 中国語の通常の使役受動構文に関する先行研究  
 





















(8) ○兵士が将校に子供をぶたせられた。  
×兵士  被    将校  让    打    了    孩子。  
兵士  受動  将校  使役  殴る  完了  子供  
[斉木他訳 2012:26] 
  
さらに、中国語の受動構文に関する研究 (刘月华他 1991、李珊 1993、杉村 1994)や、日中
受動構文に関する対照研究 (凌蓉 2005)などは、 (9)のような心理動詞による受動文は、 (10)
のような典型的他動詞の直接受動文と区別せず、中国語には存在するが、日本語にはない
(使役)       (使役･受動 )       (受動 ) 
使             叫、让；给             被  





(9) 道静  被    这    女孩子  的  纯真    热情  深深  感动      着。  
人名  受動  この  女の子  の  純真な  熱情  深い  感動する  持続  
(この女の子の純真な熱情に、道静は深く感動させられた ) 
a.元の能動文 :道静深深感动着  
b.使役能動文 :这女孩子的纯真热情使道静深深感动着  
[対訳  青春之歌 ] 
(10) 他  的  钱包  被    小偷  偷    去    了。  
彼  の  財布  受動  すり  する  行く  完了  
(彼の財布はスリに取られてしまった ) 
a.対応する能動文 :小偷偷去了他的钱包  




















(11) 倪藻  走    进    一个  宽敞            的、同样  昏暗  的  客厅，他   被     让     
人名  歩く  入る  一つ  広々としている  の   同様  暗い  の  客間   彼   受動   使役   
坐    在  一个  不    新      的  暗    红色  沙发    上。  
座る  に  一つ  ない  新しい  の  暗い  赤色  ソファ  上  
(倪藻は広々とした、やはりほの暗い客間に人り、彼は古びたエンジ色のソファに案
内された ) 
a.元の能動文 :他坐在一个不新的暗红色沙发上  














5.2.3 中国語の新型の使役受動構文に関する先行研究  
 
新型の使役受動構文は「X」の表す事態に関連する主体 NP1 以外に、明示されないもの
の、文脈から推察できるもう一つの動作主 NP2 及びその行為を表す動詞も存在し、第 4 章
で述べたように、完全な意味構造は<NP1(X に関連する主体 )>+(没 /不 /无 (否定副詞 )+XV･A･
N(P)+)被+「NP2(V の動作主 )」+(VP 強迫類 /弄得、成+)XV･A･N(P)である 41。  
王淑华 ,杨仁君 (2011:47)によると、意志動詞、性質形容詞及び具象名詞が「X」に入ると、
                                                        




の動詞は「要求 (要求する )、强制 (強制する )、强行 (強行する )、规定 (規定する )」などある
としている。しかしながら、後述するように、意志動詞のみならず、無意志動詞も非意図
性の意味を表し、第 4 章ですでに述べたように李伟大 (2010)の指摘した動詞以外に、「弄 (す
































5.3 日中語の使役受動構文の構文的特徴  
 















表 5-1 日中語の使役受動構文の形式的特徴における異同点  
形式的特徴  日本語  中国語  
通常  新型  
完全形式型  短縮形式型  
使役･受動の形式  使役形+受動形  受動形+使役形  受動形のみ  受動形のみ  






(12) テレビを見ていたのにお使いに行かされた。  
[庵他 2001:133]<日本語> 
(13) 我々は人員の不足に悩まされている。  
[志波 2015:29]<日本語> 
(14) 一天，  尚    被    蒙在鼓里            的  高肇甫  被    叫    去    谈话。  
ある日  まだ  受動  真相を知らされない  の  人名    受動  使役  行く  話をする  
(ある日に、まだ真相を知らされない高肇甫は (上司に)話をするよう行かされた ) 
[北京  1994 年报刊精选 ]<中国語の通常> 
(15) 这时    不管        他  是      工人、  农民、公务人员，还是        大   腹     
この時  であろうと  彼  である  労働者  農民   公務員     であろうと  大きい  腹  
便便               的  商人，人们  的  眼睛  都      被     一种    莫名其妙  
肥満しているさま  の  商人   人々  の  目   すべて  受動  ある種  わけがわからない  
的  困惑  苦恼   着。  




[対訳  青春之歌 ]<中国語の通常> 
(16) 别      让    孩子  在  父母  的  重压  下  “被   学习”。  
するな  使役  子供  で  両親  の  重圧  下   受動  勉強する  
(子どもを両親の重圧の下で勉強させられるような状態にしてはいけない ) 
[北京青年报 2011-01-27]<中国語の新型> 
(17) 女子  被    小三，直    呼    很      受      伤。  
女性  受動  愛人   直接  呼ぶ  とても  受ける  傷  
(女性は (男性に )愛人にさせられ、ひどく傷ついたと訴えている ) 
[城通网盘 2013-07-05]<中国語の新型> 
(18) 今天，你    “被    幸福”  了    吗？  
































自律的事態を表す構文 使役事態を表す構文 1 
















「私がお使いに行く /我々が悩んでいる」を表す構文「NP1 が  V1」が使役事態 1「母 /人員
の不足が V させる」を表す構文「NP2 が  V させる」と結合すると、使役事態 1 と異なる新
しい使役事態 2「母が行かせる /人員の不足が悩ませる」が生じ、動詞の未然形に使役形式
｢～させる｣が後続する。また、新しくできた使役事態 2「母が行かせる /人員の不足が悩ま
せる」を表す使役構文「NP2 が V1 させる」が受動構文「NP1 が V される」と融合すると、
使役受動事態「私がお使いに行かされる /我々が人員の不足に悩まされている」を表す構文















恼着 (みんなが悩んでいる )」を表す構文「NP1+VP1」と使役事態「上级叫高肇甫 VP (上司
が高肇甫に V させる )/困惑使人们的眼睛 VP (困惑がみんなを V させる )」を表す構文「NP2+
叫 /让 /使(使う )NP1+VP」は同一の NP1「高肇甫 (高肇甫 )/人们的眼睛 (みんな)」を支点として
融合し、兼語式、すなわち前の動目フレーズの目的語 NP1 は後の主述フレーズの主語と重
なっている、と言われる新しい使役構文「NP2+叫 /让 /使+NP1+VP1」 (上级叫高肇甫去谈话
(上司が高肇甫に話をしに行かせる )/困惑使人们的眼睛苦恼着 (困惑がみんなを悩ませてい
る ))になる。この使役構文が「被」受動構文「NP1+被+VP」と複合すると、使役受動事態
「高肇甫被叫去谈话 (高肇甫が話をしに行かされた )/人们的眼睛被困惑苦恼着 (みんなが困
惑に悩まされている )」を表す「NP1+被+叫 /让 (/使 )+VP1」という通常の使役受動構文が生
(NP1 が V1) 
私がお使いに行く 
我々が悩んでいる 
(NP2 が V させる ) 
母が V させる 
人員の不足が V させる 
(NP2 が V1 させる ) 
母がお使いに行かせる 
人員の不足が悩ませる 
(NP1 が V される ) 
私が V される 
我々が V される 





じる。この段階において、完全形式型では、「叫 /让」使役構文 2 の全体と受動構文の前半
部分が融合するのに対し、短縮形式型では、「使」使役構文 2 の中間の部分、つまり「使
+NP1」を除外した首尾の部分と受動構文の前半部分を取り融合する。これは、中国語の使












高肇甫去谈话 (高肇甫が話をしに行く ) 
人们的眼睛苦恼着 (みんなが悩んでいる ) 
(NP2+叫/让/使+NP1+VP 使役兼語式 ) 
上级叫/让高肇甫 VP (上司が高肇甫に V させる ) 




困惑使人们的眼睛苦恼着 (困惑がみんなを悩ませている ) 
(NP1+被+VP) 
高肇甫被 VP(高肇甫が V される ) 
人们的眼睛被 VP 
(みんなが V される ) 
(NP1+被+叫/让 (/使 )+VP1) 
高肇甫被叫去谈话 (高肇甫が話をしに行かされた ) 




VP (両親が子供を無理やりに V させる )/男子使女子 VP (男性が女性を V させる )」を表す構
文「NP2+强迫 /叫 /让 /使+NP1+VP」は同一の NP1「孩子 (子供 )/女子 (女性 )」を支点として融
合し、兼語式と言われる新しい使役構文「NP2+强迫 /叫 /让 /使+NP1+VP1(V/A/N)」(父母强迫孩
子学习 (両親が子供を無理やりに勉強させる )/男子使女子成了小三 (男子が女性を愛人にす
る )になる。続いて、この使役構文が「被」受動構文「NP1+被+VP」と複合すると、使役受
動事態「孩子被学习 (子供が無理やりに勉強させられる )/女子被小三(女性が愛人にされる )」
を表す「NP1+被+VP1(V/A/N)」という新型の使役受動構文が生じる。この段階において、通
常の使役受動構文と異なり、「强迫 /叫 /让 /使」使役構文 2 の末尾の部分と受動構文の前半部
分だけを取り融合する。要するに、新型の使役受動文において、原因類のみならず、強制




図 5-5 中国語における新型の使役受動構文の融合過程  
(NP1+VP1(V/A/N)) 
孩子学习 (子供が勉強する ) 
女子成了小三 (女性が愛人になっている ) 
(NP2+强迫/叫/让/使+NP1+VP 使役兼語式 ) 
父母强迫孩子 VP (両親が子供を無理やりに V-させる ) 
男子使女子 VP (男性が女性を V-させる ) 
(NP2+强迫/叫/让/使+NP1+VP1(V/A/N)) 
父母强迫孩子学习 (両親が子供を無理やりに勉強させる ) 
男子使女子成了小三 (男性が女性を愛人にした ) 
(NP1+被+VP) 
孩子被 VP(子供が V される ) 
女子被 VP(女性が V される ) 
(NP1+被+VP1(V/A/N)) 
孩子被学习 (子供が無理やりに勉強させられる ) 












































(19) 私は父に上着を脱がせられた。  
a.元の能動文 :私は自分の上着を脱いだ  
b.使役能動文 :父は私に自分の上着を脱がせた  





 また、述語動詞の制限に関しては、日中語の使役受動構文は異なる。  
 
(20) 子どもは親に無理やり勉強させられるわけです。  
[tyugaku.net/news/bougai.html 2014/12/13 参照]<日本語  被害> 
(21) 东大      同学  刚刚        游行  回来，      就      被    集合      去    听    
東北大学  学生  したばかり  デモ  帰ってくる  すぐに  受動  集合する  行く  聞く  
学校  当局  的  堂皇            的  训话…… 
学校  当局  の  堂々としている  の  訓話  
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、も
ったいぶった訓話を聞かされた )  
[例(5)再掲 ]<中国語の通常の短縮形式型  被害> 
(22) 别      让    孩子  在  父母  的  重压  下  “被   学习”。  




[例(16)再掲 ]<中国語の新型  被害> 
(23) 幸福  被    问    出来    那    是     “被   幸福”，发     自    内心    的  幸福  
幸福  受動  聞く  てくる  それ  である  受動  幸福   起こる  から  心の中  の  幸福  
得      “喊”  出来！？  
きっと   叫ぶ   てくる  
((中央テレビ局の記者に「今、あなたは幸福ですか」と )質問されて「幸福です」        
と答えるのが「幸福にされる」のであるが、本当に幸せな時はきっと大声で自分        
からアピールするのだ) 
[人民网 2012-10-05]<中国語の新型  被害> 
(24) 消费者  不满  “被   圣诞        套餐”。  
消費者  不満   受動  クリスマス  定食  
(消費者は (店主に)クリスマス定食を選ばされることに不満である ) 






















る (高見他 2006:229)。  
 







a.元の能動文 :僕の心が動いた  
b.使役能動文 :君の妻になる人は僕に自分の心を動かせた  
[対訳  友情]<日本語  中立> 
(26) 我  倒        是      要      劝劝          孙悦  同志，不要            被  
私  かえって  である  したい  忠告してみる  人名  同志   してはいけない  受動  
儿女    私情  迷      住      了  眼睛  啊！  
男と女  私情  くらむ  止まる  完了  目    感嘆  
(孫悦同志にひとこと忠告します､男女間の私情に目をくらまされてはいけません !) 
a.元の能動文 :孙悦同志的眼睛迷住了  
b.使役能動文 :儿女私情使孙悦同志的眼睛迷住了  


















(27) 我々は人員の不足に悩まされている。  
[例(13)再掲 ]<日本語  原因  述語  被害> 
(28) 这时    不管         他  是      工人、  农民、  公务人员，  还是        大   腹     
この時  であろうと  彼  である  労働者  農民   公務員     であろうと  大きい  腹  
便便               的  商人，人们  的  眼睛  都      被     一种    莫名其妙  
肥満しているさま  の  商人   人々  の  目   すべて  受動  ある種  わけがわからない  
的  困惑  苦恼   着。  




[例(15)再掲 ]<中国語の通常の短縮形式型  被害> 
(29) 星月      礼品    太      多，  玩家        们  “被    烦恼”。  
ゲーム名  贈り物  すぎる  多い  プレイヤー  たち  受動  悩む  
(星月の景品が多すぎるため、プレイヤーたちが悩まされている ) 
[手机网易网 2010-07-28]<中国語の新型  被害>  
 
(27)-(29)はいずれも心理･感情を表す非意志的動詞による使役受動文である。 (27)の｢悩



















[高見他 2006:231]<日本語  利益> 
(31) 傅家杰  站    在  床      前，瞪      大      眼睛  望        着    她，  只见     
人名    立つ  に  ベッド  前   見張る  大きい  目    見つめる  持続  彼女  目に入る   
她    脸  上  放      着    光，她    显然        被    自己  的  想法  兴奋      着。  
彼女  顔  に  発する  持続  光   彼女  はっきりと  受動  自分  の  考え  興奮する  持続  
(傅家傑はベッドの前に立ったまま眼をむくように彼女を見つめている｡彼女の顔は､
微笑を帯びて自分の考えに興奮しているようだった ) 
[対訳  人到中年 ]<中国語の通常の短縮形式型  利益> 
(32) 女生      送    关怀，独苗      男孩   “被   幸福”。  
女子学生  送る  配慮   一人っ子  男の子  受動  幸福  
(女子学生 (全員 )が至れり尽くせりの配慮をしたためクラスで唯一の男子は幸せに思
った ) 
















[小嶋 1994:25]<日本語  被害> 
(34) 私はスケ－トをしていて、後から走ってきた人に転ばされた。  
[高見他 2006:232]<日本語  被害> 
(35) 敌人  已经    被    民兵  消灭      了。  
敵   すでに  受動  民兵  殲滅する  完了  
(敵はすでに民兵に殲滅させられた ) 
 [刘月华他訳 1991:648]<中国語の通常の短縮形式型  被害> 
(36) 在  路上  我  被    石头  绊        了    一  跤。  
に  途中  私  受動  石    つまずく  完了  一  転ぶ  
(私は帰宅途中に石につまずいて転んだ ) 






                                                        
42 小嶋 (1994)のほか、野田 (1991a)、庵 (2012)、高橋 (2003)も同様の意見を持つ。例えば、











る )」、 (36)の「绊(つまずく )」といった自動詞は、それらに対応する他動詞がなく、他動詞
的意味を表すには、(35’)のように元の自動詞の表す変化主体を表す名詞句 NP1 が、使役動
詞「使」の目的語として (李临定 1990、马庆株 1992、彭利贞 1993,1996、范晓 2000)動詞の
後に、しかも外的要因である使役者を表す名詞句 NP2 が主語の位置に来なければならない。 
(35)の「消灭 (殲滅する)」、(36)の「绊 (つまずく )」といった動詞は、先行研究ではほとん
ど自他同形の他動詞 (刘月华他 1991、凌蓉 2005)としているが、使役の意味を持つ一価動詞･
自動詞とする意見 (范晓 2006)や、普通の他動詞と区別して、「带致使宾语动词 (使役対象を
目的語とする動詞 )」(李临定 1990、马庆株 1992、張瑜 2011)、「使宾动词 /使动词(使役動詞 )」









(35’)敌人  被    民兵  消灭      了  (NP1 主語+被+ NP2 目的語+VP) 
敵   受動  民兵  殲滅する  完了  
(敵は民兵に殲滅させられた ) 
a.自動詞文 :敌人消灭了  (NP1 主語+VP) 
b.他動詞的用法 :民兵消灭了敌人  (NP2 主語+VP+ NP1 目的語 ) 
c.使役文 :民兵 (的进攻 )使敌人消灭了  (NP2 主語+使+ NP1 目的語+VP) 
 
 
                                                        
(1967)、島田 (1979)、西尾 (1982)、早津 (1987,1989)、渡辺 (1991)などを参照のこと。  
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(37) 他  的  钱包  被    小偷  偷    去    了 (NP1 主語+被+ NP2 目的語+VP) 
彼  の  財布  受動  すり  する  行く  完了  
(彼の財布はスリに取られてしまった ) 
a.他動詞文 :小偷偷去了他的钱包 (NP2 主語+VP+ NP1 目的語 ) 









①  Don’t worry about trifles. (别为小事烦 )                           <自動詞用法> 
  (くだらないことで悩むな) 
②  The noise of the traffic worried me. (交通的噪音让我烦 )           <他動詞的用法> 




区別がない。このように、使役を表す形式 (例 :「make」、「使 /叫 /让 /令」)がなくても、語順
という文法形式によって使役の意味は表されることがある。こういったゼロ形式は形態論
的形式(例 :「～させる」)、及び分析的形式 (例 :「make」、「使 /叫 /让 /令」)とは異なるレベル
のものではあるが、すべて使役の意味を表現する文法形式であると考えられる (彭利贞
1996)。  











使役形式「使」が表れず、使役の意味が動詞の意味として語彙化されている 44。  
 
(38) 一个  普普通通  的  乞丐，就这样     一夜   之   间  “被  成     名”  了，  估计  
一人  普通      の  乞食   このように  一夜  の  間に  受動  成す  名前  完了  だろう  
连  他  自己  一下子  都    没有  适应    过来，  成为  了    许多   人  瞩目      的  





[荆楚网 2010-03-04]<中国語の新型  中立> 
(39) 3G 时代：亟待    脱离    “被    进入”的  尴尬  
3G 時代   早急に  抜け出す  受動  入る   の  具合が悪い  
(3G 時代に (本当はまだ整備が整っていないのに名目だけ )入ったことにされるとい
う不都合は避けねばならない ) 




し、 (39)は、我々は本当はまだ整備が整っていないのに外部の力によって 3G 時代に入っ
た、ということを表す。  












「不本意の使役受動文」と呼ぶものが存在する (小嶋 1994、高橋 2003、丁 2004)。こういっ















[小嶋 1994:29]<日本語  被害> 
(41) 病院の医師欠乏という理由から帰郷させられるものもいた。  


















(42) 设想      一下，  如果  当时  父亲  被     留      在  了    中央  苏区，  
想定する  てみる  もし  当時  父    受動   留まる  に  完了  中央  ソビエト根拠地  
那        他  的  革命  生涯，将        会            走    出    另外  一条    道路  




としての生涯は別の道をたどったことだろう )  
[対訳  我的父亲邓小平 ]<中国語の通常の短縮形式型  中立> 
(43) 我  为什么  还   没    被   “自杀”？  
私  なぜ   まだ  ない  受動  自殺する  
(私は (環境によって自殺に迫られる可能性があるのに )どうしてまだ自殺していない
のだろうか ) 
[顾清的日志网易博客 2009-02-20]<中国語の新型  被害> 
(44) 北京  流浪      犬  成    城市  顽疾，    “被    流浪”    是      谁  之  错。  
地名  流浪する  犬  なる  都市  頑固な病気  受動  流浪する  である  誰  の  過失  
(北京を流浪する犬が都市にとって頑固な病気になり、犬が流浪させられるのは誰の
過失か) 
[搜狐新闻 2010-05-19]<中国語の新型  被害> 
(45) “被  丁克”      80     后    正        递增  
受動  ディンクス  1980 年  以降  している  逓増する  
(ディンクスに迫られる 1980 年以降生まれの人たちが少しずつ増えている ) 


















[庵 2001:133]<日本語  中立> 
(47) 私は、悪の道に進みかけていたところを、母のすがるような言葉に改心させられた。  
[高見他 2006:229]<日本語  利益> 
(48) ドキュメンタリー番組を見て、自らの生活を反省させられた。  
[日本語記述文法研究会 2009:251]<日本語  中立> 
(49) そこに、私はわかり急ぐ人たちから取り残された人間の孤独を感じさせられたので
した。  
[前田 1989:27]<日本語  被害> 
(50) 私だってそうだよ。思い出したくないときにひとみのこと、思い出させられちゃう。  










































(51) 女生      送    关怀，独苗      男孩   “被   幸福”。  
女子学生  送る  配慮   一人っ子  男の子  受動  幸福  
(女子学生 (全員 )が至れり尽くせりの配慮をしたためクラスで唯一の男子は幸せに思
った ) 

















[小嶋 1994:25]<日本語  利益> 
(54) 人工降雨で多量の雨が降らされた。  
[高見他 2006:227] <日本語  中立> 
(55) 芳草地  也  被    暴风骤雨          摇撼    着。  
芳草地  も  受動  強い風と激しい雨  揺れる  持続  
(芳草地も嵐に揺さぶられていた ) 
 [対訳  金光大道 ]<中国語の通常の短縮形式型  中立> 
 135 
 
(56) “不。”  她    简单  地  吐    出      一个字，又    用      细长    的  手臂  
いいえ   彼女  簡単  に  出す  て来る  一言     また  用いる  細長い  の  腕   
掠          开    了    前额  上  一绺  被    汗水  湿    了    的  头发。  
なでつける  開く  完了  額    に  一束  受動  汗    湿る  完了  の  髪  
(｢ううん｣彼女はそっけなくそう言うと､また細い手を上げて汗で額に貼りついた髪
をかきあげた ) 
[対訳  轮椅上的梦 ]<中国語の通常の短縮形式型  被害> 
(57) 怎样        发表      帖子      不      被    下沉  
どのように  発表する  書き込み  しない  受動  沈下する  
(自分の (電子掲示板への )書き込みが他人の書き込みでページの下に行ってしまわな
いように、どうすればいいの?) 
[荆楚网 2015-04-23]<中国語の新型  被害> 
(58) 烟台  茶，  亟      待   “被   出名”。  
地名  お茶  早急に  待つ  受動  有名になる  
(煙台のお茶は (それに関係する人たちに )有名にさせられることをせっぱ詰まって待
っている ) 
[烟台晚报 2010-02-05]<中国語の新型  利益> 
 
上に挙げた例文のうち、(52)、(55)及び (57)は位置変化を表す自動詞によるものであるが、
(53)、 (56)及び (58)は状態変化を表す自動詞によるものである一方、 (54)は、自然現象を表
す自動詞によるものであり、日本語に特有のもののように見受けられる 45。  
すでに、小嶋(1994)が指摘したように、(52)の「移動する」という自動詞に対応する他動
                                                        







































































 中国語の使役標識「使 /叫 /让」のうち、使役専用の標識、つまり原因使役を表す「使 (-さ







(59) 昨晚，她    被    叫 46   到 47   了    派出所。  
昨晩   彼女  受動  使役  行く  完了  派出所  
(昨夜、彼女は交番に行かされた ) 
[北京  绿月亮(13)]<通常の完全形式型  指示  被害> 
(60) 一天，  尚    被    蒙在鼓里            的  高肇甫  被    叫    去    谈话。  
ある日  まだ  受動  真相を知らされない  の  人名    受動  使役  行く  話をする  
(ある日に、まだ真相を知らされない高肇甫は (上司に)話をするよう行かされた ) 
[例(14)再掲 ]<通常の完全形式型  指示  中立> 
(61) 昨天  我  被    音乐  老师  叫     去    参加       歌唱比赛，       我们     班  
昨日  私  受動  音楽  先生  使役  て行く  参加する  歌唱コンク -ル   私たち   クラス  
就    选    一个  女的    和  一个  我。  
だけ  選ぶ  一人  女の人  と  一人  私  
(昨日、音楽の先生に歌唱コンク -ルに出場するよう求められた。クラスで (出場に )選
ばれたのは私ともう一人の女の子だけだった ) 
[http://cache.baiducontent.com/ 2015/09/08 参照 ]<通常の完全形式型  指示  利益> 
(62) 被    申涛  让 48   上      了    炕，      老头子  有些  不知所措。  
受動  人名  使役  上がる  完了  オンドル  年寄り  少し  どうしたらよいかわからない   
(申涛にオンドルを譲ってもらってしまって、年寄りは少し困惑気味だった ) 
                                                        
46 石毓智 (2006:40)によると、ここでの「叫 (するよう命じる )」は「使令 /支使 (命じてさせ
る /働かせる )」を意味し、兼語式 (S+叫+NP1+V+NP2)における「叫」の持つ「使令义 (使役
義 )」の一種である。兼語式における「叫」の使役義については、詳しくは石毓智
(2006:38-50)を参照のこと。  
47 ここの「到 (行く )」は前置詞ではなく、動詞であると考える。なぜなら、前置詞 (例 :从
(から))は「着 /了 /过」などのアスペクト助詞を伴うことができないからである。刘月华他
(1988:231)によると、いくつかの前置詞は、「为了/着 (のために )」、「沿着 (に沿って )」、「朝











[北京  小站的黄昏 ]<通常の完全形式型  許容  被害> 
(63) 倪藻  走    进    一个  宽敞            的、同样  昏暗  的  客厅，他   被     让     
人名  歩く  入る  一つ  広々としている  の   同様  暗い  の  客間   彼   受動   使役   
坐    在  一个  不    新      的  暗    红色  沙发    上。  
座る  に  一つ  ない  新しい  の  暗い  赤色  ソファ  上  
(倪藻は広々とした、やはりほの暗い客間に人り、彼は古びたエンジ色のソファに案
内された )  
[例(11)再掲]<通常の完全形式型  許容  中立> 
(64) 他们  请求  进去        参观，    立刻    被    让    进 49   客厅。  
彼ら  願う  入っていく  見学する  すぐに  受動  使役  入る  客間  
(中を見学させていただくようお願いしたら、すぐさまに客間に案内されてしまっ
た ) 










 また、述語動詞、つまり兼語式における二番目の動詞は主に「到 (行く )」、「去 (行く )」、




                                                        
49 ここの「进 (入る )」は前置詞ではなく、動詞であると考える。その理由は (59)の「到(行















(65) 幸せです、そう言わされました。  
[www5.atwiki.jp/hmiku/pages/12522.html 2014/12/13 参照 ]<日本語> 
(66) 东大      同学  刚刚        游行  回来，      就      被    集合      去    听    
東北大学  学生  したばかり  デモ  帰ってくる  すぐに  受動  集合する  行く  聞く  
学校  当局  的  堂皇            的  训话…… 
学校  当局  の  堂々としている  の  訓話  
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、も
ったいぶった訓話を聞かされた )  
[例(21)再掲 ]<中国語の通常の短縮形式型> 
(67) 今天，你    “被    幸福”  了    吗？  



























(68) ちょっと生活大変だけど、俺って幸せだなとまた三ツ峠さんに思わされました。  
[www.yamareco.com › 山行記録一覧  2014/12/13 参照 ]<日本語> 
(69) 她    被    一种  新奇    的  神秘    似的      感觉  兴奋      得    许久     都  
彼女  受動  一種  珍しい  の  神秘的  のように  感覚  興奮する  助詞  長い間  でさえ  
不能      安静      下来。  
できない  落ち着く  てくる  
(もの珍らしさと神秘的な感じが、彼女を興奮させ、いつまでも落ち着かせなかっ
た ) 
[対訳  青春之歌 ]<中国語の通常の短縮形式型> 
(70) 女生      送    关怀，独苗      男孩   “被   幸福”。  











らない。一方、(69)では、「弄 (する)+得 (助詞 )」の表す使役行為ではなく、「兴奋 (興奮する )」








(71) 昨晚，她    被    叫    到    了    派出所。  
昨晩   彼女  受動  使役  行く  完了  派出所  
(昨夜、彼女は交番に行かされた ) 
[例(59)再掲 ]<中国語の通常の完全形式型  指示> 
(72) 倪藻  走    进    一个  宽敞            的、同样  昏暗  的  客厅，他   被     让     
人名  歩く  入る  一つ  広々としている  の   同様  暗い  の  客間   彼   受動   使役   
坐    在  一个  不    新      的  暗    红色  沙发    上。  
座る  に  一つ  ない  新しい  の  暗い  赤色  ソファ  上  
(倪藻は広々とした、やはりほの暗い客間に人り、彼は古びたエンジ色のソファに案
内された )  






ということを表すが、使役の意味を表す「叫 (命令して -させる )」は「強制」、「原因」では
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なく、「指示」を意味する。「叫 (命令して -させる )」という使役動詞の表す動作及びその使
役の結果「到 (行く )」のいずれが明示されないと、「他被到了派出所」、「他被叫了派出所」




内した」ことを表すが、使役の意味を表す「让 (許可して -させる )」は「強制」、「原因」で
はなく、「許容」を意味する。「让 (許可して -させる )」という使役動詞の表す行為及びその
使役の結果「坐(坐る )」のいずれが明示されないと、「他被坐在一个不新的暗红色沙发上」、
「他被让在一个不新的暗红色沙发上」のように、使役の結果を表す「坐 (坐る )」と使役の行
為を表す「让 (許可して -させる )」のいずれが単独で「被」に後続する表現は非文になる。 
上にも述べたように、中国語の使役標識のうち、「叫 (命令して -させる )」と「让 (許可し
て -させる )」は、「使 (～させる )」と比べて、抽象度が低く、実質的な意味内容が残ってい
ると考えられる。したがって、中国語の指示･許容類の使役受動文は通常の直接受動文 (例 :











文を分析してきた。5.3 で述べたことを以下のようにまとめることができる。  






























指示･許容類は主に「到 (行く )」、「去 (行く )」、「上 (上がる )」、「进 (入る )」などの位置
変化あるいは移動を表す自動詞である。一方、中国語の新型は、元の述語動詞が明示
されないため、形式上、述語として動詞のみならず、形容詞及び名詞も可能である。
                                                        
50 中国語の文法学者の説 (王力 1957、张黎 1994,1997,2012、袁毓林 2015)によると、中国
語の表現が意思の伝達を重視し、文法の形式にとらわれないという。これが中国語の表現
でいう「意合 (意味の一致 )」という特色だということである。中国語文法の「意合 (意味












示･許容類も、原因類と同様に、被害、中立及び利益のいずれにもなり得る。   
 









る認知的相違点を解明する。ここでは、例文の中の「NP1 が NP2 に V-させられる」、「NP1+
被+NP2+(V1+)V2」と「NP1+被+X」だけを示すことにする。  
 












つものを「 tr」、次に際立つものを「 lm」で表す。もっとも大きい四角形は存在 (entity)、こ
こでは事態を表す。点線のサークルは反意図性を表示する。  
 
(73) 643 年に蘇我氏によって自殺させられたのは誰ですか。  
[j-history.idea-mix.net/workbook/jhistory_question.php?no=64 2015/09/09 参照 ]<日本語> 
 





































(74) 东大      同学  刚刚        游行  回来，      就      被    集合      去    听    
東北大学  学生  したばかり  デモ  帰ってくる  すぐに  受動  集合する  行く  聞く  
学校  当局  的  堂皇            的  训话…… 










は (74)のように当該使役事態の一部しかプロファイルしない。  
さらに、中国語における新型の使役受動文 (75)の表す事象構造を検討する。「在监视下上






















(75) 在    监视  下   上吊     自杀       和珅     原     是     “被    自杀”  
ある  監視  下  首をつる  自殺する 人名 なんだ  である 受動 自殺する  




図 5-8 中国語における新型の使役受動構文の事象構造 (強制類 ) 
 

































5.4.2 原因類の事態把握  
 
前述したとおり、日中語における使役受動構文の原因類は、主に状態･位置変化を表す非
対格自動詞 (例 :「悩む」、「移動する」など )といった非意志動詞によるものではあるが、意
志動詞によるものも見られる。それは動詞の性質によって、大きく二つに分けられる。一
つは思考･認知動詞 (例 :「考える」、「反省する」など 日本語のみ )であり、もう一つは意図
性が非常に薄くなり、むしろ非意志動詞に近い性質を持つ、主に状態･位置変化を表す非能







(76) 突然、彼が深夜に訪ねてきて、私はびっくりさせられた。  
[高見他 2006:221]<日本語> 
 










被害  lm 
彼  
事態参与者  


















(77) 这时    不管         他  是      工人、  农民、  公务人员，  还是        大   腹     
この時  であろうと  彼  である  労働者  農民   公務員     であろうと  大きい  腹  
便便               的  商人，人们  的  眼睛  都      被     一种    莫名其妙  
肥満しているさま  の  商人   人々  の  目   すべて  受動  ある種  わけがわからない  
的  困惑  苦恼   着。  



































(78) 星月      礼品    太      多，  玩家        们  “被    烦恼”。  




図 5-11 中国語における新型の使役受動構文の事象構造 (原因類 ) 
 
図 5-9 と図 5-11 からわかるように、 (78)は (76)と同様、使役者という参与者がモノから
コトへと変化した拡張的な使役事態を表すが、両者は際立ちの面においては異なる。日本
語の使役受動文 (76)は当該使役事態の全体をプロファイルするが、中国語の新型の使役受
動文 (78)は、Cause-Change-State のうち、Change-State 節のみプロファイルする。  












多い  tr 
事態参与者  
































まず、指示の意味を表す使役受動文 (79)を考察してみよう。  
 
(79) 昨晚，她    被    叫    到    了    派出所。  




[例(71)再掲 ]<中国語の通常の完全形式型  指示> 
 











 また、許容の意味を表す使役受動文 (80)を分析する。  
 
(80) 他们  请求  进去        参观，    立刻    被    让    进    客厅。  
彼ら  願う  入っていく  見学する  すぐに  受動  使役  入る  客間  
(中を見学させていただくようお願いしたら、すぐさまに客間に案内されてしまっ
た ) 



















図 5-13 中国語における通常の使役受動構文の事象構造 (許容類) 
 











以上論述した事象構造、図 5-12、図 5-13 をもとに、使役受動事態を捉える際、中国語の
使役受動構文の完全形式型、つまり指示･許容類は、通常の短縮形式型、強制･原因類と比





















表 5-2 中国語における通常の使役受動構文の事態把握  
 短縮形式型  完全形式型  
強制類  原因類  指示･許容類  
事象構造  使役事態  使役事態  使役事態  
ベース  典型的な他動関係  典型的･拡張的な他動関係  典型的な他動関係  
視点人物  被使役者  被使役者  被使役者  
視座  事態外  事態外  事態外  


































































表 5-3 日本語の使役受動文に対応する中国語訳 (365) 
中訳  受動文 (55/15.1%) 非受動文 (299/81.9%) 非対応  
(11/3%) 直接  間接  使役受動  能動文  使役文  処置文  
持ち主  第三者  自動詞文  他動詞文  
数  33 1 1 20 50 201 46 2 11 
% 9% 0.3% 0.3% 5.5% 13.7% 55.1% 12.6% 0.5% 3% 
 




1) 受動文  
日本語の使役受動文 365 例のうち、受動文は 55 例、15.1%を占めている。受動文のう



























[対訳  布団] 
 
 (81)は「登る」という自動詞、(82)は「嘗める」という他動詞による日本語の使役受動表
現である。それらは、中国語ではそれぞれ、「被 (受動標識 )+领 (連れる )+上(登る )」、「被 (受
動標識 )+迫 (強迫する )+尝 (嘗める )」といった形式で表示する。つまり、原文の述語動詞に
対応する中国語の動詞は直接受動文で結果の意味を表す結果補語になる。  
 第二に、日本語の使役受動文は、中国語で「弄 (する )」という他の動詞を代用する動詞
(以下、仮に「代動詞」と呼ぶ)に元の動詞が結果補語として後続するという動補構造 52、つ
まり「被+代動詞 V1+得+結果 V2」で表現する。  
 




1991、侯精一他 2001)。  
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(83) 小さいうちは好く喧嘩をして、年の少ない私の方がいつでも泣かされた。  
(小时候常常吵架，我年纪小，总是被弄得哭起来 ) 
[対訳  こころ] 
(84) 長島二等兵は顔と両手を火傷して、下痢に悩まされておりました。  
(长岛二等兵的脸和双手被烧伤，被痢疾弄得苦不堪言) 
[対訳  黒い雨] 
 
 (83)の「泣かされた」、(84)の「悩まされておりました」という日本語の使役受動表現は、
中国語において、「被 (受動標識 )+弄 (代動詞)+得 (助詞 )+哭 (泣く)」と「被 (受動標識)+弄 (代動










[対訳  ひとりっ子の上手な育て方 ] 
(86) 必ずししも梶大助の言葉に動かされているわけではないが (後略) 
(这未必是由于被梶大助说动了心 (後略 )) 














((前略 )但沙子却会一下子被吸上天空，又被抛回地面，迎着风被挪来挪去 ) 
[対訳  砂の女] 
 
 (87)の「移動させられる」は、中国語ては「移動する」に対応する他動詞「挪 (動かす )」
による直接受動表現で表されている。中国語の直接受動文では、「挪 (動かす )」という他動














[対訳  青春の蹉跌 ] 
 
 (88)の「秋の曠野に立たされている」を「被遗弃在秋天旷野里 (直訳 :秋の曠野に見捨てら
れた )」、(89)の「牢獄を経験させられた」を「被投进了监狱 (直訳 :監獄に入れられた )」と訳
しているように、中国語において、「遗弃 (見捨てる )」、「投 (入れる )」といった他動詞はそ
れぞれ「立つ」という非能格自動詞、及び「経験する」という他動詞と異なる意味を表す






1 例、合計 2 例しか見つからない。  
 
(90) 然し私は何時でも妻に心を惹かされました。  
(但是，每次我都被妻夺去心魄) 




[対訳  痴人の愛 ] 
 
 (90)の「妻に心を惹かされました」という持ち主の使役受動表現を「被妻夺去心魄 (直訳 :
妻に心を奪い去られる )」という持ち主受動文、 (91)の「背負い投げを喰わされた」を「被
对方来了个大背挎 (直訳 :相手に背負い投げをされた )」という第三者受動文と対応する。中

















[対訳  ノルウェイの森 ] 
 
 中国語の使役受動文に対応する例文 20 例のうち、 (92)のように、心理･感情を表す自動
詞によるものは 18 例、90%にも達している。(92)の「酔わされた」、(93)の「ひどい目にあ
わされた」はそれぞれ、中国語の「被 (受動標識 )+所 (ところ  助詞 53)+迷 (迷う )+住 (止まる )」、
「给 (受動標識 )+吓(驚く )+个 54(助詞「得」に等しい )+半死 (今にも死にそうだ )」に対応する。
このように、中国語の使役受動文も前述した直接受動文と同様、結果補語がつくのが一般
的である。  
2) 非受動文  
日本語の使役受動文が中国語では非受動文として対応するものは 299 例、81.9%にも達















[対訳  野火] 
                                                        
53 刘月华他 (1988:286)によると、「所 (ところ )」は構造助詞の一つであり、他動詞の前に用
いられて「 (名詞+)所+動詞」フレーズを構成する。  




(95) 私は起ち上った。これが私が他者により、動かされ出した初めである。  
(我站起身，这是我第一次在他人左右下行动 ) 
[対訳  野火] 
  
(94)では、「他人の意志で結婚させられる」が「照别人的意志结婚 (他人の意志によって結
婚する )」と訳し、 (95)では、「他者により動かされる」が「在他人左右下行动 (他人の左右
によって動く )」と訳されている。「结婚(結婚する )」、「行动 (動く)」という行為を表す非能
格自動詞は、「照别人的意志 (他人の意志で )」、「在他人左右下 (他者により )」といった前置
詞句と共起することによって、日本語の使役受動文と同じ事態を表している。  





[対訳  こころ] 
(97) 高柳一味の党派は、この風説に驚かされて、今更のように防禦を始めたとやら。  
(高柳之流的党羽对此很惊慌，开始采取对策 ) 

























(99) そのようなことを、わたしは羅先生といっしょに仕事をする中で考えさせられた。  
(我在与罗先生一起工作的过程中思考了这些问题 )  
[対訳  日本戦後名詩百家集 ] 
(100) 私はつまりこの二つのもので歩かせられていた様なものです。  
(总之，就仿佛是这两件事催促着我走路似的 ) 























[対訳  こころ] 
(102) やあ、そう飲まされちゃ、空き腹だからこたえますなあ。  
(哎呀，我还空着肚子呢，你这么灌，可受不了) 
























らしめる )+沉默 (沈黙する )」と、「使役動詞+元の動詞」という形で表現している。一方、
(104)では、「明るまされた」を「照 (照らす)+亮 (明るむ )」と、「普通の他動詞+元の動詞」と
いう形で表現している。使役動詞であれ、普通の他動詞であれ、いずれも使役の意味を持
つものである。  
 第三に、日本語原文の動詞と中国語訳文の動詞は、「話す /言う -聞く」、「勝つ -負ける」の
ように、正反対の視点関係にあるものである。  
 
(105) 時雄は姉の言葉として、妻から常に次のようなことを聞かされる。  
(妻子常对时雄说起从姐姐那儿听到的有关芳子的事 ) 
[対訳  布団] 
 
 (105)に示すように、日本語の「聞かされる」は中国語では、「说 (言う )」と訳されており、
「聞く」と「言う」は同じ事態を正反対の異なった視点から述べる関係にある。  
第四には、日本語原文の他動詞は中国語の語彙的他動詞、例えば「受 (被る )/挨 (受ける)/





[対訳  ひとりっ子の上手な育て方 ] 
(107) 一番呑込みが悪いらしく、幾度となく夫人に  "No good" とどやしつけられ、鞭でピ
シリと喰わされます。  
(他似乎学得最差，好几次让夫上冲他叫喊“NO good”，挨鞭子 ) 







[対訳  心の危機管理術 ] 
 
(106)の「動かされる」、(107)の「喰わされます」及び (108)の「あわされる」は中国語で






 対訳データでは、中国語訳の使役文は「使 (-させる )」、「叫 (命令して -させる )」、「让 (許可
して -させる )」、「令 (-させる )」といった多様の使役標識によるものである。以下、主にいか
なる動詞による日本語の使役受動文は、それぞれ中国語の「使」、「叫」、「让」及び「令」
による使役文になるのかについて、考察を進めていく。  
 2-2-1)「使」使役文  
 前述したように、日本語の使役受動文 365 例のうち、中国語では使役文と訳されるもの
は 46 例、12.6%を占めている。このうち、その半分、23 例は「使」使役文である。そして、
感情･心理及び生理状態を表す非対格自動詞による使役受動文が「使」使役文に対応するの
は 15 例、65%にも達している。  
 
(109) 私はこういう事でよく先生から失望させられた。  
(先生往往在这样的情况下，使我感到失望 ) 
[対訳  こころ] 
(110) 長い封建社会の因習の中で、人間性は窒息させられており (後略) 
(在漫长的封建社会里，旧的传统使人性几乎窒息 ) 
[対訳  近代作家入門 ] 
 
(109)では、感情･心理を表す自動詞の使役受動表現「失望させられた」は「使 (-させ
る )+失望 (失望する)」、 (110)では、生理的状態を表す自動詞の使役受動表現「窒息させら




役文に対応するものは 6 例ある。  
 
(111) 私は彼等から受けた屈辱と損害を小供の時から今日まで背負わされている。  
(他们使我从小时候直到现在，背负着他们加给我的屈辱和损害 ) 
[対訳  こころ] 
(112) そうだなあと低い声で渋っています。私は又はっと思わせられました。  
(后来他小声咕噜着：“是这样呵”。使我不觉一惊 ) 




[対訳  こころ] 
 
(111)では、接触を表す他動詞「背負う」による使役受動表現は「使(-させる )+背负 (背負
う )」、(112)では、感情･心理を表す使役受動表現「はっと思わせられました」「使 (-させる )+
惊 (驚く )」、さらに (113)では、思考を表す他動詞「思い出す」による使役受動表現は「使(-
させる)+回想 (思い出す )」と表現されている。5.3.2 で述べたように、思考･認知を意味する
動詞は中国語では使役受動構文の述語動詞として用いられない。このような動詞による日
本語の使役受動表現は (113)のように、使役文で表されることがある。  
2-2-2)「让」使役文  
原文の使役受動文が「让」使役文に訳されているのは 16 例ある。そのうち、 (114)-













[対訳  ひとりっ子の上手な育て方 ] 
 
(114)は「食べる」による使役受動表現であり、中国語では「让 (するように言う )+吃 (食
べる )」と対応している。また、 (115)は「退学する」による使役受動表現であり、中国語
では「让 (するように言う )+退学 (退学する)」と訳されている。 (114)-(115)の中国語訳で
は、「让 (するように言う )」は「叫 (命令して -させる)」と置き換えても意味が変わらない
ということから、「許可して -させる」という許可･許容の意味よりも、むしろ「命令して -
させる」という指示の意味に近いということがわかる。つまり、意志動詞による「让」使
役文は「叫 (命令して -させる)」による指示使役文と連続体を成している。  
一方、非意志動詞、特に感情･心理を表す非対格自動詞による使役受動文は訳文では、





[対訳  ノルウェイの森 ] 
 
 (116)の「失望させられる」は「让 (～させる )+失望(失望する )」と対応している。(116)の
中国語訳では、「让 (～させる )」は「使 (～させる )」と置き換えても意味が変わらないとい
うことから、「許可して～させる」という許可･許容の意味よりも、むしろ「～させる」と
いう原因･誘発の意味に近いということがわかる。要するに、非意志動詞による「让」使役






/令 /叫 /让」 (牛顺心 2004、周红 2004)のうち、「使 /叫 /让」に限られ (楊凱栄 1989、張志軍  
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1994、潘宁 2013)、もっとも早く使役標識として用いられてきた「令」 (牛顺心 2004)に言
及しているもの (孫艷華 2001)は極めて少ない。しかし、対訳コーパスのデータでは、日本
語の使役受動文は「令」使役文になっているものは 4 例ある。  
 
(117) 船尾ではためく星条旗に、「アメリカに来たんだなあ」という気分にさせられた。  
(看着船尾猎猎作响的星条旗，一种身临美国的现实感令我激动不已 ) 









ったということを表す。それぞれ中国語では、「令 (～させる )+激动 (感激する )」、「令 (～さ







(119) みんな村田銃もたされてます。鉄砲の掃除と、撃ち方をなろてます。  
(都叫扛村田枪，学擦枪、射击) 








 (119)の「もたされてます」は「叫 (命令して～させる )+扛 (持つ )」、 (120)の「読ませられ
る」は「叫 (命令して～させる )+读 (読む )」と対応している。このように、日本語の強制類
の使役受動文は、中国語では「叫」による指示使役文に対応することがある。  
2-3)処置文  
日中対訳コーパスのデータでは、日本語の使役受動文は中国語では、「把 (握る )/将 (つか




(121) 尤もヒステリーを起されて、怪我でもさせられちゃ大変だけれど。  
(不过歇斯底里发起来，把我弄伤可就糟了 ) 





[対訳  心の危機管理術 ] 
 
(121)の「怪我をさせられる」は「把 (処置標識 )+弄 (する )+伤 (怪我をする )」と対応して
いるが、 (122)の「転任させられた」は「将 (処置標識)+调离 (転任する )」と対応してい
る。いずれも「怪我をする」、「転任する」という被使役者の側ではなく、｢怪我をさせ
る｣、「転任させる」という使役者の側から当該使役受動事態を述べている。  
3) 非対応  
 日本語の使役受動の型として対応のない非対応は 11 例、3%と極めて少ない。そのな
か、無対応のものは 4 例、1.1%、名詞などで表示するものは 7 例、1.9%である。  
 
                                                        
55 中国語では、「将」による処置文は、「把」による処置文と同様の意味を表すが、前者
は主に書き言葉に使用されるのに対し、後者は主に話し言葉に用いられる。「把 /将」とい




















動文と対応する場合はあるが、ただ 20 例、5.5%に止まっている。  
2) 同じ使役受動事態は日本語原文では、被使役者の視点から述べるのに対し、中国語
訳文では、使役者の視点から述べる、つまり日中語は同一の使役受動事態を二つの

















表 5-4 中国語の使役受動文に対応する日本語訳 (235) 
日
訳  
受動文(66/28%) 非受動文 (137/58.3%) 非対応  
(32/13.6%) 直接  間接  使役受動  能動文  使役文  
持ち主  自動詞文  他動詞文  
数  43 10 13 113 21 3 32 








1) 受動文  
中国語の使役受動文 235 例のうち、受動文は 66 例、28.1%を占めている。受動文のう
ち、直接受動文が 43 例、18.3%、使役受動文が 13 例、5.5%、間接受動文は 10 例、4.3%
と極めて少ない。  
















[対訳  活动变人形 ] 
 












[対訳  毛泽东选集第一卷 ] 
(126) 进步的国家或事物，如果力量不强，常有被大而退步的国家或事物所灭亡者。  
((前略 )進歩的な国または事物でも、力が強くなければ、大きくて退歩的な国または
事物に滅ぼされることはよくある ) 
[対訳  毛泽东选集第二卷 ] 
  
(125)の「被(受動標識 )+粉碎 (粉砕させる )」は「粉砕する」という、原文の動詞と同形の














[対訳  青春之歌 ] 
(128) 突然，我的额头上轻轻地印下一个吻。我被这突如其来的幸福惊呆了。  
(不意に､額に軽い接吻の感触があった｡おれは突如おとずれた幸福にあっけにとら
れた ) 



















受動文に訳されているのが 2 例ある。  
 
(129) 梅这许久都因为思念困居在家中的母亲和弟弟感到苦恼，此刻也被眼前的景色暂时分
了心 (後略 ) 
(梅はずっと家にいる母や弟のことを心配していたが､この時ここでこの景色にしば
らく心をとらわれて (後略 )) 
[対訳  家 ] 
(130) 他想着，看看兴奋谈论的人群，看看刚刚被他们松过土的互助组的青苗地 (後略 ) 
(かれは思いにふけりながら、楽しそうに話し合っている人たちをながめ、いましが
たその人たちの手で土をほぐされたばかりの、互助組の青々とした苗の植わってい
る畑を見た (後略 )) 
[対訳  金光大道 ] 
 
 (129)の「梅 (人名 )+被 (受動標識 )+分 (分かれ -させる)+了 (完了 )+心(心 )」は「梅が心をと





 また、中国語における直接使役受動文はその日本語訳との対応関係を考察していく。  
  
(131) 道静并没有理会迫在眉睫的凶险处境，却被郑德富这真挚的情谊感动了。  
(道静は、眼前に追っているわが身の危険も忘れ、鄭徳富のま心に胸をうたれた ) 
[対訳  青春之歌 ] 
(132) 当最后一个入眠的高大泉刚刚睡安稳，又被铃声惊醒。  
(みんなが寝いって最後に眠りにはいった高大泉は、その寝入りばなをベルの音で覚
まされた ) 
[対訳  金光大道 ] 
 
(131)の「被 (受動標識 )+感动 (感動させる )」は「胸をうたれた」、(132)の「被 (受動標識)+
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受動文が日本語の持ち主受動文に対応する例は 6 例ある。  
次に、 (133)-(134)のように、生理状態を表す使役動詞による直接使役受動文が日本語訳












[対訳  红高粱] 
 
 (133)の「被 (受動標識 )+家庭(家庭 )+所 (助詞 )+累 (疲れさせる )」は「家庭に足をひっぱられ
ている」と訳され、(134)の「被 (受動標識 )+屎 (くそ )+憋 (つまらせる)+死 (死ぬ )」は「尻の穴
を塞がれて死にそう」と訳されている。原文の述語動詞「累 (疲れさせる )」、「憋 ((息を )つま
-らせる )」はそれぞれ訳文では、それらと異なる意味を持つ、普通の他動詞「引っ張る」と
「塞ぐ」に対応している。訳文では、主語名詞と目的語名詞は、「彼」と「足」、「小山羊」







(135) 东大同学刚刚游行回来，就被集合去听学校当局的堂皇的训话 (後略) 
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、も
ったいぶった訓話を聞かされた ) 










(136) 道静被这女孩子的纯真热情深深感动着。  
(この女の子の純真な熱情に、道静は深く感動させられた ) 
[対訳  青春之歌 ] 
(137) 她还不能够明白鸣凤为什么要这样伤心。但是她已经被这个少女的哭声感动了。  
(彼女は鳴鳳がなぜこんなに悲しんでいるのかわからなかったが､この少女の泣き声
に心を動かされて (後略 )) 
[対訳  家 ] 
 




2) 非受動文  
中国語の使役受動文が日本語では非受動文として対応するものは 137 例、58.3%に達し











中国語において、感情･心理を表す非対格自動詞による使役動詞 (例 :感动 (感動させる )、
吓 (びっくりさせる)、兴奋 (興奮させる )など )から構成された中国語の使役受動文は、原文
の非対格自動詞に対応する自動詞 (例 :感動する、びっくりする、興奮するなど )が日本語に
存在するため、その自動詞による能動文と訳される傾向が強い。日中対訳コーパスからと
ったデータでは、このような例は 88 例もある。例えば、以下のような例文である。  
 
(138) 小女儿继芳也被府里的闹烘烘的空气所兴奋，到这时光还不肯去睡觉。  
(娘の継芳も、屋敷のただならぬ空気に興奮したまだ寝ようとしなかった ) 
[対訳  霜叶红似二月花 ] 
(139) 李槐英在人群中忽然用激昂的尖声高喊起来，许多的同学都被感动了。  
(その李槐英が、人群れの中で、激昂したかん高い声で、こう叫びだしたとき、学生
は感動した ) 
[対訳  青春之歌 ] 
 
 (138)の「被 (受動標識 )+兴奋(興奮させる)」は「興奮した」、(139)の「被(受動標識 )+感动
(感動させる )」は「感動した」と対応している。そのうち、 (138)では背景化された使役者
(無情物を含む )はニ格名詞句で表すのに対し、 (139)では節で表現している。  
















[対訳  轮椅上的梦 ] 
(142) 祥子象被一口风噎住，往下连咽了好几口气。  
(祥子はぐっとつまり、こみあげる怒りをつづけざまに飲みくだした ) 


























[対訳  邓小平文选第一卷 ] 
 









動詞である。このような例文はもっとも多く、計 21 例のうち、13 例もある。  
 
(145) 泪水在他布满皱纹的脸上横流，他的一只袄袖子都被泪水湿得发亮了(後略 ) 
(しわだらけの顔をべとべとに涙でぬらして､その涙をぬぐう袷の袖も光っている ) 
[対訳  轮椅上的梦 ] 
 
(145)の「被 (受動標識 )+湿 (ぬれ -させる )」は「涙をぬぐう」と、他動詞文に対応しており、
訳文の他動詞は原文の述語動詞と異なる意味を表す。  













している。このような例文は 1 例しか見られない。  
 
(146) 美变成了丑，爱变成了亵渎。我被震惊了，也沉默了。  
(美が醜に変わり､愛が冒涜に変わった｡おれはショックを受け､沈黙した ) 
[対訳  人啊，人 ] 
 














[対訳  青春之歌 ] 
(148) 她被一种新奇的神秘似的感觉兴奋得许久都不能安静下来。  
(もの珍らしさと神秘的な感じが、彼女を興奮させ、いつまでもおちつかせなかった ) 
[対訳  青春之歌 ] 




[対訳  轮椅上的梦 ] 
 
(147)の「被 (受動標識 )+感动 (感動させる )」は「感動させた」、(148)の「被(受動標識 )+兴







対応する場合はあるが、ただ 13 例、5.5%に止まっている。  
 第二に、非対格自動詞による使役動詞から構成される原因類が中国語の使役受動文 235
例のうち、強制類の 1 例及び指示･許容類の 1 例を除外し、計 233 例、99%にも達してい
る。このような原因類の場合、同じ使役受動事態は中国語原文では、被使役者の視点から
述べるのに対し、日本語訳文では、使役者の視点から述べる、つまり原文使役受動文 -訳










































































4) 位置･状態変化を意味する非対格自動詞 (例 :移动 -移動する、发展 -発展する、感动 -感








































と考えられる (王力 1954:172、久野 1978:130-131、谷口 2005:40、富田 2007:9、日本語記述
文法研究会 2009:214)。同様に、使役受動構文は視点が使役者から被使役者へ転換する
(②)ことによって、使役能動構文から拡張すると考えられる (小嶋 1994:35)56。また、使役
                                                        
56 小嶋 (1994:35)に、「使役うけみ文を、単に『使役+うけみ』の文ととらえるのではな
































    C =概念化者  
  tr =トラジェクター  
    lm =ランドマーク  
        心的走査  
      変化  
      直接的影響  
      間接的影響  

































(150) 小时候我{ ×被 /○被迫  }学钢琴。  
(子供の頃、私はピアノを習わされました ) 
[車纯莲 2012:17]<日本人の中国語学習者の誤用> 
(151) 私はこの事に{ ×感動された /○感動させられた  } 
[佐治 1992:234]<中国人の日本語学習者の誤用> 
(152) 私たちはその映画を見て{ ×感動させられ /○感動し  }ました。  
[近藤他 2008:299]<中国で編纂される日本語の教科書に見られる不自然な受動表現>  
 
 中国語では、 (150)のように、日本語の強制類の使役受動文に対応する通常の受動文は
めったに用いられず、ほとんどは「被 (受動標識 )+迫(強迫する )」という形式の直接受動文
で表される。しかしながら、現代中国語、特にインターネットなどで日本語の「ピアノを
習わされました」の表す意味が「被 (受動標識 )+学钢琴 (ピアノを習う )」という新型の形式
によって表されることはないわけではない。  
























が、特別な語用論的要因がなければ、無標形式である自動詞文のほうが用いられる。   
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(1) 私は父を殺された。  
[于康 2012:1] 
(2) 张三  被    杀    了    父亲。  







(3) 彰    被    他  的  儿子  把    自己  的  家产  花    干净      了。  
















(4) だから、 (彼は )昨日戻ったところを殺された、ということになりますかね。  
a.彼が戻ったところを殺された  
[仁田 1992:327] 





るように見える新型の受動文が見られる。例えば、 (6)のような例文である。  
 
(6) 白岩松  网上     “被   自杀”    回应  称  “生活  还    那样”  
人名    ネット上  受動  自殺する  返事  言う  生活  まだ  あのように  






























後に 6.6 では結論を述べる。  
 




たので、第 6 章ではそれについて再び紹介しないことにする。  




                                                        
58 日本語の持ち主受動文においては、第 2 章で述べたように、ヲ格、ニ格、カラ格、ヘ
格、デ格、ト格、ガ格名詞の属格や、埋め込み文中にある属格、さらに埋め込み文中の主
語の役割を担うガ格･ニ格の、受動文の主格への転換が可能である。よって、日本語の持
ち主受動構文の形式としては、「NP1 が NP2 に NP3 を V られる」のみならず、「NP1 が
NP2 から/で/ために NP3 に /から /へ /で /と V られる」及び「NP1 が NP2 に(NP3 を )V られ









(7) 私は、友人にいきなり後ろから肩を叩かれた。  
a.元の能動文 :友人がいきなり後ろから私の肩を叩いた  
[日本語記述文法研究会  2009:243] 
(8) 父は風に帽子を飛ばされた。  
a.元の能動文 :風が父の帽子を飛ばした  
[日本語記述文法研究会  2009:244] 
 
このような受動文の特徴は、ガ格名詞がヲ格名詞の広い意味での持ち主になっていると
いうことと、元の能動文の属格 (ノ格 )が受動文の主格 (ガ格 )になっているということである
(山内 1997:119)。 
下表に示すように、 (7)-(8)のような持ち主受動構文は各研究者の分類によって異なる。  
 
 表 6-1 各研究者の「持ち主受動構文」への分類  
 私は、友人にいきなり後ろから肩を叩かれた  父は風に帽子を飛ばされた  
三上 (1972) 第三者の受動  
寺村 (1982) 間接受動  
森山 (1988) 身体部分の受動  所有物の受動  
工藤 (1990) 当事者受動文  
仁田 (1991) 持ち主の受動  第三者の受動  
張麟声 (1997) 直接受動  持ち主の受動  
山内 (1997) 持ち主の受動 (斜格昇格型 ) 
不可譲渡所有 (部分･親族の受動 ) 可譲渡所有 (所有物の受動 ) 





















できた「X ガ Y ニ Z ヲ～ラレル」というタイプの持ち主受動構文の下位分類は以下のとお
りである。  
 
1) 属格昇格型受身の定義  
能動文中の属格が昇格して作られる受身文のことである。  






3) ヲ格の属格による属格昇格型受身の下位分類  
①  部分の受身 (物理的に分離不可能 ) 
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例 :太郎は犬に手をかまれた。  
②  所有物の受身 (物理的に分離可能 ) 
例 :花子は太郎に日記を読まれた。  
③  親族の受身 (物理的に分離可能 ) 
































































6-2 になる。  
 
(10) 太郎が先生に息子を殴られた。 (太郎の息子) 
(11) 太郎が誰かに車を壊された。(太郎の所有物である車 ) 


















ニ  ヲ  
C 




    C =概念化者  
    R =参照点  
    T =ターゲット  







きるからである (町田 2004:395)。  
さらに、町田 (2004)によると、参照点関係のターゲットはモノからコトへと拡張してい
く。例えば、 (13)のような持ち主受動文の表す参照点関係は図 6-3 のようになる。  
 




































(14) 太郎は母に死なれた 59。(太郎の母 ) 













                                                        










って、「直接的影響」と「間接的影響」と二分することが多い (柴谷 1978、工藤 1990、小






6.2.2 中国語の持ち主受動文に関する先行研究  
 
中国語においても、 (16)のように上述した日本語の持ち主受動文に対応する受動文が存
在し (鵜殿 2005、于康 2012,2013)、「保留賓語の受動文」あるいは「目的語残存の受動文」
と呼ばれている。  
 
(16) 你      被    小偷  偷    过             手机   吗？  





定 (1980,1986)、朱德熙 (1982)、徐杰 (1999,2006)、陆俭明 (2004)、邓思颖 (2006)、潘海华 ,韩景




(17) 他  被    敌人  炸        伤      了    左脚。  
彼  受動  敵    爆撃する  傷つく  完了  左足  
(私は敵に左足を爆撃で吹き飛ばされた ) 
(18) 我  给    地主  害    死    了    爹，  他  给    地主  害    死    了    娘。  
私  受動  地主  殺す  死ぬ  完了  親父  彼  受動  地主  殺す  死ぬ  完了  娘  
(私は地主におやじを殺され、彼は地主におふくろを殺された ) 
 







(19) 平房  被    敌人  烧    毁    了    几间。  





属｣関係 ((20))、｢全体 -部分｣関係 ((21))、｢親族｣関係 ((22))という三つに分類している。  
 
(20) 李四  被    打    伤      了    一条  胳膊。  
人名  受動  殴る  傷つく  完了  一本  腕  
(李四は腕をやられた ) 
[徐杰 1999:17] 
(21) 苹果    被    削    了    皮。  
りんご  受動  剥く  完了  皮  
(リンゴは、皮を剥かれた ) 
[于康訳 2012:2] 
(22) 张三  被    杀    了    父亲。  























動文、つまり(23)のような「把」を伴うタイプも挙げられる (邵敬敏 1983、李临定 1986、李
珊 1993、闫娇莲 2008、柴东英 2012)。  
 
(23) 彰    被    他  的  儿子  把    自己  的  家产  花    干净      了。  





















































(24) ○我  被    太郎  撕    破    了    衣服。  
私  受動  人名  引く  破る  完了  衣服  
(私は太郎に衣服を破られた ) 
(25) ×我  被    太郎  撕    破    了    信。  




中島 (2012:13-14)によると、 (25)が非文法的なのは、主文主語「我 (私 )」と補文の目的語
「信 (手紙 )」との関連性が弱いことによる。一方、「我 (私 )」と「衣服 (衣服 )」のように持ち
主と所有物の関係が成り立つ、関連性の強い (24)は文法的に成立する。確かに、(25)と比べ
て、(24)のほうが主語と目的語との関連性が強いが、(25)は (24)と同様に、目的語「衣服 (衣
服 )」と主語「我 (私 )」との間には所有関係が認められ、しかも「把」を伴う形式の受動文
にすると、「我被太郎把信撕破了 (私は太郎に手紙を破られた )」のように中国語の持ち主受
動文としては成立する。さらに、(25)と同様に、分離可能な所有関係にある中国語の持ち主
受動文も見られる。例えば、 (26)のようなものである。  
 
(26) 到后来，   听说      连      真的    在  报纸  上  被    点        着    名儿  
後になって  だそうだ  さえも  本当に  に  新聞  上  受動  指定する  持続  名前  
批评      了    作品  的  那个  “编  小说”的，也  没    多大事儿，    还是照样  
批判する  完了  作品  の  あの  書く  小説   の   も  ない  たいしたこと  相変わらず  
写    他的  小说，照样            登        出来。  
書く  彼の  小説   いつものように  掲載する  てくる  
(聞くところによると､ほんとうに新聞で名指しで作品を批判された小説書きも､た
いしたことはなく､相変わらず小説を書いて､発表しているそうだ ) 






目的語「作品 (作品 )」との関係性が、(24)の「我 (私)」と「衣服 (衣服 )」との関連性ほど強く



























                                                        








本語の「NP1 が NP2 に NP3 を V られる」、中国語の「NP1+被+NP2+VP+NP3」と「NP1+被
+NP2+把+NP3+VP」のうち、所有物を表す NP3 を省略し、直接受動文である「NP1 が NP2
に V られる」、「NP1+被+NP2+VP」としても両者の意味に矛盾が生じない場合を指すが、後
者は、日本語の「NP1 が NP2 に NP3 を V られる」、中国語の「NP1+被+NP2+VP+NP3」と
「NP1+被+NP2+把+NP3+VP」のうち、所有物を表す NP3 を省略し、「NP1 が NP2 に V られ
る」、「NP1+被+NP2+VP」として両者の意味に矛盾が生じる場合をいう。  
まず 6.3.1 で、所有関係に関する先行研究を踏まえて、日中語の持ち主受動文に見られる
所有関係を整理し分類する。続いて、6.3.2 から 6.3.5 にわたって、実例に基づき、所有関















                                                        




①  人とその体の一部の関係  
②  人とその側面の関係  
③  人とその所有物の関係  
④  人とその親族の関係  
⑤  全体と部分の関係  
⑥  同一関係  
以上のように、日中語の持ち主受動文に存在する所有関係を持ち主と所有物との意味関
係によって分類する場合、そこにはさまざまな類分けの可能性が存在し、下位分類の呼び
方も多少異なる。桃内 (2004)は、所有に関する Heine(1997)及び角田 (2009)の論述における









身体部位  ＞  属性  ＞  衣類  ＞  (親族 ) ＞  愛玩動物 ＞  作品 ＞  その他の所有物  
BODYP      STATE   CON2    KIN 
INHEP       CON1 
             RELSP 
 
BODYP (Body-parts 身体部位 )                               KIN(Kinship terms 親族対象 ) 
INHEP (Inherent parts of other items eg.branch, handle )   
STATE (Physical and mental states eg.strength, fear)  
CON1 (Culture specific conventions1 eg.name, voice, smell, shadow, footprint, property, home)  
RELSP (Relational spatial concepts eg.top,  bottom, interio)   
CON2 (Culture specific conventions2 eg.nerhbor, house, bed, fire, clothes, spear)                                                                 

















図 6-5 日中語の持ち主受動構文に見られる所有関係の分類  
 





(1)全体 -部分関係 例:私 -足 苹果 -皮 (りんご -皮 ) 
(2)本体 -属性関係 例:彼 -姿 私 -悲しみ 衣服 -颜色 (服 -色 ) 
(3)主体 -活動関係 例:彼 -腰掛ける 她 -手势 (彼女 -手真似 ) 
白岩松 -自杀 (人 -自殺する )  
军力 -强大(軍事力 -強い ) 
(4)相互依存関係  例:親 -子供 先生 -学生  她 -女儿 (彼女-娘 ) 
(5)同一関係    例:货物 -它 (貨物 -それ ) 他 -他 (彼 -彼 ) 



















れも形式上節ではなく、動詞 (句 )、名詞 (句 )、または形容詞 (句 )によって表され、例外的な
存在である。このように、主体 -活動関係にある日中語の持ち主受動文は全体 -部分関係、本






























仁田 (1992)が挙げた例文は、以下 (27)-(29)のようなものである。  
 
(27) 彼は (中略 )だから、昨日戻ったところを殺された、ということになりますかね。  
a.元の能動文 :誰かは彼が戻ったところを殺す  
(28) 彼はヒサの財布を奪い、再び駅に向かったが、引返すのを駅員に見られそうなので、
車の通る街道まで歩いてタクシーを拾い、新宿に出た。  
a.元の能動文 :駅員は彼が引返すのを見る  
(29) そこまでは気がつかなかった。大崎は、一寸の隙をグサリと突かれたようにおもっ
た。二人の刑事は大崎の反応を確かめるように視線をこらしている。  






























[対訳  あした来る人 ] 
(31) 地面に転がった一人の子は這い起きて、これは跛をひきながら駈け去った。トラッ
クの枠に腰かけていたところを吹き落されたものらしい。  
[対訳  黒い雨] 
(32) だめだ、子供は山へ入って行くのをとめられている。外国兵とまちがって撃たれる
ぞ。  































                                                        
64 本論文でいう「受影者視点」は、ほぼ益岡 (1982)の「受影性の前景化」という概念に相
当する。「受影性の前景化」とは、ある出来事の結果として心理的或いは物理的影響を被







































(杏子不想{ 让 /被  }梶觉察出自己的呜咽。当梶大助的脚步声传来时，又继续往前走
去 ) 





[対訳  こころ] 
(35) 杏子は(中略 )昼間八千代に会っていて､その同じ日の夜に､克平と一緒に花火を見に
行ったことを知られるのはいやだった｡ 
(杏子(中略 )白天已经见过，她不愿意{ 让 /被  }八千代知道自己同一天晚上和克平一
起去看烟花 ) 
[対訳  あした来る人 ] 
(36) 女から手紙が来たのを母に知られたということに、賢一郎は若い羞恥を感じていた。 
({ 让 /被  }母亲知道了有女人给他写信，使贤一郎感到青年人常有的那种羞怯 ) 
[対訳  青春の蹉跌 ] 
(37) 阿巧  不敢            做      声，心里    却        万分    怔忡……还是      
人名  する勇気がない  立てる  声   心の中  ところが  極めて  動悸       それとも  
刚才  被    她    看见    了    她    对  阿寿  做    了    两次  的  手势。  
先    受動  彼女  見える  完了  彼女  に  人名  する  完了  二回  の  手真似  
(阿巧は震え上って、声も出せなかった……それとも、さっき阿寿に手真似をした
のが見つかったのか、どちらとも見当がつかなかった )  






































他不愿意{ 让 /被  }人家知道他把鼻子的事放在心上 ) 
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[対訳  鼻 ] 
(40) このままに済ましてはおれの顔にかかわる。江戸っ子は意気地がないと云われるの
は残念だ。  
(若就此罢休又关系到自己的脸面。要是{ 叫 /被  }人说什么江户哥儿不争气，那就太遗
憾了 ) 












と区別するため、静的活動として位置づける 66。  
(39)-(40)の中国語訳を見てみよう。 (39)の「让人家知道他把鼻子的事放在心上 (彼が鼻を
気にしているという事を人に知られる )」の「让」、 (40)の「叫人说什么江户哥儿不争气 (人
に江戸っ子は意気地がないと云われる )」の「叫」はともに「被」という受動専用の形式
に置き換えられるため、両訳文はともに受動文であることがわかる。そして、目的語節
「他把鼻子的事放在心上 (彼が鼻を気にしているという事 )」、「江户哥儿不争气 (江戸っ子





























(41) 白岩松  网上     “被   自杀”    回应  称  “生活  还    那样”  
人名    ネット上  受動  自殺する  返事  言う  生活  まだ  あのように  
(白岩松が (元気でいるが )ネットで (記者に )自殺して死んだといわれてしまい、「生        
活は変わっていない」と返事をした ) 
[例(6)再掲 ] 
(42) 哈尔滨  女子  建设银行  卡      1 万元   莫名    “被   消费”  
地名    女性  銀行名   カード  １万元  不思議に  受動  消費する  
(ハルビン女性の建設銀行カードにある 1 万元は (本当は使われていないのに銀行員       
によって )使われたことにされた ) 
[东北新闻网 2013-12-05] 
(43) 中国  军力  “被”  强大，终        将        误    国  误    民！  
中国  軍事力  受動  強い   最終的に  であろう  誤る  国  誤る  国民  





(44) 被    小三  和  被    人  当作    假想敌  的  女生  就      在    我们    身边。  
受動  愛人  と  受動  人  と思う  仮想敵  の  女性  絶対に  いる  私たち  身の回り  







主格名詞「白岩松 (白岩松 )」が受動文の主語に来る。 (42)の「1 万元“被消费”(1 万元は本
当は使われていないのに銀行員によって使われたことにされた」は、元の能動文中の目的
語節「1 万元被消费了 (1 万元が使われた)」では、「使われてなくなった」という変化が





主語に来る。 (44)の「女生被小三 (女性が愛人ではないのに愛人であることにされる )」
は、元の能動文中の目的語節になる主述構造「女生 /她是小三 ((女性･彼女が愛人である )」
では、「愛人である」という属性･状態が「女性･彼女」の持つものであり、その主語の意
味役割を担う主格名詞「女生(女性 )」が受動文の主語に来る。  
このように、 (41)-(42)は動的活動、 (43)-(44)は静的活動を表す持ち主受動文である。こ
れらの活動を表す目的語節の一部、つまり活動の意味論的な中心である「自杀 (自殺す










                                    
(45) 安徽  省  凤台  县  连续      多年  财政  收入  位居      全省  县财政  收入  的  
地名  省  地名  県  連続する  長年  財政  収入  に位する  全省  県財政  収入  の  
第一位，  却        仍然        戴      着  “安徽  省  扶        贫    开发  
首位      ところが  相変わらず  かぶる  持続  地名  省  救済する  貧困  開発する  
工作  重点  县” 的  帽子，    为什么   就这样       心甘情愿        地   “被  
活動  重点  県    の  レッテル  なぜ     このように   喜んで甘んじる  に    受動  
贫困”  呢？  
貧困    のか  
(安徽省鳳台県は長年連続して財政収入が全省県財政収入の首位に立っているが、  
相変わらず「安徽省貧困救済、開発活動の重点対象県」というレッテルを貼られて
いる。なぜこのように甘んじて (貧困ではないのに )貧困であることにされるの        
か ) 
[百度评论 2010-05-21] 
(46) 主动   “被   残疾”，             是否            担          刑责？  
積極的  受動  体に障害があること  であるかどうか  引き受ける  刑事責任  





府に貧困であることにされる )」は、その連用修飾語「心甘情愿 (喜んで甘んじる )」から
もわかるように、主語「安徽省鳳台県」に関連する有情物にとって、当該事態が利益にな
る。同様に、 (46)の「某人主动“被残疾”(ある人が自ら積極的に体に障害がないのに政府に





















の目的語節の一部が動詞 (句)のみならず、形容詞 (句 )及び名詞(句 )によって表現されるこ
ともある。このように、元の認定類の述語動詞が言語化されず、「被」受動文では受動形
式の「被」に後続するものが述語である、といったことにより、動詞 (句)、形容詞 (句 )及
び名詞(句 )によって明示された元の目的語節の一部は、新型の持ち主受動文の「述語」と
しての地位を得るようになったと考えられる。ゆえに、新型の持ち主受動文の「述語」と
して、通常及び日本語の持ち主受動文のように、動詞 (句 )は勿論、形容詞 (句 )、さらに名














表 6-2 主体 -活動関係にある日中語の持ち主受動構文の異同点  
 日本語  中国語  
通常  新型  
主語  有情物のみ  有情物のみ  有情物と無情物  
述
語  







情意性  被害  被害  被害と利益  
形式  目的語残存形式  目的語残存形式のみ  目的語残存形式のみ  
述語と活動全体  述語と活動全体  述語略、活動の一部  
動詞のみ  動詞のみ  動詞、形容詞、名詞  







のみならず、形容詞 (句 )及び名詞 (句 )によって表される非状況活動の持ち主受動文は日本
語にはないが、中国語にはあるということとの二点にある。  
 


























(47) 私は警官に息子を殴られた。  
a.中国語訳 :我被警察{ ???打了儿子 /???把儿子打了  } 
 [仁田 1992:351] 
(48) 僕は、子供を先生に褒められた。  
a.中国語訳 :我被老师{ ???表扬了孩子 /???把孩子表扬了  } 
[谷口 2005:309] 
(49) 刘桂英  不再         问    了，  她    紧紧地      抱     着     平波，像    
人名    もう -しない  聞く  完了  彼女  しっかりと  抱く   持続   人名   のように  
怕      被    人  把    这一个  女儿  也  抱    走。  







(50) 她    像        一个  被    人  抢    走    了    妈妈  的  孩子 (後略) 
彼女  のように  一人  受動  人  奪う  去る  完了  母親  の  子供  
(彼女は母親を奪い去られる子どものように (後略 )) 
[対訳  青春之歌 ] 
 
(47)-(50)はいずれも目的語名詞「息子」、「子供」、「女儿(娘 )」、「妈妈 (母親 )」が当該受動






























(51) 太郎は母に死なれた。  
a.元の能動文 :太郎の母が死んだ   
[例(14)再掲 ]                                           
(52) 女子  被    儿子  吵  醒      将    其  残忍  杀  死  
女性  受動  息子  騒ぐ  醒める  処置  彼  残酷  殺す  死ぬ  
(女性は息子に騒がれて目が覚めたので、彼を殺した) 
a.元の能動文 :女子的儿子吵  
[华东在线 2015-04-16] 
(53) 太郎が娘に学校を辞められた。  
a.元の能動文 :太郎の娘が学校を辞めた  
[町田 2004:395] 
(54) 祝大  刚要        开口，    早    被    他  老婆  抢着      说道 (略) 
人名  したときに  口を開く  早く  受動  彼  女房  先を争う  言う  
(祝大が口をひらきかけたとき、女房のほうが横から口を出した ) 
a.元の能動文 :他老婆抢着说道  





中国語では (52)の「女子被儿子吵醒 (女性は息子に騒がれて目が覚めた )」は、主語名詞「女
子 (女性 )」と行為主体名詞「儿子 (息子 )」との間、(54)の「祝大被他老婆抢着说道 (祝大が女











































(55) 那个  孩子  被    人  把    他  打    了    一顿。  

















(56) 李槐英  和  黄梅霜  也  被    刘文蔚  把    她们      分      在  两张  桌子     
人名    と  人名    も  受動  人名    処置  彼女たち  分ける  に  二つ  テープル  
上  了。  




[対訳  青春之歌 ] 
(57) 他  得                  睁      着    眼，清清楚楚的  看    着，到底    
彼  しなければならない  あける  持続  目   はっきりと  見る  持続  いったい  
怎样        被    别人  把    他  推    下去。  
どのように  受動  他人  処置  彼  押す  落ちる  
(いったいだれが、どんなふうにおれを泥沼につきおとすか、はっきり見さだめてや
るのだ) 
[対訳  骆驼祥子 ] 
 
例えば、(56)の「李槐英和黄梅霜也被刘文蔚把她们分在两张桌子上 (直訳 :李槐英と黄梅霜






を強調するニュアンスを持っていると考えられる。このことは (57)にも当てはまる。  
 
(58) 如同             一间  房子  那么  大      的  货物，据说   有    一万多   斤   重， 
まるで -のようだ  一間   家   ほど  大きい  の  貨物  そうだ  ある  一万余り  斤  重さ  
在  陈师傅  带领      呼喊  的  号子声  里，在  众人    汇合      成    一股  力量  
に  陳親方  指揮する  叫ぶ  の  かけ声  に   に  みんな  合流する  なる  数量  力  
的  滚撬  牵拽  之下，在  稳稳地  移动     着，  一节一节地  移动      着；  最后，  
の  てこ  引く  下で  に  徐々に  移動する  持続  ゆっくりと  移動する  持続  最後に  
终于      被    人们    把    它    运    进    了    那个  新      修      起来   
とうとう  受動  みんな  処置  それ  運ぶ  入る  完了  あの  新しく  建てる  て上がる  
的  大库房  里。  















































(59) のび太君はジャイアンに頭を殴られすぎたから馬鹿になったんですか？  
a.元の能動文 :ジャイアンがのび太君の頭を殴った  
 [少納言  Yahoo!知恵袋 ] 
(60) 他  被    敌人  打    伤        了    腿。  
彼  受動  敵    殴る  負傷する  完了  足  
(彼は敵に足をやられた ) 
a.元の能動文 :敌人打伤了他的腿  















































(61) 子供はジョンにその本を与えられた。  
a.元の能動文 :ジョンが子供にその本を与えた  
[岸本 2013:214] 
(62) 小李    被    小王    送      了    一张  好人卡。  
李さん  受動  王さん  おくる  完了  一枚  よい人カード  
(李さんは王さんによい人カードをおくられた) 
















を殴られた )」、「他被敌人把腿打了 (直訳 :彼は敵に足を殴られた )」は結果が明示された形式、












(63) 春子は心を打たれ、やや暫くその紙面を見つめていた。  
[于康 2012:4] 
(64) 当心        被    经理  打    屁股！  
気をつける  受動  社長  叩く  お尻  
(気をつけてね。社長に怒られないように ) 
a.「把」を伴う形式の持ち主受動文 :♯当心被经理把屁股打！  
[于康訳 2012:5] 
 
「心を打たれる」と「被打屁股 (直訳 :尻を叩かれる(怒られる ))」は日中語において、それ
らの目的語と動詞がコロケーションであるため、その構成成分がそれほど自由に動くこと










ば、 (65)-(67)のような例文である。  
 
(65) 花子は太郎に髪を切られた。  
[山内 1997:127] 
(66) 有一天，他  果然    被    人  剪    去      了    辫子。  




a.「把」を伴う形式の持ち主受動文 :有一天，他果然被人把辫子剪去了  
[勝川訳 2013:172] 
(67) 莫大年  问：“听说   你      被    军阀  把    天灵盖  掀    了。”  




(65)-(67)は対象変化の接触動詞「切る」、「剪 (切る )」、「掀 (取る )」による日中語の持ち主
受動文である。(65)の「花子は太郎に髪を切られた」の目的語名詞を省略した形式、「花子
は太郎に切られた」は元の形式と意味的に矛盾が生じる。同様に、(66)の「他被人剪去了辫
子 (彼は人に辮髪を切り取られた )」の目的語名詞を省略し、「他被人剪去了 (彼は人に切り取
られた)」という形式は受動文としては成立できなくなる。 (67)の「你被军阀把天灵盖掀了
(あなたは軍閥によって頭蓋骨を割られた )」の「把」及びその目的語名詞を省略し、「你被



























a. 克平被乙醇{ ○推着脊梁 /×把脊梁推着  }，好不容易挤了上去  
























(70) 父親は息子に肩をもまれて気持ちよさそうだ。  
(71) 被   男朋友  牵    着    手  逛街          真      好。  























(72) 隣の家が突風に屋根を{ ○吹き飛ばされた /×吹かれた  }。 
                                                        




(73) 帆布    篷  裂      了    几条      大      口，    舵楼    坏     了    半边，左舷  
ズック  苫  裂ける  完了  いくつか  大きい  裂け目  操舵室  壊れる  完了  半分   左舷  
 
被    桥洞          的  石  壁  擦      去      了    一片    皮……  
受動  橋脚間の空洞  の  石  壁  擦れる  離れる  完了  一切れ  皮  
(カンバスは数カ所で大きく裂け、操舵室は半分がこわれ、左舷の鉄板が一枚、橋
の石の壁でこすれてはがれていた ) 
a.左舷被桥洞的石壁{ ○擦去 /×擦  }了一片皮  
b.「把」を伴う形式の持ち主受動文 : ?左舷被桥洞的石壁把一片皮擦去了  
[対訳  霜叶红似二月花 ] 
 
(72)は状態変化動詞「吹き飛ばす」による日本語の持ち主受動文、影山 (2006:205)でいう
「状態変化受動文」であるが、その動詞を継続的アスペクトの働きかけ動詞 (例 :吹く )に置
き換えると、非文法的ないし極めて不自然な文になる。このことは中国語の無情物主語持
ち主受動文にも当てはまる。(73)a に示すように、「左舷被桥洞的石壁擦去了一片皮 (直訳 :左
舷が橋の石の壁で鉄板一枚をこすり取られた )」の結果補語を表す動詞「去 (離れる /取る )」
を削除すると、「左舷被桥洞的石壁擦了一片皮 (直訳 :左舷が橋の石の壁で鉄板一枚をこすら














(74) 富士山は山頂を新雪{ に /で  }覆われていた。  
[影山 2006:217] 
a.○富士山は、まだ山頂を新雪{ に /で  }覆われていた  
b.現在形 :富士山は来月には、山頂を新雪{ に /で  }覆われる  <習慣、将来の見込み> 
(75) 日本語の国土は大半を山地で占められている。  
[影山 2006:220] 
a.×日本語の国土は、まだ大半を山地で占められている  


























1) 述語動詞においては、全体 -部分関係にある日中語の持ち主受動文は主に接触動詞 (対
象変化動詞と対象非変化動詞を含む )によるものである。これは接触動詞の語彙的意
味に関わると考える。つまり、接触という動きでは、ある部分において接触すること
















の形式のみならず、「把」を伴う形式も可能である。   
また、日中語の持ち主受動構文の使用要因として、主に以下の三つが挙げられる。  
1) 所有物を表す目的語を省略、または他の位置 (主語など )に移動すると、当該受動表現
が成立できなくなる、という構文上の制約が挙げられる。その典型例は「心を打たれ




                                                        








6.3.5.2 本体 -属性関係にある日中語の持ち主受動構文  
 
本体 -属性関係とは、所有物が持ち主の持つある側面的特徴や性質･属性の類概念を表す
ものである (勝川 2008b:395)。本論文では、属性には、身長、体重、血液型、健康状態 (有情
物の場合 )など、サイズ、材質、デザイン (無情物の場合 )などの準身体的所有物や、感情、
意識、思考･認知などの精神的所有物、国籍、年齢、名前、身分、職業、価格などの社会的









[対訳  坊ちゃん ] 
(77) 那时候  他  犯    了    错误，  被    撤      了    职，在  总政治部  编         





[対訳  我的父亲邓小平 ] 
(78) 1992 年，又    被    人  用      硫酸  把    容貌  毁    成    这样。  
1992 年   また  受動  人  用いる  硫酸  処置  容貌  壊す  なる  このように  
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(1992 年に、また人に硫酸で容貌を損なわれてこのようになってしまった ) 
a.目的語残留形式 :×1992 年，又被人用硫酸毁容貌成这样  
[闫娇莲 2008:10] 
(79) 名前を盗まれた橋をみたことがある。  
[対訳  日本戦後名詩百家集 ] 
(80) 昏睡        了    一夜  的  秀娥  大婶     慢慢        睁开    了     她   那  
昏々と眠る  完了  一晩  の  人名  おばさん  ゆっくりと  開ける  完了  彼女  その   
被    破灭        的  生活  驱散    了    光泽  的  眼睛，她的    空洞       的    
受動  消え失せる  の  生活  なくす  完了  光沢  の  目    彼女の  中身がない  の  
目光  望      着    屋顶 (後略) 
眼光  眺める  持続  天井  
(一晩意識のなかった秀娥は､ぼんやりと目を開いた｡光をなくした瞳を天井に向け
(後略)) 









の意味が述語動詞の語彙的意味 (「撤 (免ずる )」、「驱散 (なくす )」)に含まれているため、そ
れに結果補語が後続しなくてもよいのである。(78)は (77)、(80)と同様、対象変化動詞「毁
(壊す･損なう )」による持ち主受動文であるが、後続する結果補語「成这样 (このようにな















[対訳  あした来る人 ] 
(82) 事实  就是    这样，      他  只是  在  死后  才        被    个别人    想    起  
事実  なのだ  このように  彼  だけ  に  死後  してこそ  受動  個別の人  思う  出す  
了    好处。  
完了  恩恵  
(事実なのだ、父は死後はじめて、個別の人にその良さを思い出してもらったのだ ) 
[対訳  活动变人形 ] 
(83) それにあの沈黙だって、うっかり裸の寝姿を見られてしまった、不用意を、ただ恥
入ってのことにすぎなかったのかもしれないではないか。  
[対訳  砂の女] 
(84) 她    觉得    好像    被    人  窥    到    了    心里的    隐私       似的。  




























a.自分がまだ、周囲をスパイで取り巻かれている         <動作持続と結果持続> 
[仁田 1992:329] 
(86) 敷地は広く､まわりを高いコンクリートの塀{ に /で  }囲まれていた｡ 
a.敷地はまだ、まわりを高いコンクリートの塀に囲まれている   <結果持続のみ> 























































(87) 花子は太郎にスカートを引っ張られた。  
[山内 1997:125] 
(88) 太郎は恋人に背広を褒められた。  
[山内 1997:126] 
(89) 她    被    树枝  挂    破    了    衣服。  



















(90) 先日、韓国旅行中に、財布をすられました。  
[少納言  Yahoo!知恵袋 ] 
 
(91) 你      被    小偷  偷    过    手机  吗？  





中語の持ち主受動文では、主に (90)-(93)のように、取消･受け取り (例 :する、盗む、没収す
る )、作用 (例 :使う )を意味する対象変化動詞は述語として用いられるが、(94)-(98)のように





[対訳  激動の百年史 ] 
(93) 彰    被    他  的  儿子  把    自己  的  家产  花    干净      了。  
人名  受動  彼  の  息子  処置  自分  の  家産  使う  すっかり  完了  
(彰さんは子供に自分の家の財産をすっかり使い果たされた ) 
[例(23)再掲 ] 
(94) 花子は太郎に日記を読まれた。  
[山内 1997:126] 
(95) 花子はクラスメートに弁当箱を笑われた。  
[山内 1997:126] 





(97) 到后来，   听说      连      真的    在  报纸  上  被    点        着    名儿  
後になって  だそうだ  さえも  本当に  に  新聞  上  受動  指定する  持続  名前  
批评      了    作品  的  那个  “编  小说”的，也  没    多大事儿，    还是照样  
批判する  完了  作品  の  あの  書く  小説   の   も  ない  たいしたこと  相変わらず  
写    他的  小说，照样            登        出来。  




(98) 有   一次，一个  日本  老年      旅游团    整个  团    上    了    黑车，    被  
ある  一回   一人  日本  お年寄り  観光団体  全体  団体  乗る  完了  未登録車  受動  
骗    走    了    钱财。  
騙す  取る  完了  金銭財物   
(日本のお年寄りの団体観光客が丸ごとバスに乗せられ、金を騙し取られたケースも
あった) 





















































1) 所有物を表す目的語を省略、または他の位置 (例 :主語など )に移動すると、当該受動表
現が成立できなくなる、という構文上の制約  
2) 所有物を表す目的語を省略、または他の位置 (例 :主語など )に移動しても二つの受動
表現の意味に矛盾が生じない場合、語用論的要因が二つ考えられる。  











































まず、日本語の持ち主受動文 (99)の表す事態は認知モデルによって表示すると、図 6-6 に
なる。C は概念化者、R は参照点、T はターゲットを表す。点線の矢印は概念化者の心的
走査を表示する。太線は前景、細線は背景を表す。  
 
(99) のび太君はジャイアンに頭を殴られすぎたから馬鹿になったんですか？  
 [例 (59)再掲 ] 
 












の受けた「被害」の意味は言語化されていないため、Change-State 節は背景化される。  
一方、中国語の持ち主受動文 (100)の表す事象構造は次のようになる。  
 
(100) 他  被    敌人  打    伤        了    腿。  
彼   受動  敵    殴る  負傷する  完了  足  
(彼は敵に足をやられた ) 
 [例 (60)再掲 ] 
 












































害」の意味が明示されるため、Change-State 節は焦点化されている。  
 







 [例 (28)再掲 ] 
  





























(102) 杏子は (中略 )昼間八千代に会っていて､その同じ日の夜に､克平と一緒に花火を見
に行ったことを知られるのはいやだった｡ 
 [例 (35)再掲 ] 
 
 











(103) 阿巧  不敢            做      声，心里    却        万分    怔忡……还是      
人名  する勇気がない  立てる  声   心の中  ところが  極めて  動悸       それとも  
刚才  被    她    看见    了    她    对  阿寿  做    了    两次  的  手势。  


























図 6-10 主体 -活動関係にある中国語の通常の持ち主受動構文の事象構造 (非状況活動 ) 
  
 図 6-9、図 6-10 に示すように、 (102)と (103)は同じ事態把握を表している。「阿巧被她看





明示されていないため、State 節は背景となっている。  






























(104) 白岩松  网上     “被   自杀”    回应  称  “生活  还    那样”  
人名    ネット上  受動  自殺する  返事  言う  生活  まだ  あのように  
















(105) 郭美美  之  母   自   曝         炒股    发家       郎咸平  “被        采访”  
人名   の  母  自ら  暴露する  株の売買  家を富ます  人名  受動  インタビューする  





























図 6-12 主体 -活動関係にある中国語の新型の持ち主受動構文の事象構造 (二重受動 ) 
 
図 6-11、図 6-12 からもわかるように、 (104)と (105)は同じ事態把握を表している。ただ
し、両者は二点で異なる。まず、言語内容である事態は (104)では一つの参与者を含むもの
であるのに対し、(105)では二つの参与者を含むものである。また、参照点となる参与者は








































(106) 那个  孩子  被    人  把    他  打    了    一顿。  












































(107) 私は警官に息子を殴られた。  
 [例 (47)再掲 ] 
 

































接性は第 5 章で論じた使役受動構文と通じていると考えられる。  
(107)の「私は警官に息子を殴られた」は「私」が「警官が息子を殴った」ということに
より間接的に被害･迷惑を受けたことを表す。被害･迷惑の意味が明示されているないため、
Change-State 節は背景化される。  
 
(108) 张三  被    杀    了    父亲。  




図 6-15 相互依存関係にある中国語の持ち主受動構文の事象構造 (対格の属格類) 
 
 前述したように、中国語の持ち主受動構文は日本語と比べて、述語動詞の影響性に対す
る制限が厳しい。このことは図 6-14 と図 6-15 を比較すると明らかになるであろう。つま
り、(107)は「殴る」という対象非変化の接触動詞によるものであるため、図 6-14 ではコト
である影響者は Cause 節しか含まれない。それに対し、(108)は「殺す」という対象変化を





































図 6-16 相互依存関係にある日本語の持ち主受動構文の事象構造 (主格の属格類) 
 








(110) 女子  被    儿子  吵  醒      将    其  残忍  杀  死  

















(受影者 )  
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 [例 (52)再掲 ] 
 
 
図 6-17 相互依存関係にある中国語の持ち主受動構文の事象構造 (主格の属格類 ) 
 
図 6-16、図 6-17 からもわかるように、主格の属格類の持ち主受動構文においては、中国
語と日本語は同じ事象構造を表すが、結果の意味の明示化によって、両者は Change-State
節が背景となるか、前景となるか、という焦点化の点で異なる。  
 (110)の「女子被儿子吵醒 (女性は息子に騒がれて目が覚めた )」は、主語指示物の「女性」
が「息子が騒いだ」ということにより、間接的に被害を受けて、「目が覚めた」という結果
状態になった、といったことを表す。主語人物の受けた被害の意味が明示されているため、
図では Change-State 節は前景化されている。  
 









































































































表 6-3 日本語の持ち主受動文に対応する中国語訳 (516) 
中
訳  
受動文(177/34.3%) 非受動文 (314/60.9%) 非対応  













数  115 59 2 1 47 223 25 19 25 
% 22.3% 11.4% 0.4% 0.2% 9.1% 43.2% 4.8% 3.7% 4.8% 
 




























(111)では、「俩人被人看见同在一起的情景 (直訳 :二人が一緒にいった情景を見られる )」
は、その所有物を表す目的語「同在一起的情景 (直訳 :一緒にいった情景 )」を省略した形




































































1) 受動文  
日本語の持ち主受動文 516 例のうち、受動文は 177 例、34.3%を占めている。受動文の
うち、直接受動文が 115 例、22.3%、持ち主受動文が 59 例、11.4%、第三者受動文は 2
例、0.4%、使役受動文 1 例、0.2%と極めて少ない。  







 日本語の持ち主受動文が中国語で直接受動文 (計 115 例 )と対応しているのは、主に取消･
受け取り、接触、言語･態度、思考の意味を表す動詞によるものであり、全体 -部分、本体 -
属性、主体 -活動、及び一般所有といった所有関係が見られる。また、中国語訳では直接受
動文といっても、所有物主語の直接受動文 (計 80 例 )のみならず、持ち主主語の直接受動文











直接受動文によって表されるものは、その所有物主語の表し方によって、「的 (助詞 )」 71を
伴う形式と「的」を伴わない形式と二分することができる。  
 まず、訳文の所有物主語が「的」を伴う形式で表示されるものには、主に「名詞(持ち主 )+






                                                        
70 ここで内部構造と呼ぶのは、主語と述語を備えた一つの節単位に含まれる構造であ
る。それに対し、節単位を超えた構造を外部構造、あるいは前後の文脈と呼ぶ。これらの
規定は志波 (2015:30)によるものである。  













[対訳  黒い雨] 
  
(116)-(117)は日本語の持ち主受動文が中国語で直接受動文と対応し、その所有物主語が
「名詞(持ち主 )+的+名詞 (所有物 )」という形式によって表される例文である。訳文の所有物






[対訳  こころ] 
(119) 彼女と一緒にいると僕は人生を一段階上にひっぱりあげられたような気がした｡ 
(只消和她在一起，我就恍惚觉得自己的人生被拽上了更高一级阶梯 ) 
[対訳  ノルウェイの森 ] 
 
(118)-(119)は訳文の所有物主語が「人称代名詞 (持ち主 )+的+名詞 (所有物 )」という形式で
表示される例文である。原文の持ち主は訳文では、(118)では「我的学校制帽 (私の学校の制
帽 )」のように「我 (私 )」という人称代名詞、 (119)では「自己的人生 (自分の人生 )」のよう















[対訳  坊ちゃん ] 
 
(120)-(121)は原文の所有物目的語がそれぞれ「自分がみごもった」、「自分がした」とい
う連体節を持ち、訳文の所有物主語が「人称代名詞 (持ち主 )+動詞+的+名詞(所有物 )」とい





















[対訳  黒い雨] 
 
(122)は主体 -活動という所有関係にある日本語の持ち主受動文であり、訳文では所有物
主語が「我这次中毒 (僕の今度の中毒 )」のように、「人称代名詞 (持ち主 )+指示代名詞+名詞
(所有物 )」という形式で表されている。(123)は身体部位という全体 -部分の所有関係にある
持ち主受動文であり、中国語訳文では所有物主語が「这个姑娘下半身 (この娘さんの下半身 )」
のように、「指示代名詞+名詞 (持ち主 )+名詞 (所有物 )」という形で表示されている。  
(122)-(123)は原文の持ち主が代名詞や名詞、それに後続する所有物が名詞で表され、両
者の間に助詞「的」がないため、中国語では主述構造が述語となった構文、いわゆる「主




助詞「は」を含むトピック構文 (熊代 2002:89 例 :象は鼻が長い )、あるいは二重主語構文 (町






                                                        




表す )が大主語 (二重破線で表す )に所属するものであるもの。例えば、他头疼，嗓子还有
点红 (彼は頭痛がし、のども少し赤い )、金沙江水急浪大 (金沙江は流れが急で波も高い )な


























[対訳  砂の女] 
(126) そして子供のことを考えたの｡子供にこんなところ見られたらどうしようってね｡ 
(二来我还考虑到孩子，这种场面被孩子撞见可怎么办？ ) 
[対訳  ノルウェイの森 ] 
 
(124)-(125)は身体部位という全体 -部分関係にある日本語の持ち主受動文であり、持ち主
「内供 (内供 )」、「他 (彼 )」がそれぞれ (124)では先行文脈、 (125)では後続文脈で明示されて
いる。一方、(126)は状況活動の持ち主受動文であり、訳文では所有物主語が「这种场面(こ





文を考察してきた。以上のように、日本語の持ち主受動文 (例 :私が足を踏まれた )が中国語
において、つねに持ち主と共起する形式で所有物主語の直接受動文 (例 :我的脚被踩了 (私の













[対訳  砂の女] 
(128) 母は父のために箒で背中をどやされた時の事などを話した。  
(母亲谈着她被父亲用扫帚打在背上时的情景 ) 





























では直接対象受動文 (凌蓉 2005:52)ではなく、持ち主受動文とする。  
確かに、凌蓉 (2005:52)が指摘したように、このような動詞を中国語の受動文に用いる場
合、(129)a の訳 1 のように、動詞の後に「成 (になる)」などによる補語がつくのが一般的で




















[対訳  金閣寺] 
 
(130)の「私が彼女に顔を見られる」という形式、つまり「NP1(持ち主 )が NP2 に NP3(所







(131)のように、「NP1(持ち主)が NP2 に NP3(所有物)を V られる」のうち、ヲ格名詞を省略


















た )」、「我给周围嫩绿的颜色吸引着 (私は私を包む若葉の色に引きつけられていた )」に対応
している。すなわち、中国語訳文において、 (132)-(133)のように、「NP1(持ち主 )+被








伴う形式のタイプを含む )で表示されるのは計 59 例ある。それらは、主に取消･受け取り、
接触、知覚などの意味を表す動詞によるもので、全体 -部分、本体 -属性、主体 -活動、相互
依存及び衣類などの一般所有という五つの所有関係のすべてが含まれているが、主に全体







の持ち主受動文にしかなることができない。例えば、 (134)のような例文である。  
 
(134) 狸でも赤シャツでも人物から云うと、おれよりも下等だが、弁舌は中々達者だから、



























[対訳  砂の女] 
(136) 殊に父はその母から責任を追及され、さらにその子からも責任を追及される。  
(特别是父亲要被孩子的母亲和孩子本人追究责任 ) 










り、その残留目的語である「责任 (責任 )」を省略した「父亲要被孩子的母亲追究 (父はその
母から追及される )」という形式が不完全な文、あるいは成立しない文になるため、所有物
「责任(責任 )」を目的語として残留する形の持ち主受動文で表されるしかできない。  
第三に、中国語では、日本語の持ち主受動文が受動文で表現すれば、「NP1(持ち主 )+被






(137) 重松はシゲ子が手を放してから、自分が手を引かれていたことに気がついた。  
(繁子放手之后，重松才意识到自己是被拉着手走来的) 
























+NP2+VP+NP3(所有物 )」という形式になり、その残留目的語 NP3 を省略し、「NP1(持ち主)+
被+NP2+VP」としても両者の意味に矛盾が生じない場合、話者は所有物である NP3 を強調










































a.直接受動形式 :被那一瞬间的阴影弄得毕生黯淡无光  
b.「把」を伴う形式 :被那一瞬间的阴影把毕生弄得黯淡无光  






a.目的語残存の形式 :被人立刻拿走了枪  
b.「把」を伴う形式 :被人立刻把枪拿走了  





生弄得黯淡无光 (その瞬間の影に一生を薄暗くされた )」、 (142)の「銃を早速取り去られる」
は「被人立刻把枪拿走了 (人に銃を早速取り去られる )」と訳されており、それぞれの a か
らもわかるように、持ち主主語の直接受動文または目的語残存の持ち主受動文によっても
表されるが、これらの形式に比べて、それぞれの b という「把」を伴う形式のほうが、受
動者、かつ所有物である「把」の目的語の「毕生 (一生 )」、「枪 (銃 )」を際立たせ、それらの
受けた処置や影響を強調する意味合いが強い。  







影響を受けたのかを尋ねたりするときに使用される。よって、 (141)-(142)の a とそれぞれ
の b はともに「被」構文ではあるが、「被」に後続する部分が能動構文であるか、それとも






















[対訳  近代作家入門 ] 
 
(143)の「足音で眼を覚まされる」は「被脚步声吵醒 (直訳 :足音に騒がれて目が覚めた )」
に対応しており、訳文では、日本語の「 (目を )覚ます」に対応する自動詞「 (目が )覚める」
を結果補語とし、その前に新しい自動詞「吵 (騒ぐ )」を受動文の述語として付け加える。原
文の行為主体「足音」が「で」によって表示されることからもわかるように、「脚步声吵 (足
音が騒がしい )」ということが原因となり、「代助醒 (代助は目が覚めた )」という結果が生じ
た、つまり「被」によって導かれる補文の事態「脚步声吵 (足音が騒がしい )」が原因を表し、
それに後続する結果を表す補語「醒(覚めた )」が明示されれば、中国語で第三者受動文とし








訳されるのは 1 例見られる。  
 
(144) カナブンプンで毒気を抜かれた形で､梶も初めて父親の言葉で言った｡  
(在给金蜣吓了一跳后，梶才换上父亲的口气 ) 

















2) 非受動文  
日本語の持ち主受動文が中国語では非受動文として対応するものは 314 例、60.9%にも
達している。そのうち、自動詞文が 47 例、9.1%、他動詞文は 223 例、43.5%、使役文が

















a.訳 1(岛村一想到驹子是错听了话，胸中就猛然起了波动，可是他合上眼一声也没响 ) 
b.訳 2(岛村猜想驹子准是误会了，不由得大吃一惊，他闭上眼睛，一声不响) 





[対訳  飼育] 
 
(145)の「島村は胸を突かれた」は a 訳 1 では「胸中起了波动 (直訳 :胸には揺れ動きが起














(147) そうお前達に側で騒がれると、母さんは最早気が狂いそうに成る。  
(你们在旁边大吵大闹，做妈的简直要气疯啦！) 
























(149) 叔父も、丑松もすくなからず胸を打たれたのである。  
(叔父和丑松都有些激动 ) 
[対訳  破戒] 
(150) 杏子は､突然アルさんにいやと言うほど肩を平手データたかれた。  
(突然，乙醇的手掌重重落在自己肩头 ) 
[対訳  あした来る人 ] 
 
中国語では、 (149)の「胸を打たれた」は「激动 (感激する )」、 (150)の「アルさんに肩を
平手データたかれた」は「乙醇的手掌落在自己肩头(アルさんの平手が自分の肩に落ち










 日本語の持ち主受動文が中国語では、他動詞能動文で表されるのは 223 例ある。そのほ
とんどは接触、取消･受け取りなどの意味を表す他動詞によるものであるが、状態変化、感
覚及び行為の意味を表す非能格自動詞、さらに状態変化の意味を表す非対格自動詞による






[対訳  あした来る人 ] 
(152) 八千代は､夫がどうしても山に登りたいのなら､(中略 )山に登るために生れて来た
みたいに､山のことばかりに夢中になられるのは､もちろん八千代にしてみたら愉
快であろうはずはなかったが (後略 ) 
(其实，如果丈夫横竖要去登山，(中略)当然，丈夫俨然为山而生存于世般地一味迷恋
登山，作为八千代不可能心里高兴 ) 


























[対訳  日本列島改造論 ] 
 







分の市や町や村につくる )」は、主語名詞「垃圾处理场 (コミ焼却場)」が述語動詞「设 (つく










[対訳  日本経済の飛躍的な発展 ] 
(156) 敷地は広く､まわりを高いコンクリートの塀に囲まれていた｡ 
(占地很大，四周围有高高的混凝土墙 ) 












(157) 野だは二三秒の間毒気を抜かれた体で、ぼんやりしていたが、おやこれはひどい。  
a.訳 1(“蹩脚帮”在两三秒钟之内，好象摸不着头脑，呆呆地楞在那里 ) 
b.訳 2(有两三秒钟，帮腔佬象丢了魂似的，一下子愣住了 ) 
[対訳  坊ちゃん ] 
 
(157)の「毒気を抜かれた」は慣用的な受動表現であり、「摸不着头脑 (直訳 :頭に触れられ




















[対訳  友情] 
 































(163) 女子学生は (中略 )疲れきってぼんやりした、悪い表情をしてい、僕は胸をしめつけ
られた。  
(女学生 (中略 )脸上浮现出由于疲劳过度有些呆滞难受的表情。我觉得胸闷 ) 




[対訳  破戒] 
 
中国語において、 (163)の「胸をしめつけられた」は「觉得胸闷 (直訳 :胸が息苦しいと感
じた )」、(164)の「胸を打たれた」は「感到惊讶 (直訳 :驚きを感じた(不思議に思った ))」に対
応している。(163)-(164)はともに、原文の述部が感覚、感情の意味を表し、訳文では感覚、
感情を意味する他動詞「觉得(と思う /感じる)/感到 (感じる )」に目的語「胸闷(胸が息苦しい)/
惊讶 (驚き )」を繋ぐ形で表されている。  
2-2)使役文  
 日中対訳コーパスでは、日本語の持ち主受動文が中国語において、「使 /叫 /让」という使
役標識による使役文で表されるのは 25 例ある。主としては、思考･認知、接触、及び位置･










a.不{ ○让 /○被  }对方知道你已经看透了他的心思  





















a.今以此轻薄二竖子之故，{ ○使 /×被  }我校此一殊荣，遭受毁损  
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a.如果{ ○叫 /×被  }她勉强来探望我，反而使我操心  





































応する名詞句「这个姑娘 (この娘 )」が訳文では主語の位置に来る。 (169)の「私は今滑った
事を周囲の人に知られる」は、「我把刚才的失足让周围的人都知道 (私は今滑った事を周囲
の人に知らせる )」、及び「我把这失足的原委诉诸于众 (私は今滑った事を周囲の人に告げる )」
となっており、a 訳文 1 と b 訳文 2 はともに原文の行為主体を表す名詞句「周囲の人」で
はなく、持ち主を表す代名詞「我 (私 )」が主語に来る。また、訳文の述語動詞が原文の述語
動詞との関係を見ると、ほとんどは (167)、(169)の訳 1 のように、訳文と原文の述語動詞 (夺
(奪う)-奪う、知道 (知る )-知る )が同じ意味を表すものであるが、 (169)の b 訳 2 のように、


































表 6-4 中国語の持ち主受動文に対応する日本語訳 (116) 
日訳  受動文(83/71.6%) 非受動文 (24/20.7%) 非対応  
(9/7.8%) 直接  間接  能動文  使役文  
持ち主  第三者  自動詞文  他動詞文  
数  15 67 1 14 9 1 9 











に、日本語においては、 (170)-(171)のように直接受動文によって表される場合もあれば、  
(172)のように他動詞能動文によって表現される場合もある。  
 
(170) 李槐英  和  黄梅霜  也  被    刘文蔚  把    她们      分      在  两张  桌子     
人名    と  人名    も  受動  人名    処置  彼女たち  分ける  に  二つ  テ -プル  
上  了。  
上  完了  
(李槐英と黄梅霜も、劉文蔚に案内されて、別べつのテーブルにわかれて着席した ) 
[例(56)再掲 ] 
(171) 如同             一间  房子  那么  大      的  货物，据说   有    一万多   斤   重， 
まるで -のようだ  一間   家   ほど  大きい  の  貨物  そうだ  ある  一万余り  斤  重さ  
在  陈师傅  带领      呼喊  的  号子声  里，在  众人    汇合      成    一股  力量  
に  陳親方  指揮する  叫ぶ  の  かけ声  に   に  みんな  合流する  なる  数量  力  
的  滚撬  牵拽  之下，在  稳稳地  移动     着，  一节一节地  移动      着；  最后，  
の  てこ  引く  下で  に  徐々に  移動する  持続  ゆっくりと  移動する  持続  最後に  
终于      被    人们    把    它    运    进    了    那个  新      修      起来   
とうとう  受動  みんな  処置  それ  運ぶ  入る  完了  あの  新しく  建てる  て上がる  
的  大库房  里。  









(172) 他  得                  睁      着    眼，清清楚楚的  看    着，到底    
彼  しなければならない  あける  持続  目   はっきりと  見る  持続  いったい  
怎样        被    别人  把    他  推    下去。  





例えば、 (170)の「李槐英和黄梅霜也被刘文蔚把她们分在两张桌子上 (直訳 :李槐英と黄梅
霜も劉文蔚に分けられて別々のテーブルに着席した)」は、日本語では「李槐英と黄梅霜も、
劉文蔚に案内されて、別べつのテーブルにわかれて着席した」と対応している。訳文の述




1) 受動文  
中国語の持ち主受動文 116 例のうち、受動文は 83 例、71.6%にも及んでいる。受動文の
うち、直接受動文が 15 例、12.9%、持ち主受動文が 67 例、57.8%、第三者受動文は 1 例、
0.9%と極めて少ない。  














[対訳  青春之歌 ] 
(174) 这一仗，打得国民党郑州绥署主任、蒋介石心腹大将刘峙被撤职。  
(この一戦で、国民党鄭州綏署主任で蒋介石の腹心の大将劉峙は解任された) 
[対訳  我的父亲邓小平 ] 
 
(173)の「你被开除了党籍 (直訳 :おまえは党籍から名前を除かれた )」は「おまえは除名さ



























[対訳  金光大道 ] 
 
(175)の「被戳脊梁骨(直訳 :背骨を突かれた )」は「言いがかりをつけられた」、(176)の「被
虫子咬光了毛的兔皮 (直訳 :虫にくわれて毛が残っていない兎の皮 )」は「虫にくわれてすっ
かり脱毛してしまった兎の皮」に訳されている。 (175)の「戳脊梁骨 (後ろ指をさす )」は慣
用的な表現であり、そのうち、「脊梁骨 (背骨)」は本当の身体部位というよりもむしろ比喩
的な意味合い、「悪口」のほうが適切である。(176)の「被虫子咬光了毛 (直訳 :虫にくわれて
毛が残っていない )」は、述語動詞「被 (受動標識 )+咬(食う )」と所有物の状態変化を表す結






















た」と対応している。原文では、述語動詞「打 (打つ )」、「踩 (踏む )」と所有物の状態変化を




















































[対訳  我的父亲邓小平 ] 
(183) 她好象被解除了武装，任凭他的目光在她脸上久久地停留，再也不能“抗议”了。  
(まるで武装を解除されてしまったように､彼の視線にさらされながら｢抗議｣ひとつ
できないでいる ) 








[対訳  青春之歌 ] 
(185) 有一次，一个日本老年旅游团整个团上了黑车，被骗走了钱财。  
(日本のお年寄りの団体観光客が丸ごとバスに乗せられ、金を騙し取られたケースも
あった) 











に、原文の述語動詞「抢 (奪う )/骗 (騙す)」と結果補語を表す動詞「走 (去る )/走 (取る)」が
それぞれ日本語では「奪い去る」と「騙し取る」という複合動詞によって表されている。  
 第二に、接触の意味を表す動詞による中国語の持ち主受動文は 14 例ある。そのほとん
どは (186)のように身体部位という全体 -部分の所有関係に属するが、 (187)のように本体 -
属性という所有関係にあるものは 1 例ある。  
 
(186) 余大牙被绑住双臂，拴在一棵树上。  
(余大牙は両手を縛られて､樹につながれていた ) 
[対訳  红高粱] 
(187) 周忠仿佛被触动了心事，在星光里沉重地摇摇头 (後略 ) 
(周忠は胸のつかえに触わられたようで、物憂く星あかりに首をふった ) 








格名詞、 (187)ではニ格名詞の属格である。  
 ほかに、作用、言語･態度、知覚･感覚などの意味を表す他動詞による持ち主受動文は 8









[対訳  青春之歌 ] 
(189) 朱铁汉被揭到了短处，硬着嘴说： (後略 ) 
(痛いところをつかれて朱鉄漢は口をとんがらかした ) 





















































2) 非受動文  
中国語の持ち主受動文が日本語では非受動文として対応するものは 24 例、20.7%を占





する他動詞によるものが各 6 例、作用及び知覚･感覚を意味する他動詞によるものが各 1 例
である。日本語訳文では、同じく自動詞文といっても、持ち主主語のもの (8 例 )もあれば、






(193) 据说她曾是北师大中文系的高材生，因为闹学潮被开除了学籍。  
(その昔､北京師範大学中文学部の優等生だったが､学生運動を起こして除籍処分に
あったのだという ) 








[対訳  霜叶红似二月花 ] 
(195) 我们不要被胜利冲昏头脑，要不断总结经验，提高战斗力。  
(われわれは勝利にのぼせあがってはならず、たえず経験を総括して、戦闘力を強め
なければならない ) 
[対訳  邓小平文选第一卷 ] 
 
(193)の「她被开除了学籍 (直訳 :彼女は学籍を処分された )」は「彼女が除籍処分にあっ
た」と訳されており、そのうち、原文の動詞句「开除了学籍 (学籍を処分する )」は「除籍
処分」というサ変名詞句で表され、受動の意味は「あった」という語彙的受動の意味を持















(196) “她哭啦？……”这个念头一闪，他立刻被一种怜悯的感情把满腔气恼全部勾销了。  
(泣いていたんだな？……そう思うと、かれは、一種のあわれみの感情につきあげら
れて、いままでのうらみは、どこかに消えてしまった ) 








[対訳  霜叶红似二月花 ] 
(198) 他想起行军高粱地中的艰难，想起王文义被流弹击中耳朵，想起五十几个队员在公路
上像羊拉屎一样往大桥开进 (後略 ) 
(父は思い出した｡高梁畑を行軍した苦しさ､流れ弾にあたった王文義の耳､五十数名
の隊員が羊の糞のようにぞろぞろと公路を大橋へ向かって進んだこと (後略 )) 







手势 (直訳 :彼女に阿寿にした手真似を見られた )」は「阿寿に手真似をしたのが見つかっ
た」と訳されており、日本語では活動を表す名詞節「手真似をした」が「の」の助けを借
りて主語となり、原文の述部「看 (見る )+见(感じ取る )」に対応する自動詞「見つかる」に
よる能動文となっている。また、 (198)の「王文义被流弹击中耳朵 (直訳 :王文義は流れ弾に
耳をうたれた )」は「流れ弾にあたった王文義の耳」と訳されている。 (198)は原文では、
述語動詞「击 (接触する )」と結果補語を表す動詞「中(あたる )」のうち、訳文では後者で























第一辆汽车 (直訳 :タイヤをまぐわにさしひしゃげられた先頭の車 )」は「まぐわがささって
タイヤがへしゃげた先頭の車」と対応している。原文の述部である「扎瘪」は述語動詞
「扎 (刺す )」と結果補語を表す動詞「瘪 (へこむ )」とに分けられて、訳文ではそれぞれ




 中国語の持ち主受動文が日本語で他動詞文と対応するのは 9 例あり、そのうち、持ち主













[対訳  轮椅上的梦 ] 
(202) 长冈乡有一个贫苦农民被火烧掉了一间半房子，乡政府就发动群众捐钱帮助他。  
(長岡県のある貧しい農民が火事で家をひと間半焼いたが、郷政府はすぐ、大衆が金
を出しあってかれをたすけるように、はたらきかけた ) 
[対訳  毛泽东选集第一卷 ] 
(203) 事实就是这样，他只是在死后才被个别人想起了好处。  
(事実なのだ、父は死後はじめて、個別の人にその良さを思い出してもらったのだ ) 
[対訳  活动变人形 ] 
 
(201)の「好多人被抄了家 (直訳 :大勢が財産を没收された )」は「大勢が家宅捜索を受け
た」と対応している。述部である慣用的表現の「抄家 (家捜しする /財産を没收する )」は
「家宅捜索」という名詞句、受動の意味は「受けた」という語彙的受動の意味を持つ他動























[対訳  红高粱] 
(205) 说是有一家一天夜里进去一个贼，贼是偷锅的，被主人听到了动静，贼端着铁锅在前
头跑 (後略 ) 
(一軒の家にある晩泥棒が忍びこんだ。そいつは鍋盗人じゃったが、物音を聞きつけ
た家人に怒鳴られ、鍋を抱えて一目散に逃げだした) 
[対訳  活动变人形 ] 
(206) 觉慧答应着，他想分辩几句，但是他刚刚开口，又被祖父抢着接下去说了。  
(覚慧は応答もし､いいわけもしようと思ったが､口を開こうとすると祖父はおっか
ぶせるように話しつづけた ) 






















中国語の持ち主受動文が日本語で使役文と対応する例文は 1 例しかない。  
 
(207) 在离开河堤几十步远，伤损不太严重的高粱地里，爷爷和父亲找到了被打出了肠子的
方七和另一个叫“痨痨四”的队员 (後略 ) 
(土手から数十歩離れた､あまりひどくやられていない高梁畑のなかで､祖父と父は
腹わたをはみださせた方七ともう一人｢癆癆四｣というあだ名の隊員 (後略 )) 












 第二に、中国語の持ち主受動文 116 例のうち、日本語では受動文となるのは計 83 例、
                                                        






















 まず、日本語と中国語の共通点は主として次の二点にある。  
 
1) 取消･受け取り、接触、及び知覚の意味を表す他動詞による日中語の持ち主受動文











































































































                                                        
75 ここでいう「コト的事態内把握」と「モノ的事態外把握」はそれぞれ、ほぼ中村
(2009:358-364)の「 I モード (Interactional mode of cognition)」と「D モード (Displaced mode 
of cognition)」、池上 (2011:52)の「主観的把握 (Subjective Construal)」と「客観的把握
(Objective Construal)」、及び町田 (2012:247)の「主体的把握 (subjective construal)」と「客体
的把握(objective construal)」に相当する。主観的把握の指標、つまり言語表現の主観性度
を測るための基準については、上原 (2001:2)、池上 (2003,2004,2010,2011)、近藤他
(2007,2009,2010,2014)、町田 (2011,2012)などは詳しく論じている。  
 314 
 
5) 日中対訳コーパスから収集した日中 (通常のみ )語の持ち主受動文とそれらの中国語･
日本語訳との対応関係を考察することによって、取消･受け取り、接触、及び知覚
の意味を表す他動詞による日中語の持ち主受動文が対応するということがわかっ













































6.状況活動  (日 ) 
(6) 彼 が 戻 っ た と こ
ろを殺された 

































    C =概念化者  
    R =参照点  
    T =ターゲット  
      同一指示  
       心的走査  
       変化  
   tr =トラジェクター  
   lm =ランドマーク  
         直接的影響  
       間接的影響  
       拡張経路 (日中同 ) 

















(208) { ×我被弟弟抢了玩具 /○我的玩具被弟弟抢了  } 
(私は弟に玩具を奪われた ) 
[車纯莲 2012:18]<日本人の中国語学習者の誤用> 
(209) { ×田中さんの財布は /○田中さんは財布を  }すりにすられた。  
[張麟声 2001:134]<中国人の日本語学習者の誤用> 
(210) 教師：元気がありませんね。どうしましたか。  



























(211) 太郎の腕が折られた。  
[裵 2004:37] 
(212) シャルルの心は粉砕されて、消えてしまう。  
[裵 2004:35] 


















第7章 日中語の第三者受動構文に関する対照研究  
 
 





三者受動文が成立する場合がある (大河内 1983、金田一 1988、楊凱栄 1989、凌蓉 2005、中
島 2012、杉村 2014)。  
  
(1) 僕は雨に降られた。  
[仁田 1997:231] 
(2) 私は彼に先に論文を発表された。  
[仁田 1997:231] 
(3) 夜  里  我  被    婴儿    哭    得    睡    不着      觉。  
夜  に  私  受動  赤ん坊  泣く  助詞  眠る  できない  眠り  
(私は夜中に赤ん坊に泣かれて眠れなかった ) 
 [中島訳 2007:97] 
(4) 我  被    客人  一      来，  弄    得    没        学习      好。  



















(5) 这次，又    被    那    只  狡猾      的  狐狸  逃      走    了  
今度   また  受動  あの  匹  ずる賢い  の  狐    逃げる  去る  完了  
(今度、またあのずる賢い狐に逃げられてしまった ) 
[凌蓉訳 2005:102] 
(6) 被    他  这么        一      坐，  我  什么都  看不见    了。  
受動  彼  このように  すると  座る  私  何も    見えない  完了  
(彼に座られて何も見えなくなってしまった ) 
[楊凱栄 1989:15] 
(7) 我  坐庄，    又    被    他  自摸    了。  
私  親になる  また  受動  彼  つもる  完了  
((マージャンで )親になり、また彼につもられた ) 
[C.-T. James Huang 他 2009:140] 
 
さらに、以上のような自動詞による第三者の受動文のみならず、中国語において、日本
語の受動文 (2)と同様に、他動詞による第三者の受動文もまれに見られる。  
 
(8) 零件  加工      时，被     小王     漏      掉        了    一道  工序，结果  
部品  加工する  時   受動   王さん   抜かす  てしまう  完了  一つ  工程   結局  
加工      出来    的  零件  成    了    废品。  
加工する  生じる  の  部品  なる  完了  不合格品  
(部品を加工するとき、王さんが加工プロセスを一つやり忘れたため、不良品となっ




(9) 通过      一番  努力，被    他  考             进    了   前  三名，这家伙   
を通じて  一回  努力   受動  彼  試験を受ける   入る  完了  上位  三位   こいつ   
是      很      有     潜力    的。  


































のようになっているのかを考察する。最後に 7.6 では結論を述べる。  
 
7.2 先行研究  
 














(10) 僕はこどもに泣かれた。  






























                                                        
76 受動構文における主語名詞の受ける影響性の性質の相違は、第 6 章で述べた持ち主受







迷惑  Cause-event 



















a ～たら大変 :泣かれたら大変だ、泣かれるとたまらない  
 b ～ても困る :泣かれても困る  























(中島 2012:5)。  
しかし、上述した定説と異なる論調も見られる。大河内 (1983)は、古くから中国語の白話
小説に間接受身文が出現し、自動詞の第三者受身文が成立する場合が例外として二つある





「看见(見える )」という自動詞ではなく、「看 (見る)」という他動詞であるからである 77。  
 
(11) 这一切是被道旁的树木看见了的。  
(このすべては道傍の樹に見られてしまった ) 






                                                        
77 刘月华他 (1991:451)によると、「见」の基本的意味は「見て、そして結果を得る―見て
目に入る」ということであり、結果補語になる場合、普通は動詞「看 (看る )、瞧 (看る )、









た )」は、「被孩子吵了一整晚 (一晩中、子供に泣かれた )/被孩子吵得一整晚没睡着 (子供に泣










































7.3.1 形式的特徴  
 


















惑だ」、及び (15)のように「～ると、結果主節」といった外部構造もよく見つかる。  
 
(13) 勝手に会議を行われてしまった。  
[凌蓉 2005:112] 
(14) たまにはいいけれど、たびたび来られると迷惑だわ。  
[対訳  痴人の愛 ] 
(15) それやられると目が覚めちゃうんだ。  
[対訳  ノルウェイの森 ] 
 
また、吉紅 (2009)が指摘した先行文脈で第三者受動文の成立に関わる要素としては、主
に (13)のような「勝手に」、 (17)のような「先に」などの副詞的要素が挙げられる。  
 
(16) 三日も雨に降られると、かえって十分な休養になる。  
[山下 2001:3] 







(19)の「了 (助詞)」も結果補語の一種だと考えられる。  







(18) 夜  里  我  被    婴儿    哭    得    睡    不着      觉。  
夜  に  私  受動  赤ん坊  泣く  助詞  眠る  できない  眠り  
(私は夜中に赤ん坊に泣かれて眠れなかった ) 
 [例 (3)再掲 ] 
(19) 我  坐庄，    又    被    他  自摸    了。  
私  親になる  また  受動  彼  つもる  完了  







式以外、 (21)-(27)のように他のさまざまな形式も存在するためである。  
  
(20) 妈妈      因    宝宝      被    吵，  持    砖      砸    飙车党。  
お母さん  ため  赤ちゃん  受動  騒ぐ  持つ  レンガ  殴る  暴走族  
(騒がれたため、赤ちゃんのお母さんはレンガで暴走族を殴った ) 
[手机央视网 2012-10-12] 
                                                        
79 木村 (2000:24-25)によると、(18)「哭得睡不着觉 (泣かれて眠れなかった )」のような、動





動作･行為を表す V と結果を表す R の結合からなる VR 構造をプロトタイプとする受影
文の述語は、典型的には、<スル -ナル>合体の複合的な意味構造をなすものと言える。
但し、構文全体の意味としては、対象がどう<ナル>かに関心を寄せるものであるとい
う事実を考慮すれば、スル的な V とナル的な R が等価の表現機能を担っているとは考
えにくい。この種の構文において焦点化 (profile)されているのはやはり主語の位置に置











うに数量句「一下 (一回 )」、 (23)のように前置詞句「在门外 (室外にいる )」、 (24)のように形
容詞「痛 (痛い )」、 (25)のように動詞句「进前三名 (上位の三名に入る )」、 (26)のように助詞
「了 (完了 )」、さらに (27)のように「引起了自己的心事(自分も悲しくなった )」という主節な
どの形式が挙げられる。  
 
(21) 我  想      逃，    没    逃      脱，    被    他们  抓        回去，  又   打。  
私  したい  逃げる  ない  逃げる  離れる  受動  彼ら  捕まえる  ていく  また  殴る   
后来    到    了    河南  才      被    我  逃      出来      了。  




(22) 话音    未     落，    车轮  猛      地  撞        在   一个  土坎  上，我   被   
話し声  ない   落ちる  車輪  激しい  に  ぶつかる  に   一つ  土手  上   私   受動   
剧烈    地  颠      了    一下，    忽地  摔          了    出去，  跌    在  地上。  
激しい  に  揺れる  完了  ちょっと  突然  投げつける  完了  ていく  転ぶ  に  地面  
(そう叫んだとたん､車椅子は地面のでっぱりに乗り上げて私は宙に放り出された ) 
[対訳  轮椅上的梦 ] 
(23) 他  追求        了    一阵子    的   密斯  刘  终于      理所当然        地   
彼  追い求める  完了  しばらく  の   ミス  姓  とうとう  理の当然である  に  
拒绝      了    他，密斯  刘  砰地      关      上      了    门，  他  被    关  
拒絶する  完了  彼   ミス  姓  ばたんと  占める  つける  完了  ドア  彼  受動  閉める  
在  门    外  了。  





[対訳  活动变人形 ] 
(24) 眼睛  被    哭    痛    了，  怎么  办    呢？  
目    受動  泣く  痛い  完了  どう  する  か  
(泣いて目が痛くなって、どうしよう ) 
[百度拇指医生 2009-05-23] 
(25) 通过      一番  努力，被    他  考             进    了  前  三名，这家伙  
を通じて  一回  努力   受動  彼  試験を受ける   入る  完了  上位  三位   こいつ   
是      很      有     潜力    的。  
である  とても  ある 潜在力  のだ  
(彼は努力のもとで上位の三名に入った。潜在力のある人だ ) 
[例(9)再掲 ] 
(26) 侯    老太    气愤  地  说，  等    警察  来    这段  时间  里，  一     不    留   
苗字  老婦人  怒る  に  言う  待つ  警察  来る  この  間    に   すると  ない  つける  
神  被    小偷  跑      了。  




(27) 周氏  被    鸣凤  这        一      哭    引起        了  自己  的  心事。  
周氏  受動  人名  そんなに  すると  泣く  引き起こす  完了  自分  の  心配事  
(周氏は鳴鳳に泣かれて自分も悲しくなった ) 


















(19’)又被他自摸{ 了(×liăo/○ la)/×掉 /○啦  }                     <語気助詞> 





る要素として、主に(19)のような「又 (また)」、(21)のような「才 (やっと )」、(22)のような「剧
烈地 (激しく )」、(26)のような「一不留神(油断した隙に )」、(28)のような「抢先 (先に)」、(29)
のような「自作主张 (勝手に )」などの副詞的要素が挙げられる。  
 
(28) 被    旁边  的  学生  抢先      说    出    了    同样  的  意见。  
受動  側    の  学生  先を争う  言う  出る  完了  同様  の  意見  
(同じ意見を先に隣の学生に述べられてしまった )  
[凌蓉訳 2005:114] 
(29) 被    他  自作主张  地  把    仓库  的  看管  委托      给  保安  公司  了。  



























1) 情意性  











動文さえも見られる 80。  
 
(30) 三日も雨に降られると、かえって十分な休養になる。  
[例(16)再掲 ] 
(31) 夏のタ暮れ、ベランダで (私が )風に吹かれながらビールを飲むのが、私は好きだ。  
[日本語記述文法研究会 2009:241] 
(32) 旗が風に吹かれて、たなびいている。  
[杉本 1999:54] 
(33) 風に吹かれて、ひらひらしている貼紙もある。  

















                                                        













ができる名詞 (高見 2011:60-61)である。  
杉村 (2014)は、一人称行為主体の受動文は中国語にあって日本語にないものとしている
が、実は後述するように日本語にも一人称行為主体の第三者受動文はまれに見られる。こ







(34) 私は客に来られて勉強できなかった。  
[中島 2007:93] 
(35) 太郎は花子に結婚された。  
[仁田 1997:231]                    
(36) 私は彼に先に論文を発表された。                    
[仁田 1997:231] 
(37) A 社は B 社に新製品を発表された。  
[杉本 1999:52] 
(38) あたしに逃げられてそんなに困った？  
[対訳  痴人の愛 ] 
(39) 電車に遅れられて、試験に遅刻した。  
[日本語記述文法研究会 2009:240] 
(40) 変な時に安全措置に働かれて困った。  














(41) そうかしら。信じないわ。あなたはわりあい女から騒がれる方だと思うわ。  




















(42) 侯    老太    气愤  地  说，  等    警察  来    这段  时间  里，  一     不    留   
苗字  老婦人  怒る  に  言う  待つ  警察  来る  この  間    に   すると  ない  つける  
神  被    小偷  跑      了。  




(43) 这个  单位  有    了     这样       一位  先    是      工作人员  后  是  退休人员   
この  機関  いる  完了  このような  一人  初め  である  職員  次  である  退職者  
最后  临死  前  几个月  被  “落实      政策”从“历史  反革命”又    变成    了  
最後  臨終  前  数ヶ月  受動  実現する  政策  から  歴史  反革命   また  となる  完了  
“离休    老    同志”的  人士，确实    是    这个  单位“倒      了    血   楣”。  




[対訳  活动变人形 ] 
(44) 但是  夏天  风  太      大，    广告  旗  很      容易      被    风  吹    得     
でも  夏    風  すぎる  大きい  広告  旗  とても  やさしい  受動  風  吹く  助詞  
卷        起来。  







(45) 秦  始皇     惹      了     孟姜女，刚          修        的  长城        被  




哭    倒      了。  












(46) 我  想      逃，    没    逃      脱，    被    他们  抓        回去，  又   打。  
私  したい  逃げる  ない  逃げる  離れる  受動  彼ら  捕まえる  ていく  また  殴る   
后来    到    了    河南  才      被    我  逃      出来      了。  




(47) 通过      一番  努力，被    他  考             进    了   前  三名，这家伙  
を通じて  一回  努力   受動  彼  試験を受ける   入る  完了  上位  三位   こいつ   
是      很      有     潜力    的。  





























(48) 话音    未     落，    车轮  猛      地  撞        在   一个  土坎  上，我   被   
話し声  ない   落ちる  車輪  激しい  に  ぶつかる  に   一つ  土手  上   私   受動   
剧烈    地  颠      了    一下，    忽地  摔          了    出去，  跌    在  地上。  
激しい  に  揺れる  完了  ちょっと  突然  投げつける  完了  ていく  転ぶ  に  地面  
(そう叫んだとたん､車椅子は地面のでっぱりに乗り上げて私は宙に放り出された ) 
 [例 (22)再掲 ] 
 
                                                        
81 本論文でいう「性質叙述」は、ほぼ益岡 (1982)の「属性叙述」、及び高見 (2011)の「特
徴づけ」という概念と同じ意味を表す。「属性叙述」とは、ある名詞句がある属性を有し
ていることをいう (cf.益岡 1982)。「特徴づけ」とは、受動文の主語を特徴 /性格付けること











な国民と政府の関係、「目と私」 ((49))のような身体部位と人間の関係もまれに見られる。  
 
(49) 眼睛  被    哭    痛    了，  怎么  办    呢？  








2) 述語動詞  
 日本語において、他動詞と非能格自動詞は第三者受動文になるが、非対格自動詞はなら







1) 自動詞  
①  敬語動詞 :いらっしゃる、上がる  
 341 
 
②  存在 :ある  
③  可能 :できる、聞こえる、助かる、間に合う、見える  
④  自然的な動き :売れる、起こる、解ける、済む、届く、匂う、始まる、止むなど  
⑤  状態的変化 :溶ける、凍る、点く、沸く、煮える、溜まる、焦げる  
⑥  関係 :合う、対する、似る、違う、異なる  
⑦  感情･心理 :感動する、感心する、悩む、困る、びっくりする、苦しむ、気がする  
2) 他動詞  
①  敬語動詞 :おっしゃる、致す、申す、下さる、なさる、召し上がる  
②  やりもらい動詞 :くれる、もらう、やる  







































一般的な動作  ○  × 
移動動作  ○  少数  




存在  ○  × 
出現消失  ○  × 
自然現象  一部  × 
生理現象  ○  極少数  
状態変化  一部  × 









作用  ○  少数  
生産  ○  少数  
位置変化  移動  ○  少数  
授受  大部分  少数  
客体に影響を与えるが、客
体を変化させない  
言語活動  ○  少数  
態度･感情  ○  少数  






















[対訳  痴人の愛 ] 









(52) 鮎太は意外だった。二人いられては手紙を渡す相手を知るのに困ると思った。  
[志波 2015:137] 
(53) 犬の子にぽこぽこ生まれられて困った。  
[凌蓉 2005:106] 
(54) 桜島にまた噴火され、地元の住民はとても困っている。  
[高見 2011:56] 
(55) 大人しいのは結構だけれど、陰鬱になられても困るなア。  
[対訳  痴人の愛 ] 



































(64) 妻に派手な帽子をかぶられて恥ずかしい。  
[凌蓉 2005:112] 
(65) 彼は係りの者に自宅へ書類を届けられて迷惑した。  
[凌蓉 2005:113] 
(66) 先に彼に博士号を与えられてしまった。  
[凌蓉 2005:114] 
(67) 太郎が次郎にくだらない夢を語られた。  
[町田 2005:51] 
(68) ここであきらめられたら閉口するよ｡それにしても困ったな。  
[対訳  あした来る人 ] 
(69) 心配という表現で、好きだという気持ちを表現することができます。人から「大丈
夫？」と心配されると、嬉しくなってしまいますよね。   
[https://happylifestyle.com/1938 2015/09/21 参照 ] 









[小納言  ちょっとだけ甘い夢見させて ] 
(72) クラレンは彼が自分を見守っているのを目にして、返事を待たれていることに気が
ついた。「あなたを信じるわ」彼女は眠たげにそうつぶやいた。  
[小納言  ルールは無用 ] 
(73) １点リードで迎えた 9 回表にはツーアウトから逆転の 2 ランを打たれました。  























として用いることができないとしているが、実は「吵 (騒ぐ )」、「笑 (笑う )」などのような動
作動詞による第三者受動文が見当たる。  
 
(75) 我  被    孩子  吵    得    头  也      痛    了。  
私  受動  子供  騒ぐ  助詞  頭  さえも  痛い  完了  
(私は子供に騒がれて頭が痛くなった ) 
[中島訳 2012:15] 
(76) 觉慧  被    他们  笑    得    有点  发恼        了，  动气  地  答      了  一句 (後略) 
人名  受動  彼ら  笑う  助詞  少し  腹を立てる  完了  怒る  に  答える  完了  一言  
(覚慧は笑われてちょっと怒った様子でこう答えた ) 










(77) 被    他  这么        一      坐，  我  什么都  看不见    了。  
受動  彼  このように  すると  座る  私  何も    見えない  完了  
(彼に座られて何も見えなくなってしまった ) 
[例(6)再掲 ] 
(78) 起先  还    知道    哪    一辆  是      曾经    跌倒  的  车，后来    被    别的  车  
初め  まだ  わかる  どれ  一台  である  以前に  転ぶ  の  車   その後  受動  他の  車  
一      混，    知不清      了。  
すると  混じる  わからない  完了  
(はじめのうちは､ころんだ車がとれか見分けがついたが､そのうちにほかの車とま
ぎれてしまって､区別がつかなくなった ) 
[対訳  彷徨] 
(79) 今天  我  掏        钱  买    水   喝。  刚       掏        出来    五块  钱  被    风  
今日  私  取り出す  金  買う  水  飲む  たところ  取り出す  てくる  五元  金  受動  風  
给    刮    跑          了    找    不到      了。  




(80) 话音    未     落，    车轮  猛      地  撞        在   一个  土坎  上，我   被   
話し声  ない   落ちる  車輪  激しい  に  ぶつかる  に   一つ  土手  上   私   受動   
剧烈    地  颠      了    一下，    忽地  摔          了    出去，  跌    在  地上。  





(81) 父亲  听到      爷爷  被    饼  噎        得    哦哦    地  叫， 看到    那些    棱角  
父    聞こえる  祖父  受動  餅  つかえる  助詞  擬声語  に  叫ぶ  見える  それら  角  
分明    的  饼  块  从    爷爷  的  喉咙  里  缓慢地      往  下  蠕动。  
明らか  な  餅  塊  から  祖父  の  喉    に  ゆっくりと  へ  下  蠕動する  
(祖父は､餅を喉につかえさせてオウオウと叫んだ｡角ばった餅のかたまりが､祖父の
喉をゆっくりと下へ動いていくのが見えた ) 
[対訳  红高粱] 
 
(77)-(78)のように、存在･位置を表す自動詞「坐 (座る )」、「混 (混じる )」による受動文は、
つねに第三者受動文として容認されるというわけではない。文中の「 (这么)一 (すると )」が
なくなると、当該受動文は非文となる。また、(79)の「刮(吹く )」は自然現象を表す非対格







(82) 零件  加工      时，被     小王     漏      掉        了    一道  工序，结果  
部品  加工する  時   受動   王さん   抜かす  てしまう  完了  一つ  工程   結局  
加工      出来    的  零件  成    了    废品。  
加工する  生じる  の  部品  なる  完了  不合格品  
(部品を加工するとき、王さんが加工プロセスを一つやり忘れたため、不良品となっ
てしまった )  
[例(8)再掲 ] 
(83) 被    竞争  对手      先    发明      出    了    新产品。  






(84) 通过      一番  努力，被    他  考             进    了  前  三名，这家伙  
を通じて  一回  努力   受動  彼  試験を受ける   入る  完了  上位  三位   こいつ   
是      很      有     潜力    的。  
である  とても  ある 潜在力  のだ  
(彼は努力のもとで上位の三名に入った。潜在力のある人だ ) 
[例(47)再掲 ] 
(85) 被    他  抢先      送    给  了    老师  一本  书。  
受動  彼  先を争う  贈る  に  完了  先生  一冊  本  
(彼に先に先生に本を差し上げられてしまった ) 
[凌蓉訳 2005:114] 
(86) 被    旁边  的  学生  抢先      说    出    了    同样  的  意见。  
受動  側    の  学生  先を争う  言う  出る  完了  同様  の  意見  
(同じ意見を先に隣の学生に述べられてしまった )  
[例(28)再掲 ] 
(87) 被    他  自作主张  地  把    仓库  的  看管  委托      给  保安  公司  了。  




凌蓉 (2005)によると、(82)の「漏 (抜かす )」は作用を表す他動詞、(83)の「发明 (発明する )」
は生産を表す他動詞、また (84)の「考 (試験を受ける)」は移動を表す他動詞、(85)の「送 (贈












(88) 他  追求        了    一阵子    的   密斯  刘  终于      理所当然        地   
彼  追い求める  完了  しばらく  の   ミス  姓  とうとう  理の当然である  に  
拒绝      了    他，密斯  刘  砰地      关      上      了    门，  他  被    关  
拒絶する  完了  彼   ミス  姓  ばたんと  占める  つける  完了  ドア  彼  受動  閉める  
在  门    外  了。  




(89) 但    当  她    一九七二年  以      半    残废              的  身心  被  
だが  に  彼女  一九七二年  もって  半分  体が不自由になる  の  心身  受動  
“落实    政策”到    一家  纽扣    厂    当      包装工  时，她   在  心里    又  
実現する  政策   行く  一社  ボタン  工場  になる  包装工  時  彼女  に  心の中  再び  
暗暗    对  自己  说 (後略 ) 
ひそか  に  自分  言う  
(だが､一九七二年､心身ともに廃人のようになった彼女が､｢正しい政策の実施｣の形
で､あるボクン工場に行かされ､包装工になったとき､ふたたび自分に言いきかせた ) 














表 7-2 日中語における第三者受動構文の述語動詞  








一般的な動作  ○  ○  
移動動作  ○  ○  
他人と関係のある動作  ○  × 





存在･位置  ○  ○  
出現消失  ○  × 
自然現象  ○  ○  
状態変化  ○  ○  
態度･感情  ○  × 
自然的な動き  ○  × 
位置変化  ○  ○  








作用  ○  ○  
生産  ○  ○  
位置変化  移動  ○  ○  
授受  ○  ○  
 
対象非変化他動詞  
言語活動  ○  ○  
態度･感情  ○  ○  
接触  ○  × 
知覚  ○  × 
 
影響性の弱い他動詞  
思考  ○  × 
所有  ○  × 
経験  ○  ○  
 















が、その使用状況は異なる。すでに鄭暁青 (1996:83)が指摘したように、中国語の「逃 /跑 (逃
げる )」という動作は (46)に示すように、「抓 (捕まえる )/追 (追う)」といった動作を前提にし













































































7.4.1 有情物主語の第三者受動構文の事態把握  
 
まず、日本語の第三者受動文 (90)の表す事象構造を見てみよう。  
 












 一方、中国語の第三者受動文 (91)の表す事象構造は図 7-3 になる。  
 
(91) 夜  里  我  被    婴儿    哭    得    睡    不着      觉。  
夜  に  私  受動  赤ん坊  泣く  助詞  眠る  できない  眠り  
(私は夜中に赤ん坊に泣かれて眠れなかった ) 
 [例 (18)再掲 ] 
 












(結果事態 )  
















(結果事態 )  









 図 7-3 は図 7-2 と同様、拡張的な使役事態を表すが、際立ちの面においては異なる。す
なわち、(91)では被害の意味が明示されないため、図 7-2 では Change-State 節は背景化され
る。一方、(92)では被害の意味が「眠れなかった」によって明示されているため、図 7-3 で
は Change-State 節は前景になっている。  
 





(92) 旗が風に吹かれて、たなびいている。  
[例(32)再掲 ] 
 
図 7-4 日本語における無情物主語の第三者受動構文の事象構造  
 
(93) 但是  夏天  风  太      大，    广告  旗  很      容易      被    风  吹    得     
でも  夏    風  すぎる  大きい  広告  旗  とても  やさしい  受動  風  吹く  助詞  
卷        起来。  














(結果事態 )  














果事態も明示されているため、図 7-4、図 7-5 では Cause-Change-State 節の全体は前景にな
っている。  
 










現在の結果状態が明示されるため、Cause-Change-State 節の全体が焦点化される。  
 













(結果事態 )  




















表 7-3 日本語の第三者受動文に対応する中国語訳 (121) 
中訳  受動文(18/14.9%) 非受動文 (88/72.7%) 非対応  
(15/12.4%) 直接  間接  能動文(77/63.7%) 使役文  処置文  
第三者  自動詞文  他動詞文  
数  3 15 41 36 7 4 15 
% 2.5% 12.4% 33.9% 29.8% 5.8% 3.3% 12.4% 
 










(94) あたしに逃げられてそんなに困った？  
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[対訳  痴人の愛 ] 
(95) そりゃあそうよ、あたしは意地が悪いから、来るなと云えば尚来るわよ。―それと
も来られるのが恐ろしいの？  











(96) 我  想      逃，    没    逃      脱，    被    他们  抓        回去，  又   打。  
私  したい  逃げる  ない  逃げる  離れる  受動  彼ら  捕まえる  ていく  また  殴る   
后来    到    了    河南  才      被    我  逃      出来      了。  
その後  着く  完了  地名  やっと  受動  私  逃げる  出てくる  完了  
(私は逃げたかったが、逃げきれず、また彼らに捕まえられて殴られた (直訳 :彼らは





























(97) 「おまえオレに言いたいことがあるだろう」決めつけられてそんな気もする。  
(“你是否有话要对我说?”被你劈头一问，我倒觉得要说点什么 ) 
[対訳  サラダ記念日 ] 
  


















a.訳 1(刚才肯定是条大的。按主任您的本领，都被它跑掉了，今天可不能大意喽 ) 
b.訳 2(这条鱼肯定是大个儿，凭教务主任这样的好手，竟也给逃啦，今天实在不能大
意 ) 
[対訳  坊ちゃん ] 
(99) そうして、すぐ失策ったと思いました。先を越されたなと思いました。  
(于是我马上想到，糟了，给他抢在前头了 )  




げられてしまった」は中国語では、「被它跑掉了 (魚に逃げられてしまった )」、「给逃啦 (逃げ
られた)」に対応している。訳文の結果補語はそれぞれ動詞にアスペクト助詞がつく形式の
「掉了(てしまった)」、と助詞の「啦 (語気助詞「了」と「啊 a」の合音で、「啦 la」と発音す
る )」によって表されており、これらの形式が削除されると、「被它跑」、「给逃」のように
中国語の受動表現としては成立できなくなる。また、(99)の「先を越された」は中国語では



















[対訳  破戒] 
 
中国語では、 (100)の「霧が風に吹かれて山の斜面を彷徨していた」は「雾气被风一




れて )」、「被你那么一说 (お前にそのように言われると )」が「一」という形式の従属節に
置かれ、その結果の意味はそれに後続する主節、「在山坡前彷徨不定 (山の斜面を彷徨して
いた )」「我特意想到的事就全都完了 (折角是方で思ったことも無に成ってしまう )」によっ
て表されている。結果の意味を表す節が削除されると、当該受動表現は従属節のみで、意
味的に不完全な文となる。  
2) 非受動文  
日本語の第三者受動文が中国語では非受動文として対応するものは 88 例、72.7%にも












(102) ええ、大宮に行かれると、僕はもう話し相手がなくなります。  
(对，大宫一走，我连个说话人都没有了 ) 




[対訳  破戒] 
 







(104) 尤もヒステリーを起されて、怪我でもさせられちゃ大変だけれど。  
(不过歇斯底里发起来，把我弄伤可就糟了 ) 








が、 (105)-(106)のように非能格自動詞と非対格自動詞によるものもある。  
 
(105) そうかしら。信じないわ。あなたはわりあい女から騒がれる方だと思うわ。  
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(是吗？我可不相信。我认为你这个人是会引起女人注目的 )  





[対訳  痴人の愛 ] 
  
中国語において、 (105)の「引起女人注目 (女の注目を引く )」は「女から騒がれる」に対
応し、(106)の「受到室外风的吹拂 (直訳 :戸外の風からの吹きを受ける )」は「戸外の風に吹
かれる」に対応する。 (105)-(106)はともに訳文と原文の主語が同じであるが、述語あるい
は述部が異なる。すなわち、(105)では原文が「騒がれる」という自動詞受動表現であるの
に対し、訳文は「引起注目 (注目を引く )」という他動詞能動表現である。 (106)では原文が
「吹かれる」という自動詞受動表現であるのに対し、訳文は｢吹く｣に対応する表現「吹拂」










[対訳  砂の女] 
 
(107)の「主張を変えられた」は中国語では「改变了主意 (主張を変えた )」と、原文の述





























 日中対訳コーパスでは、日本語の第三者受動文が中国語では「使 /叫 /让」という使役形式







(八千代压低嗓门，以不使传达处的少女听见 )  
a.不{ ○使 /○被  }传达处的少女听见  





a.不{ ○让 /○被  }他们发觉  
[対訳  痴人の愛 ] 
(112) ひろびろとした海の上で、潮風に吹かれるのは薬だと思った。  
(俺想：在茫茫的大海上，让海风吹吹，对身体是有益的 ) 
a.{ ○让 /○被  }海风吹吹  

















a.就要{ ○叫 /○让 /×被  }外面饭馆送来  
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[対訳  痴人の愛 ] 
(114) そりゃあ､にらむだろう｡ニカ月に一ぺんずつ金を取りに帰られたら。  
(不高兴也是可能的吧，谁叫你两个月就回来要一次钱呢！ ) 
a.谁{ ○叫 /○让 /×被  }你两个月就回来要一次钱呢！  
[対訳  あした来る人 ] 
 















































表 7-4 中国語の第三者受動文に対応する日本語訳 (17) 
日訳  受動文(5/29.4%) 非受動文 (3/17.7%) 非対応  
(9/53%) 
直接  間接  能動文  使役文  
第三者  自動詞文  
数  3 2 2 1 9 








1) 受動文  
中国語の第三者受動文 17 例のうち、受動文は 5 例、29.4%を占めている。受動文のう
ち、直接受動文が 3 例、17.6%、第三者受動文が 2 例、11.8%と極めて少ない。  



















[対訳  红高粱] 
  














[対訳  插队的故事 ] 
  
(118)の「被吵醒 (騒がれて目が覚めた )」は日本語では「起こされた」と訳されており、































2) 非受動文  
中国語の第三者受動文が日本語では非受動文として対応するものは 3 例、17.7%を占め





(121) 我一页页地翻看着书里的插图，心中立刻被喜悦涨满了。多好啊，我又有书读了！  
(順にべ -ジをめくって挿し絵を眺めると､うれしくてワクワクしてきた｡また本が読
める !) 






[対訳  彷徨] 
 
(121)の「被喜悦涨满了 (直訳 :喜びに上がられて、心がいっぱいになってきた )」は「うれ
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往下蠕动。父亲说： (後略 ) 
(祖父は､餅を喉につかえさせてオウオウと叫んだ｡角ばった餅のかたまりが､祖父の
喉をゆっくりと下へ動いていくのが見えた｡父が言った ) 
[対訳  红高粱] 
 











 第一に、中国語の第三者受動文は、生理現象を表す非能格自動詞 (例 :哭 (泣く )、笑 (笑
う ))によるものが日本語の第三者受動文と対応する場合はあるが、ただ 2 例、ほぼ一割に
止まっている。  














 まず、日本語と中国語の共通点は主として以下の二点にある。  
 

















































































Change-State 節のうち、原因事態を表す Cause 節しか焦点化されないが、中国語






(例 :泣く -哭、逃げる -逃 )、及び自然現象を表す非対格自動詞「吹く -吹」による日中
語の第三者受動文が対応することはあるが、それぞれの例文総数に対する比率が低
く、ほぼ一割に止まっている、ということがわかった。また、日本語の第三者受動
文がもっとも高い比率 (表 7-3 を参照)で中国語の能動文と対応するのに対し、中国















































    C =概念化者  
    R =参照点  
    T =ターゲット  
       心的走査  
       変化  
 
   tr =トラジェクター  
   lm =ランドマーク  
         直接的影響  
       間接的影響  
       拡張経路 (本論文 ) 





































(124) { ×因为被孩子来 /○因为孩子来了  }，简直没法看书了。  
(子供に来られて、勉強できなくなった )  
[車纯莲 2012:16]<日本人の中国語学習者の誤用> 
(125) 台所には{ ×腐られた /○腐った  }野菜しか残っていない。  
[宋春雨 2014:22]<中国人の日本語学習者の誤用> 
(126) リー：昨日、頭が痛くていで横になっていたんですが、外で道路工事を{ ×始めて





















































































対する把握の仕方の相違、つまり使役事態のうち、「行為」 (Cause 節 )と「結果」 (Change-










図 8-1 日中語母語話者の受動事態に対する把握の仕方の相違  
 
すなわち、図 8-1 では、受動構文の表す Cause-Change-State という三つの節からなる使
役事態のうち、日本語母語話者は Cause 節で表す原因事態に焦点が当たるのに対し、中国


















































    C =概念化者  
    R =参照点  
    T =ターゲット  
        
心的走査  
       変化  
       同一指示  
 
    tr =トラジェクター  
    lm =ランドマーク  
         直接的影響  
      間接的影響  
       拡張経路 (日中同 ) 
       拡張経路 (日中異 ) 
r 















































































































まず、日本語の使役受動文は中国語では 55.1% (表 5-3 を参照 )他動詞文、または 81.9%能
動構文(使役文と処置文も含む )、持ち主受動文は 52.3% (表 6-3 を参照 )能動文 (自動詞文と
他動詞文を含む )、第三者受動文は 63.7% (表 7-3 を参照 )能動文と対応する。一方、中国語
の使役受動文は日本語では 48.1% (表 5-4 を参照 )自動詞文、持ち主受動文は七 71.6% (表 6-
4 を参照)受動文、第三者受動文は非対応を除外すれば、半分以上 (表 7-4 を参照 )受動文と
対応する。これは日中語における直接受動文の対応関係に関する中島 (2007:67-68)の調査結
果とほぼ一致している。こういった日中語母語話者の異なる<好まれる言い回し>、つまり








図 8-4 日中語母語話者の行為連鎖の参与者に対する際立ちの選択の相違  
 













末尾にある参与者 B をもっとも際立つ要素 (tr)とする選択が強いのに対し、中国語母語話





明示化 -結果明示化という差異は、行為焦点 -結果焦点といった際立ちの選択の相違を表す。 
次に、日本語の持ち主受動文が中国語では受動文のうち、直接受動文と対応するのはも
っとも高い比率である (表 6-3 を参照 )。一方、中国語の持ち主受動文が日本語では受動文
のうち、持ち主受動文と対応するのはもっとも高い比率である (表 6-4 を参照 )。こういっ
た日中語母語話者の異なる<好まれる言い回し>、つまり受影者主語 -受動者主語という差







るのを避けたわけであった｡              <状況のヲ格を伴う形式> 
(或许有人接站，俩人想避免被   人   看    见      同在      一起   的  情景 ) 
            受動  人  見る  見える  共にいる  同じ所  の  情景  
<連体節を伴う形式> 













持ち主受動文は日本語では受動文で表すと、 (3)のような直接受動文になる。  
 
(2) 彼は (中略 )だから、昨日戻ったところを殺された、ということになりますかね。  
<目的語残存形式> 
(因此，他昨天回来的时候被   杀了)            <目的語非残存形式> 
                      受動  殺す         
[仁田 1992:327] 
(3) 如同             一间  房子  那么  大      的  货物 (中略 ) 终于      被    人们  
まるで -のようだ  一間   家   ほど  大きい  の  貨物       とうとう  受動  みんな  
把    它    运    进    了    那个  新      修      起来       的  大库房   里。  
処置  それ  運ぶ  入る  完了  あの  新しく  建てる  て上がる   の  大倉庫   に  
<目的語残存形式> 
(家ほどの大きさもあろうかというこの貨物は (中略 )とうとうあのできたばかりの
大倉庫の中へ運びこまれた )                               <目的語非残存形式> 





の関与 -参照点関係の非関与といった参照点関係の関与の仕方の相違を表す。  
 
8.2 日中対照研究の結果  
 



















3) 位置･状態変化を意味する非対格自動詞 (例 :移动 -移動する、发展 -発展する、感动 -感


































(4) 这次，又    被    那    只  狡猾      的  狐狸  逃      走    了  



























(5) あたしに逃げられてそんなに困った？  
[対訳  痴人の愛 ] 
(6) 我  想      逃，    没    逃      脱，    被    他们  抓        回去，  又   打。  
私  したい  逃げる  ない  逃げる  離れる  受動  彼ら  捕まえる  ていく  また  殴る   
后来    到    了    河南  才      被    我  逃      出来      了。  

























[対訳 痴人の愛 ] 
(8) そりゃあそうよ、あたしは意地が悪いから、来るなと云えば尚来るわよ。―それと
も来られるのが恐ろしいの？  








































































位置･状態変化を意味する非対格自動詞 (例 :绊 -転ぶ、移动 -移動する、发展 -発展する、感动
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